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午前 ９時００分 開会  

（出席議員 １４名） 

────────────────── 

◎開 会 宣 告 ・ 開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１４名でございます。 

 これより、平成２８年第４回上富良野町議会定例

会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局次長。 

○事務局次長（岩﨑昌治君） 御報告申し上げま

す。 

 本定例会は、１２月９日に告示され、同日、議案

等の配付をいたしました。 

 本定例会の運営については、１１月１４日及び１

２月６日に議会運営委員会を開き、会期及び日程等

を審議し、本定例会までに受理しました８件の陳情

要望の取り扱いの結果報告がありました。 

 監査委員から、例月現金出納検査結果報告書の提

出がありました。 

 本定例会に提出の案件は、町長からの提出案件１

７件、議長からの報告案件３件及び認定案件２件、

議員からの発議案６件であります。 

 また、町長から本定例会までの主要事項につい

て、行政報告の発言の申し出があり、行政報告とと

もに平成２８年度建設工事発注状況を配付しました

ので参考に願いします。 

 町の一般行政について、６名の議員から一般質問

の通告がありました。その要旨は、本日配付したと

おりであります。 

 本定例会におけます説明員は、町長以下、別紙配

付資料のとおりでございます。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名についてを行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     ５番 今 村 辰 義 君 

     ６番 金 子 益 三 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 会期の決定について 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 会期の決定につ

いてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から１２月２２日までの

１０日間といたしたいと思います。これに御異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は、１２月２２日までの１０日間と

決しました。 

────────────────── 

◎日程第３ 行政報告 

○議長（西村昭教君） 日程第３ 行政報告を行い

ます。 

 本定例会までの主な行政執行経過について、町長

から報告の申し出がありますので、発言を許しま

す。 

 町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） おはようございます。 

 議員各位におかれましては、公私ともに何かと御

多用のところ、第４回定例町議会に御出席をいただ

き、まことにありがとうございます。 

 この機会に、去る９月定例町議会以降におきます

町政執行の概要について御報告させていただきま

す。 

 初めに、１１月２７日執行の町長選挙についてで

ありますが、選挙管理委員会の管理のもと、厳正に

執行され、有権者数９,１９１人、投票率６９.０３

％となったところであります。 

 なお、私ごとでありますが、この度の選挙におき

まして、町民皆様の心温まる御厚情と御支援を賜

り、引き続き町政の重責を担わせていただくことと

なりました。皆様から賜りました信頼と期待に応え

ることができるよう、初心に返り、誠心誠意、全力

を尽くしてまいる所存でございます。今後とも、議

員各位並びに町民皆様の御支援、御協力を賜ります

よう、この場をお借りいたしましてお願い申し上げ

る次第であります。 

 次に、平成２８年度の町表彰式についてでありま

すが、多くの関係者の御出席を賜り、１１月３日に

挙行いたしました。表彰式においては、８月２５日

付で決定させていただいた日本画家後藤純男氏への

特別名誉町民称号授与式をあわせて挙行したところ

でありますが、直前の１０月１８日に御逝去され、

まことに残念でならないところであります。改め
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て、御冥福をお祈り申し上げますとともに、本町に

対するはかり知れない御貢献に深く感謝申し上げる

次第であります。 

 本年度の表彰式は、町の関係では、長年にわたり

地方自治の振興発展に貢献された１名に自治功労表

彰を、また地方自治の振興発展、農業の振興発展に

功績を残された２名に対しまして社会貢献賞を授与

させていただきました。 

 教育委員会関係では、スポーツ賞に１名、また文

化奨励賞に５名、スポーツ奨励賞には１１名と８団

体を表彰させていただいたところであります。 

 また、国の栄典関係では、１１月３日発令の秋の

叙勲におきまして、危険業務従事者叙勲として、防

衛功労により２名が端宝単光章を受章されました。 

 受章されました皆様の御功績に対し、心より敬意

をあらわしますとともに、ますますの御活躍と御健

康をお祈り申し上げる次第であります。 

 次に、ふるさと会等についてでありますが、１１

月１６日に旭川十勝道路の整備促進に向けて、期成

会関係首長の皆様と秋季の中央要望を行ってまいり

ました。あわせて、東京ふらの会総会が開催された

ことから、沿線市町村長とともに出席をしてまいり

ました。 

 なお、札幌上富良野会総会につきましては、１１

月４日に開催され、関係者とともに出席し、当町に

ゆかりのある多くの方々とお会いし、有意義な時間

を過ごさせていただきました。 

 次に、基地対策についてでありますが、１１月８

日に北海道自衛隊駐屯地等連絡協議会によります中

央希望を、１５日には、北海道基地協議会によりま

す中央要望を、それぞれ関係国会議員、防衛省等に

対して行ってまいりました。 

 また、９月２７日から２８日、１０月２０日から

２１日において、富良野地方自衛隊協力会並びに上

富良野支部によります「上富良野駐屯地現状規模堅

持と更なる拡充を求める要望」を道内選出国会議

員、防衛省に対して行ってまいりました。 

 さらに、９月１６日には、高田第２師団長をお迎

えし、富良野地方自衛隊協力会主催によります防衛

講話も開催されました。 

 次に、記念行事関係につきましては、創立６０周

年を迎えた多田弾薬支処を初め、地元駐屯地関連部

隊等の記念行事に参加をさせていただいたところで

あります。 

 また、このたび、富良野地方自衛隊協力会上富良

野支部の防衛協力活動が認められ、陸上幕僚長より

感謝状を贈呈されたところであります。 

 次に、臨時福祉給付金及び障害・遺族基礎年金受

給者向けの年金生活者等臨時福祉給付金についてで

ありますが、１１月２２日に申請受け付けを終了

し、申請辞退者や居所不明などにより申請のなかっ

た方を除き、対象者１,５６４件に対し、１,５０９

件、７４６万１,０００円を支給したところであり

ます。 

 次に、民生委員児童委員及び主任児童委員の任期

満了に伴う一斉改選が行われ、今月１日に辞令を公

布したところであります。今回の改選では、長年、

御活躍をいただいた民生委員児童委員１０名の方々

が退任され、新たに委嘱された１０名の委員と再任

されました２２名の委員、また再任の主任児童委員

の２名の全３４名の方々に対して、それぞれ厚生労

働大臣からの委嘱状と指名状を交付いたしました。 

 次に、姉妹都市交流についてでありますが、来年

度、三重県津市と友好提携２０周年を迎えることか

ら、津市の職員２名が８月２３日から２５日に来町

され、交流事業等について協議を行ったところであ

ります。 

 また、１０月８日から９日にかけては、「津まつ

り」に、職員・関係者を含む６名で訪問し、本町の

観光・特産品のＰＲ、販売を行うなど、来場者に広

く紹介をさせていただきました。 

 さらに１４日には、上富良野町ライオンズクラブ

と津市ライオンズクラブ、姉妹都市提携２０周年記

念合同例会が町内において開催され、津市から出席

された１９名の会員の皆様とともに、クラブ友好提

携２０周年のお祝いをしたところであります。 

 次に、交通安全対策についてでありますが、本町

におきましては、１０月１９日に交通死亡事故ゼロ

２,５００日を達成でき、広報誌等において町民の

皆様に周知させていただいたところであります。こ

れもひとえに町民一丸となり、交通安全への取り組

みを進めてきた結果であり、皆様の御協力に感謝申

し上げるところであります。今後とも、悲惨な交通

事故を１件でも減らし、町民一人一人が交通安全の

意識をさらに高め、交通事故の撲滅と安心して暮ら

せるまちづくりのため、啓発運動を推進してまいり

ます。 

 次に、大雨による農業被害の復旧状況についてで

ありますが、１００万円を限度として復旧事業費の

２分の１を助成する町の単独補助事業の認定申請が

３５件、事業費で約１,９００万円のうち、約半分

に当たる１８件、約９００万円については事業が完

了したところであります。しかしながら、残りの１

７件につきましては、町内の請負事業者が機動力、

労力などを道路や河川の復旧工事に対して、集中的

に当てていたことや、降雪が早まったことにより、

年度内の復旧完了が望めない状況となっておりま

す。これらにつきましては、春耕作業など、来年の
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営農に大きな支障が生じないよう、雪解け後、直ち

に復旧工事が進むよう必要な対応を図ってまいりま

す。 

 次に、イベントの実施状況についてであります

が、１１月６日、保健福祉総合センターかみんを会

場に、「かみふらの収穫祭」が開催されました。こ

のイベントは、町内産業団体で構成する「かみふら

の産業賑わい協議会」が主催し、町民の皆様にもっ

と地元産物を身近に感じていただきたいと、初めて

開催したイベントであります。当日は、農畜産物の

無料配付や低価格での販売、上小スクールバンドの

演奏や餅つきなどに多くの皆様に御来場をいただい

たところであり、来年以降につきましても連携協力

の輪を拡大しながら、より充実したイベントとして

定着するよう努めてまいります。 

 次に、プレミアム商品券事業についてであります

が、１１月１７日から２２日までの予約期間におい

て、６,８７５万円、１,４６０世帯の予約があり、

販売額の６,０００万円を上回りましたことから、

高齢者世帯、子ども世帯等を優先した上で、１１月

２５日に抽選を行ったところであります。未だ、地

方の景況に好転の兆しが見えない中、本事業を通じ

て、町内での購買意欲を喚起し、地元経済の活性化

につながることを期待しているところであります。 

 次に、治水砂防関係についてでありますが、１０

月２７日に新潟県で開催されました全国治水砂防協

会理事顧問会議に出席し、また１１月１５日には、

東京で開催されました全国治水砂防促進大会へ出席

してまいりました。今後におきましても、道内の河

川砂防整備の促進はもとより、当町の河川砂防施設

の整備がより進捗するよう取り組んでまいります。 

 次に、第５３回町総合文化祭についてであります

が、１０月２９日から１１月４日までの７日間、社

会教育総合センターにおいて開催されました。開催

に当たっては、多くの町民の皆様に参加していただ

き、作品展示、郷土館特別展示、町民コンサート、

芸能発表のほか、体験コーナーなどの協賛事業が行

われ、延べ２,１８２名の方々に御来場をいただ

き、盛会のうちに終了することができました。 

 なお、１１月４日の特別事業については、北海道

舞台塾ふらの事業として、復興支援部隊「イシノマ

キにいた時間」の公演が、保健福祉総合センターに

おいて開催され、多くの方々に鑑賞をいただいたと

ころであります。 

 次に、児童生徒の部活動における活躍状況につい

てでありますが、上富良野中学校陸上部２名が、１

０月２８日から横浜市で開催された「全国ジュニア

オリンピック陸上競技大会」に出場し、鈴木くるみ

さんがＡ女子１００メートルにおいて、大会新記録

並びに北海道中学新記録で優勝し、また、女子４×

１００メートルリレーにおいても北海道チームとし

て出場し、北海道中学新記録並びに日本歴代２位の

記録で優勝し、さらに大会最優秀選手に選ばれたと

ころであります。また、Ｂ女子１００メートルにお

いて、加藤璃里香さんが６位入賞の成績を収めたと

ころであります。 

 この１年を通じて、小学生、中学生及び高校生た

ちが日ごろの練習成果を発揮し、各種競技において

大活躍されました。来る２９年も本町の子どもたち

が各方面で活躍いただくことを期待するとともに、

立派な成績を残された皆さんに改めて拍手を送りた

いと思います。 

 最後に、建設工事の発注状況についてであります

が、９月定例町議会で報告以降に入札執行した建設

工事は、１２月９日現在、件数で２１件、事業費総

額で１億９,３２８万７,６００円で、本年度累計で

４４件、事業費総額３億９,４１３万３,３６０円と

なっております。詳細につきましては、お手元に、

平成２８年度建設工事発注状況を配付しております

ので、御高覧をいただきたく存じます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、行政報告を

終わります。 

────────────────── 

      ◎日程第４ 報告第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第４ 報告第１号例月

現金出納検査結果報告について、監査委員より報告

を求めます。 

 代表監査委員、米田末範君。 

○代表監査委員（米田末範君） 例月現金出納検査

の結果について御報告いたします。概要のみ申し上

げますので、御了承を賜りたいと存じます。 

 地方自治法第２３５条の２第１項の規定により例

月現金出納検査を執行いたしましたので、同条第３

項の規定により、その結果を報告いたします。 

 平成２８年度８月分から１０月分について、概要

並びに検査結果を一括して御報告いたします。 

 例月現金出納検査を別紙報告書のとおり執行し、

いずれも各会計の出納の収支状況は、別紙資料に示

すとおりであります。現金は適正に保管されている

ことを認めました。 

 なお、資料につきましては、御高覧いただいたも

のと存じ、説明を省略させていただきます。 

 また、税の収納状況につきましては、１３ページ

にございますので、参考としていただきたいと思い

ます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質
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疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって本件の報告を終わります。 

────────────────── 

      ◎日程第５ 報告第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第５ 報告第２号議員

派遣結果報告について、報告を求めます。 

 議会運営委員長、金子益三君。 

〇議会運営委員会（金子益三君） ただいま上程さ

れました報告第２号議員派遣結果について、朗読を

もって報告にかえさせていただきます。 

 議員派遣結果報告書。 

 平成２８年第３回定例会において議決された議員

派遣について、次のとおり実施したので、その結果

を報告する。 

 平成２８年１２月１３日。 

 上富良野町議会議長、西村昭教様。 

 議会運営委員会、金子益三。 

 １、上川管内町村議会議員研修会。 

 (１)研修の経過。 

 本町議会は、平成２８年１０月２６日に美瑛町で

開催された上川町村議会議長会主催の議員研修会に

１３名が参加した。 

 (２)研修の結果。 

 時事通信社解説委員長、山田惠資氏により「政治

の行方を展望する」の講演と、北海道保健福祉部健

康安全局国保医療課長、望月泰彦氏より「国民健康

保険制度改革について」の講演を聴講した。 

 ２、富良野沿線市町村議会議員研修会。 

 (１)研修の経過。 

 本町議会は、平成２８年１１月２４日に中富良野

町で開催された富良野沿線市町村議会議長会主催の

議員研修会に１３名が参加した。 

 (２)研修の結果。 

 北海道保健福祉部子育て支援課長、永沼敦紀氏に

より「北海道の少子化の現状と課題について」の講

演を聴講した。 

 以上、結果報告といたします。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって議員派遣結果について、報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第６ 報告第３号 

○議長（西村昭教君） 日程第６ 報告第３号委員

会所管事務調査報告について、報告を求めます。 

 総務産建常任委員長、中澤良隆君。 

〇総務産建常任委員長（中澤良隆君） ただいま上

程されました報告第３号の件につきまして、報告さ

せていただきます。 

 総務産建常任委員会所管事務調査報告書。 

 本委員会の所管事務調査として、閉会中の継続調

査に付託された事件について、申し出した調査を終

えたので、会議規則第７７条の規定により報告をす

る。 

 平成２８年１２月１３日。 

 上富良野町議会議長、西村昭教様。 

 総務産建常任委員長、中澤良隆。 

 記。 

 調査事件名、農業施策等窓口のワンストップ化に

ついて。 

 １、調査の経過。 

 本委員会は、閉会中の継続調査事件名を「農業施

策等窓口のワンストップ化について」に決定、平成

２８年７月２８日並びに８月１２日及び９月６日、

９月１３日に委員会を開催し、関係職員の詳細な説

明を求めながら慎重に審査を行いました。 

 その結果を次により報告する。 

 ２、調査の結果。 

 上富良野町の農業を取り巻く環境は、地球温暖化

による気象の変化、担い手の高齢化や後継者不足に

よる農家戸数の減少などさまざまな課題が存在する

中、国においては国内農業に大きな影響をもつＴＰ

Ｐの協定や農業協同組合法及び農業委員会等に関す

る法律の改正など一体的な見直しが進められてきて

いる。 

 こうした現状を踏まえるとき、上富良野町農業の

将来を見据えた「第７次上富良野町農業振興計画」

に基づく、「農業・農村振興実践プラン」で計画さ

れている重点施策を行政、農業関係団体等と一体と

なって着実に推進することにより、足腰の強い農業

の実現を図ることが強く求められるところである。 

 農業施策等窓口のワンストップ化については、農

業者にとっても利便性の向上、本町農業の持続的発

展に有効なものであると考える。 

 以上、報告といたします。 

 次ページをお開きください。 

 総務産建常任委員会所管事務調査報告書。 

 本委員会の所管事務調査として、閉会中の継続調

査に付託された事件について、申し出した調査を終

えたので、会議規則第７７条の規定により報告をす

る。 

 平成２８年１２月１３日。 

 上富良野町議会議長、西村昭教様。 

 総務産建常任委員長、中澤良隆。 

 記。 
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 調査事件名、先進市町村行政調査について。 

 １、調査及び研修の経過。 

 本委員会は、平成２８年第１回定例会において閉

会中の継続調査として申し出した「友好都市提携の

方向性について及びジオパークによる地域活性化に

ついて」を平成２８年１０月１７日から２０日まで

の間、三重県津市及び静岡県伊豆市を視察し、調査

を行った。 

 ２、調査の概要。 

 (１)友好都市提携の方向性について。 

 三重県津市は、三重県中部に位置する都市で人口

約２８万人の三重県の県庁所在地である。津市と上

富良野町の交流は、歴史的な結びつきから平成９年

４月３０日に上富良野町開基１００年を記念し、友

好都市提携としての調印が行われた。また、来年に

は提携後２０周年を迎えることになることから、本

委員会としては、津市の特徴や実態把握を目的に視

察を行ってきた。 

 なお、次からの個々の視察先につきましては、既

に御高覧いただいたものと思い、省略をさせていた

だきます。 

 ３ページの下段のほうをごらんいただきたいと思

います。 

 (２)ジオパークによる地域活性化について。 

 静岡県伊豆市には、ジオパークの拠点となる「ジ

オリア」が設置されており、伊豆半島ジオパーク推

進協議会の事務局もこの施設内に置かれている。事

務局体制として、事務局長兼ジオリア館長１名、県

派遣職員１名、市町派遣７名、専任研究員１名（地

質）、臨時職員１名の１１名体制で、現在は世界ジ

オパーク認定に向けての活動を進めている。 

 伊豆半島ジオパークは、沼津市、熱海市、三島

市、伊東市、下田市、伊豆市、伊豆の国市、東伊豆

町、河津町、南伊豆町、松崎町、西伊豆町、函南

町、清水町、長泉町の伊豆半島７市８町で構成さ

れ、平成２４年に日本ジオパークの認定を受けてい

る。 

 以降につきましては、朗読を省略させていただき

ます。 

 ５ページをごらんください。 

 ３、研修のまとめ。 

 友好都市提携の方向性に関しては、津市における

公共施設の建設や施設運営に当たり、地元自治会と

共助のもとに運営されている実態などを視察、調査

することができた。 

 また、津市と上富良野町は、三重県安東村（津

市）出身の田中常次郎を総代とする一行８名が草分

地区に入ったことから、記念すべき上富良野町の開

基１００年の平成９年７月３０日に友好都市提携が

結ばれ、平成２９年の来年には、節目の２０周年を

迎えることとなる。これを機に、さらに意義深い交

流を進めていく必要がある。現在までの交流をベー

スに、さらなる経済交流の進展と友好都市提携を将

来伝えていく人材を育てていくために、互いの町や

市を訪問し合い、理解する人たちをふやしていくこ

とが重要であると考える。 

 次に、ジオパークによる地域活性化については、

伊豆半島ジオパーク推進協議会の事務局を担う伊豆

市を中心とした調査を行った。 

 ジオパークミュージアム「ジオリア」は、子ども

たちからお年寄りまで、誰もが理解しやすい内容

で、見る、聞く、さわる五感に訴えた体験ができ、

総合案内機能と情報発信機能が十分発揮される施設

となっていた。 

 また、「伊豆はひとつ」を合い言葉にそれぞれの

自治体が個々に活動していたのが、ジオパークの認

定を受けることにより一体感が生まれ、地質や歴

史、文化を観光や教育分野へと発展させており、さ

らにはガイド養成にも力を注ぎ、毎年、認定ガイド

をふやし、高校生からお年寄りまで多くの人々に関

わりを持たせていることが大いに参考となった。 

 今回の研修先の伊豆半島ジオパーク推進協議会は

７市８町という構成であり、参加市町村の取り組み

姿勢や考え方には温度差もあるようだが、本町が美

瑛町と進めている十勝岳ジオパークは、相互理解と

統一した考え方で、地域活性化のため、日本ジオ

パークの認定に向けてさらなる努力をされることを

期待する。 

 以上、報告といたします。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって、本件の報告を終わります。 

────────────────── 

      ◎日程第７ 議案第８号 

○議長（西村昭教君） 日程第７ 議案第８号上富

良野町農業委員会の委員の定数を定める条例を議題

といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

〇総務課長（石田昭彦君） ただいま上程いただき

ました議案第８号上富良野町農業委員会の委員の定

数を定める条例につきまして、提案の要旨を御説明

申し上げます。 

 農業委員会等に関する法律の改正に伴い、農業委

員会委員の選出については、現行の公選制が廃止さ

れ、市町村長が議会の同意を得て任命することとな
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り、その定数は政令で定める基準に従い条例で定め

ることと規定されたところであります。 

 このことから、これまで農業委員会内部における

議論、さらには農業者による検討委員会での検討経

過を踏まえ、本町の農業委員会の定数を１３名と定

め、附則において施行期日を交付の日から定めると

ともに、上富良野町農業委員会選挙委員定数条例の

廃止とあわせて、現委員は現任期中在任する旨の経

過措置を規定するものであります。 

 以下、議案の朗読をもって説明といたします。 

 議案第８号、上富良野町農業委員会の委員の定数

を定める条例。 

 農業委員会等に関する法律（昭和２８年法律第８

８号）第８条第２項の規定に基づき、上富良野町農

業委員会委員の定数は、１３人とする。 

 附則。 

 （施行期日）。 

 １、この条例は、交付の日から施行する。 

 （上富良野町農業委員会選挙委員定数条例の廃

止）。 

 ２、上富良野町農業委員会選挙委員定数条例（昭

和２９年上富良野町条例第１１号）は、廃止する。 

 （経過措置）。 

 ３、この条例の施行の際、現に在任する農業委員

会の委員である者が農業協同組合法等の一部を改正

する等の法律（平成２７年法律第６３号）附則第２

９条第２項の規定により、なお従前の例により在任

する間は、前項の規定する廃止前の上富良野町農業

委員会選挙委員定数条例の規定は、なおその効力を

有する。 

 以上で、議案第８号上富良野町農業委員会の委員

の定数を定める条例の説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の 

説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

 １１番、米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 定数条例制定にあわせ

て、何点かお伺いいたします。 

 今回の定数制定にあわせて、幾つかの条文等の改

編が行われたかというふうに思います。この文書を

見ますと、農地の流動化されている自治体において

は、推進委員等の委嘱はしなくてもいいというふう

になっておりますが、上富良野町の実態等はどのよ

うになっているのか、流動化は恐らく７０％以上を

超えるという状況の中で、推進委員を置かなくても

いいというふうになるのかと解釈されますが、この

点、どうなっているのかお伺いいたします。 

 次にお伺いしたいのは、農業委員報酬についてで

あります。この国の文書では、農業委員会委員に対

する報酬、あるいは農業推進委員を設置する場合、

活動状況に応じた報酬を定めることができるという

形にもうたわれているかというふうに思いますが、

この点は上富良野町として現行の報酬制度という形

で理解していいのか、この点をお伺いしておきたい

というふうに思います。 

 また、周知については８割程度という形の中で、

公募をする期間として、大体１カ月、あるいは２４

日以上を基準とすべきという形になっております

が、上富良野町においてはこの公募に当たっての日

数はどうなるのかお伺いいたします。 

 また、中立性を高める上でのいわゆる女性等の登

用、あるいは若者等の登用がうたわれているかとい

うふうに思いますが、ここの中では必ずしも地元に

住民票を置かなくても、いわゆる町外からも中立

性、公平性を保てるのであれば、農業委員としての

いわゆる資質があれば適格だというふうな条文も表

示されておりますが、この点、上富良野町等の考え

はどのようになるのかお伺いしておきたいというふ

うに思います。 

○議長（西村昭教君） 農業委員会事務局長、答

弁。 

○農業委員会事務局長（北越克彦君） １１番米沢

委員の４点の御質問についてお答えをいたします。 

 １点目の農地利用最適化推進委員の委嘱について

でありますが、国の基準の中で農地の遊休農地率が

１％以下であるということと、農地の集積率の関係

で農地利用最適化推進委員を委嘱しなくてもいいと

いうことが定められているところでございますが、

当町におきましては、遊休農地率については１％以

下であるということと、農地の集積率については８

７.４６％ということで基準の７０％を上回ってい

るということで農地利用最適化推進委員は委嘱をし

なくてもいいというところに入っているところでご

ざいます。 

 ２点目の農業委員の報酬の関係につきましてであ

りますけれども、農地利用最適化推進委員を設置す

るところにつきましての、まず考え方なのですけれ

ども、農地利用最適化推進委員を委嘱するところに

おきましても、現行の農業委員と同等程度の報酬に

するといったような国の方針でありまして、あわせ

て農業委員の報酬についても、引き上げというので

しょうか、底上げを図っていく、農地利用最適化推

進委員を委嘱するところにおいては、農業委員の数

を半分程度に減らして最適化推進委員を設置すると

いったようなことになっておりますことから、農業

委員の報酬についても見直す、上げていくような方
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向に国としては今、指導が来ているところが現状で

ございまして、国としましても新たな交付金を７月

から設けて、新しい委員さんになるところについて

は、その交付金を設けて、国は手当するから各自治

体でも今後上げていきなさいといったような動きに

なっておりまして、このことについてはまだ具体的

な動きにはなっておらないのですけれども、今後、

６月以降等々の全国的な動きの中が今後出てくるの

かなというふうに理解をしているところでございま

す。 

 当町におきましては、農地利用最適化推進委員は

委嘱しないという方向で考えておりますので、委員

の報酬については現行のままということで考えては

おりますけれども、日本全国的な動きの中では、イ

ンセンティブというのでしょうか、歩合制という

か、能率に応じて、その動きに応じて、少し上げて

いくというような動きが、今後、日本全国的に出て

くる動きになっておりまして、当町についてもまだ

そういった動きにはまだちょっとなってはおらない

ところですけれども、今後そのような動きになって

くるのかなというふうに理解をしております。 

 ３点目の募集等における公募の期間につきまして

は、４週間１カ月ということが定められておりま

す。おおむねといったような基準もありますけれど

も、最低２４日以上は、８０％以上の基準というこ

とも国では言っておりますけれども、町的には４週

間ということで考えているところでございます。 

 ４点目の今後の中立性の委員、女性の委員、若年

者も求められているところでございまして、町とし

ても取り組みを強めていきたいというふうに思って

おります。また、委員における町、町外からの委員

も委嘱、農業委員も求めることができるということ

には法律的には市町村のくくりは書いてはおらない

ところなのですけれども、今の考えといたしまして

は、当町に籍を置いている人といったようなことで

考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 再質問よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 お諮りいたします。 

 今、議題となっております議案第８号上富良野町

農業委員会の委員の定数を定める条例については、

なお十分な検討を要すると思われますので、この

際、総務産建常任委員会に付託いたしたいと思いま

す。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、総務産建常任委員会に付託する

ことに決定しました。 

────────────────── 

◎日程第８ 議案第９号 

○議長（西村昭教君） 日程第８ 議案第９号上富

良野町課設置条例の一部を改正する条例を議題とい

たします。提出者から提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（石田昭彦君） ただいま上程いただき

ました議案第９号上富良野町課設置条例の一部を改

正する条例につきまして、提案の要旨を御説明申し

上げます。 

 第７次農業振興計画に基づく実践プランに位置づ

けられるとともに、農業振興審議会より御提言をい

ただいた農業窓口のワンストップ化の実現に向け、

これまで農業者及び農業関係機関の皆様と協議を重

ねてきたところであります。 

 本町の基幹産業である農業の現況的課題に対処し

ていくため、ＪＡふらの上富良野支所内に行政の農

業振興部門及び農業委員会を移転し、農業窓口のワ

ンストップ化による農業施策の推進体制を強化しよ

うとするものであり、この移転に伴い、行政組織の

一部改正に当たり、所要の改正を行うものでありま

す。 

 改正の概要についてでありますが、産業振興課を

廃止し、農業振興部門を担う新たな課として、農業

振興課を設置するとともに、商工観光の振興部門を

現在総務課が所掌している企画振興部門と統合し、

産業連携や地域連携に向けた政策推進部門として新

たに企画商工観光課を設置するものであります。 

 また、附則においては、観光開発審議会及び農業

振興審議会の庶務的機能を担う部署を現行の産業振

興課から企画商工観光課及び農業振興課にそれぞれ

改正するものであります。 

 なお、施行期日は、平成２９年４月１日とするも

のであります。 

 以上で、議案第９号上富良野町課設置条例の一部

を改正する条例の説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。これより質疑に入ります。 

 １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 質問いたします。 

 今回、課の設置条例という形の中で産業振興課を

農業振興課に改めるという形の中で、従来のいわゆ

る農協に設置するという形になるかというふうに思

います。 
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 そこでうたわれているのは、町の説明では、農業

者からの意見等々くみ上げながら効率的な事務運営

ができるということで、将来的には精度の高い農業

政策や、あるいは意見交換が図られながら、農業者

の利便性と農業所得の向上が期待できるという形の

表現になっているかというふうに思いますが、ただ

懸念されることは、今後、今でもそうなのですが、

いろいろな農業情勢の変化の中で必ずしも行政が思

うような形にはなっていないという部分があるかと

いうふうに思います。そういう中で、こういう施策

を打ち出す以上、やっぱり後に引くことはできない

という形のものではないかなというふうに思いま

す。 

 改めてお伺いいたしますが、この振興課を改変す

ることによって、どのような農業者、あるいは農業

関係者等に利益、あるいは行政としてももたらすの

か、この点をお伺いしておきたいというふうに思い

ます。 

 また、従来、農業と商工観光と結びつけて一体的

な運営がなされてきましたけれども、今回の改正の

中では商工観光等については、企画観光という形の

中でいわゆる統合するという形でなっております

が、有機的な結びつきが一方で途絶えるのではない

かなというふうに思いますが、この点。 

 また同時に、従来この窓口でいろいろな農業者と

行う事務手続が一貫してこの庁舎内で行われていた

のが、一斉に場所が移動することによってそういう

弊害が生まれるのではないかというふうに思います

が、ここら辺についても万全な体制の中で進められ

るかというふうに思いますが、こういう心配も農業

者等においては心配されているかというふうに思い

ますので、この点、お伺いいたします。 

 また、アンケート等においては必ずしもこれに賛

成という形ではない、だけれども、それでよくなれ

ばそれでいいわけでありますから、そういう人たち

にもやはり応えるようなやっぱり窓口が今、求めら

れているというふうに思いますので、この点等につ

いてお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） ただいま、１１番米

沢議員の農業施策窓口ワンストップ化に関する課の

設置条例ということで御質問いただきましたので、

私のほうから４点の御質問にお答えをさせていただ

きたいというふうに思います。 

 まず、今回のこういう体制をとったときに、引く

ことができないというような御発言もございました

けれども、今回もまさに今の農業情勢等に応じて機

構を改善、見直しするものでございますので、いつ

までという期限というものはございませんけれど

も、さらにまた違った情勢になったときには、さら

なる機構の見直し等はあるというようなことで理解

をしているところでございます。 

 また、どういう農業者に対してどういう効果をも

たらすかということでございますが、農業形態とい

うのはそれぞれ多種多様でございますので、どうい

う営農されている農家さんにとって有効なのかとい

うことは早々には言えないわけでございますけれど

も、やはり高収益の作物に取り組まれてそういう経

営もありますし、一般作物等作付して、まずは経営

を安定させるような農業経営というのもございます

ので、より今回、現場に近づくことによって、多様

な営農形態に取り組む農業者の皆さんにそれぞれ対

応する中で、本来の目的であります農業所得の向上

につなげていきたいというふうに思っております。 

 あと今回、今まで産業振興課ということで商業、

工業、観光、農業も含めて、一つの課としてその中

で連携を図ってきた事業というものは、これまでの

１０年ちょっとの間でかなり培われてきているのか

なというふうに思いますけれども、そちらのほうの

産業連携についてはより一層連携が図れるように意

識を強めたいというふうに思いますし、今までに町

内の産業団体等も含めた中での共同体といいます

か、協議会等もつくっておりますので、そういう民

間の産業団体とも連携をより深めながら、その産業

関連携というものを図っていきたいというふうに考

えております。 

 あと、いろいろ手続の関係になりますけれども、

農業者の方も役場に来られたときに農業だけではな

くて、いろいろな住民票でありますとか、窓口関係

のそういう手続もされてございますけれども、でき

るだけ、ただ要するに、ついでにといったらおかし

いのですけれども、複合的に手続をすること、圧倒

的に農業のほうが多いかな、そういう部分でいけ

ば、農協に行くことによって営農関係だけではなく

て、例えば資材でありますとか、金融でありますと

か、そういう機能も所の中にありますので、よりそ

ういう部分では農業者の方については、手続等につ

いては利便性の向上が図れるのかなというふうに思

います。ただ一方で、農業施設でも加工場みたいに

農業者ではない町民の方々が利用される場面もござ

いますので、そちらのほうについてはできるだけそ

の不便性を感じさせないような、そういう体制を整

えて、新体制に移行していきたいというふうに思い

ます。 

 あと最後の御質問のアンケートの結果で、必ずし

も今の時点では諸手を挙げて賛成できないというよ

うな農業者の方の御意見もアンケートとして頂戴し

ているところでございますが、先ほども言いました
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ように、より身近な、現場に身近なところで接する

中からそういう方々にも今回の体制ができてよかっ

たというような効果をぜひお伝えできるような形で

努力をさせていただきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。よろ

しいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ質疑を終了いたし

ます。 

 討論を省略し、これより議案第９号を採決したし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第９ 議案第１０号 

○議長（西村昭教君） 日程第９ 議案第１０号上

富良野町乳幼児等の医療費助成に関する条例の一部

を改正する条例を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） ただいま上程いた

だきました議案第１０号上富良野町乳幼児等の医療

費助成に関する条例の一部を改正する条例につきま

して、提案の要旨を御説明申し上げます。 

 本町の乳幼児等の医療費助成は、北海道医療給付

事業の助成事業の内容を拡大し、特に医療ニーズの

高い就学前の乳幼児に対して、入通院費の自己負担

分を軽減し、また小学生の属する非課税世帯に対し

ては、入院費の自己負担分に対しても一部助成を実

施してきたところでございます。 

 昨今、子どもの貧困が社会問題となり、本町の低

所得世帯への支援策がひとり親世帯や非課税世帯を

対象としておりましたが、現行制度とのはざまとな

る二人親世帯においても低所得者の実態があること

から、対象世帯を市町村民税、所得割非課税世帯ま

でとし、対象年齢についても満１５歳に拡大するこ

とにより、題名等の「乳幼児等」を「子ども」に改

めるものでございます。これにより子どもの疾病の

早期発見と早期治療により、より健康増進が図られ

ることを期待するものであります。 

 以下につきましては、条例の朗読を省略させてい

ただきまして、その主な改正点のみ内容の説明とさ

せていただきますので、御了承願います。 

 議案第１０号上富良野町乳幼児等の医療費助成に

関する条例の一部を改正する条例。 

 上富良野町乳幼児等の医療費助成に関する条例。 

 平成６年上富良野町条例第２０号の一部を次のよ

うに改正する。 

 題名中及び第１条、第２条、第３条、第５条中の

「乳幼児等」を「子ども」に改正する規程でありま

す。 

 また、第２条では、「満１２歳」を「満１５歳」

に改正する規程であります。 

 第５条は、当該事業の助成範囲に市町村民税所得

割非課税について給付対象者を拡大するものであ

り、当該保険適用外となる自己負担分については、

これまで同様、除外するものであります。 

 附則第１項、この条例は、平成２９年４月１日か

ら施行するものとし、附則第２項、平成２９年４月

１日以後の医療費助成について適用することとし、

平成２９年３月３１日までの医療費助成について

は、従前の例によることの規定でございます。 

 以上で、議案第１０号上富良野町乳幼児等の医療

費助成に関する条例の一部を改正する条例の説明と

いたします。 

 御審議いただきまして、御議決くださいますよ

う、お願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

 ６番金子益三君。 

○６番（金子益三君） 基本的に幼児及び小学生、

中学生までの補助という、拡大ということで、一歩

前に進んでいいのかなというふうに考えますが、い

わゆる市町村の所得税の非課税者を対象と今回され

ておりますが、やはり本来であれば、実状を鑑みる

と、もちろん非課税世帯の方というのはさまざまな

苦しい生活をされているのも理解できますけれど

も、ぎりぎりの線で課税世帯になっている世帯とい

うのは、実はもっとさまざまな面でいろいろな恩恵

がなく苦しいという現況もあるわけでございます。

本来であれば、子どもというのは、等しく平等に扱

わなくてはいけないわけですから、このような例え

ば非課税世帯の子どもたちに対して、いわゆるそう

いう所得の証明を出した形で医療機関でそういう控

除を受けるということであるところで、まず一つ区

別がされるところでまず残念だというふうに考える

のですよ。 

 であれば、非課税世帯だけに対象とするのではな

く、例えば、国の子ども手当のように、所得の高い

家庭について、それはかかりますよと。例えば、８

００万円以上とか、１,２００万円以上の家庭につ
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いては、子ども手当はあげないというふうに国でも

なっておりますから、例えば、そういう非常に高額

所得のある家庭については、これは補助は行わない

が、そうでない一般的な家庭について等しく行うこ

とがやはり本来の目的であると思うのですね。 

 例えば、兵庫県の明石市などは、子どもの今、課

長がおっしゃられた貧困の家庭に対する補助は行わ

ない。そのかわり、全ての子どもたちに対して手当

をするのだというような政策をとっている自治体も

あるわけですから、やはりここは子ども、上富良野

町の子育て拡充の点からおいても、非課税世帯とい

うところで線を区切るのではなく、上で区切るべき

だと私は考えますが、この辺はいかがでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） ６番金子議員の子

どもの医療費の拡大の関係に対する御質問にお答え

いたします。 

 当町におきましても、子どもの医療費につきまし

ては、北海道の給付事業の制度を用いまして、町独

自でも拡大をしてきたところでございますが、昨

今、議案の上程の説明の中でも申し上げましたとお

り、私ども町のほうでも実際には課税か非課税かと

いう世帯が一つ区分としてございましたが、非課税

世帯だけではなく、所得割の課税世帯、ここまでを

何とか拡充をしなければ、なかなか収入、所得に応

じて確認をしましたところ、これまでひとり親、重

度医療、あと就学援助の制度との他法との町の施策

も確認をしましたところ、やはりそこはもう少し拡

大をして、子育て支援の一つとしてやっぱり必要で

はないかという検討値から、今回、非課税世帯プラ

ス所得割課税世帯まで拡充させていただきました。 

 ただ、これも、今、６番金子議員がおっしゃると

おり、また違う見方の中での子育て支援というもの

も御提案のとおり意見はあるかと思いますが、それ

は、町の子育て施策の中でまた改めまして、その政

策については検討すべき内容と考えております。 

 まず私ども、子どもの医療費をやはり軽減をして

いく体制としましては、まず今、生活を一生懸命保

護者の方が子どもを育てながら進めていくときに、

やはりその子どもの医療費を払うためのまず生活基

盤となるものが、ある程度、収入がやはり余り多く

はないという方たちに対して、まずここの世帯にこ

の施策を当てて支援していくべきではないか。それ

で、就学前はもちろん医療費は高いということで私

たちも認知しておりますが、小学校に入っても、ま

た中学校に行っても、そういう方たちがきちんとし

た医療を受けられるような形がまず私ども町のほう

ですべき案件だというふうに考えているところでご

ざいます。 

 以上です。 

 申しわけございません。 

 ６番金子議員のおっしゃるような提案の中身につ

いての考えは、現在のところ持ち合わせてはおりま

せん。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ６番金子益三君。 

○６番（金子益三君） 課長おっしゃるとおり、わ

かるのです。その一歩進んだという意味では高く評

価はしているのですけれども、何というのでしょう

か、やはり疾病も就学前、それから小学校、中学校

等によって、やはり変わってきますよね。具体的な

例ではないのでしょうけれども、やはり小さいお子

さんのほうが数多くの疾病にかかるリスクというの

は非常に高いですし、もちろん私も子育て中だから

わかるのですけれども、小学校から中学校に上がっ

ていくと子どもたちの体力もついていったりして、

非常に疾病にかかるリスクというか割合も低くなる

のはさることながら、やはりどうしてもかかってし

まうこととかもありますよね。 

 例えば、この時期であればインフルエンザも流行

しますし、突発性のいろいろな菌であったりとか、

そういうものが等しく受けられることこそが、やっ

ぱりこの町の施策で大事なことだと思うのですよ

ね。だから一歩進んだことは非常に理解するのです

が、なぜもっと拡充をしなかったか、どうしてそこ

で線を引いたかというのが非常に明確でないので、

もう一度答弁を欲しいなと思いますので、よろしく

お願いします。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） ６番金子議員のも

う少し、現在提案されている内容に対しての拡充に

ついて検討をできないのかという御質問に対してお

答えします。 

 町としては、まず上富良野町の子どもたちの医療

費の実態について、これは国保を所管している私ど

もの中で実態を把握している状況でしか押さえては

おりませんが、本当に子どもたちの医療にかかる分

については、議員おっしゃるとおり、やはりその年

齢構成に応じた医療費がかかっている実態は押さえ

ております。ただ、本当に具体的に医療を等しく皆

さん受けられる制度は確立されているというふうに

考えておりますが、その中で実際にそれぞれの世帯

の財布の中から医療費の自己負担分を支払っていた

だく、その中でやはり子どもたちに教育もしなけれ

ばいけない、衣食住の生活もしなければいけない、

医療費がかかれば医療費の負担をしなければいけな

い。その中でやはり一番最優先に考えなければいけ

ないのは、やはり金額の少ない生活をしている方た
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ちの中でそれを最優先的に支援するのが私ども町と

しては最優先のまず拡大すべき内容として今回は考

えているのです。 

 これにつきましては、今回、この内容について具

体的に上程させていただきまして、今後またさらな

る町の内容を把握した上で、今後さらなるまた子育

て支援策なのか、また医療費の助成の施策なのか、

それについては関係機関とも十分連携して検討して

いく課題だとは認知しております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ９番荒生博一君。 

○９番（荒生博一君） 議案書の中の改正条例の第

２号を次のように改める。（１）、（２）、それぞ

れ文末に丸々される額を控除して得た金額を記載さ

れていますが、第５条の本文で、医療費から受益者

が負担すべき額として、次に掲げる額を控除して得

た額を保護者に対して助成すると書かれていますの

で、この場合、１、付加給付される額を控除して得

た額とありますが、付加給付される額と切ってよい

のではないかという条文の文章の理解のことなので

すが、いわゆる１の文章で控除された額となれば、

ここで既に控除されている、いわゆるゼロです。そ

の辺がちょっと理解できなかったので御説明願いま

す。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） ９番荒生議員の今

回上程させていただきました第５条の条文について

の御説明を申し上げます。 

 今回、第５条につきましては、まず保険適用外に

なる自己負担分になることを区分させていただいて

おりますが、今回、第１号につきましては、０歳か

ら１５歳まで、所得割非課税世帯に対して保険適用

外の除外について明記させていただきました。 

 （２）号につきましては、２点ございまして、ま

ず就学前の子どもたち、次に就学後６歳から１２歳

までの子どもたちに対する適用除外について明文化

したものとなってございます。これまで新旧対照表

でつけさせていただいた資料の中では、前条例につ

きましては、改正前の条例につきましての内容の表

記と今回の改正分では、そういう形の適用対象とな

る方たちの内容を項立てて区分をしたことによりこ

のような表記となってございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ９番荒生博一君。 

○９番（荒生博一君） そうですか。それでは間違

いはないということで、私の解釈の違いでよろし

かったですか。 

 もう１点お伺いしますが、現行、通院は就学前ま

で医療費は保護者の所得に際限なく全額助成となっ

ていますが、例えば、海外でぐあいが悪くなって外

国の病院にかかった場合、外国での医療費も全額助

成しているのかお伺いします。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） ９番荒生議員の海

外での療養費に対する助成に対しての対象になるの

かという御質問にお答えします。 

 現在、国民健康保険の中でも海外療養費の支給制

度が構築されました。本町におきまして、まだ該当

事例はございませんが、海外においても医療費がか

かった分につきまして、支給される金額が対応する

ことから、上富良野町においてもそれに応じて自己

負担をして帰ってきた場合、申請をしていただけれ

ば対象にする考え方でおります。なお、ほかの町村

では、国内というふうに定義した自治体もあるとい

うふうにお伺いしていますが、本町においては対応

していくことの考え方でおります。 

 なお、外国での療養費の中で特に多いのが、保険

のきかない診療、差額ベッド等、これにつきまして

は対象となりませんので、必ず海外に渡航されると

きには、まずその診療内容明細をきちんと書類を

持って帰ってきていただくことになりますので、そ

の辺については保護者の方にも十分御理解をしてい

ただくような説明をしていくことが考えられており

ます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ９番荒生博一君。 

○９番（荒生博一君） 今の課長の答弁ですと、近

隣の自治体ですと南富良野町、こちらでは２２歳ま

でその医療費が無料ということで、その文末、条文

の最後に国内医療費に限るということでしっかりと

明記されていますが、当町においては、今の御答弁

ですと領収書等々で精算がなされるという解釈でよ

ろしいですか。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） ９番荒生議員の国

内外に限定するのではないということで解釈よろし

いかという質問にお答えします。 

 本町の条例規則の中では、これまでも国内に限る

という表現はしてございませんでした。ですから、

町としてもこれは国保、または社保等に加入してい

る子どもたちにおいて、海外での療養費についても

日本の保険機関の中で適用となる療養費については

これについて証明できるものを持ってきていただけ

れば対応したいと考えております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 



― 14 ―

 １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 質問させていただきま

す。 

 今回の町長選挙ですね、多くの方々が町長に対す

る批判の声が出ました。その結果、投票率も下がり

ましたが、同時に町長の得票を得た数も前回から見

て下がったという状況にあります。 

 その中には今まで町長がされてきた行政に対する

批判の声があるという形で受けとめております。あ

のお母さん方は、やはり上富良野町はなぜこの医療

費の無料化を中学校までしないのかと。今、声が多

数あるというのが実態であります。そういうものも

含めて、それだけではありませんけれども、要因と

してそういう結果になったのではないかなというふ

うに考えております。 

 そこでお伺いしたいのは、私、今、担当の課長が

おっしゃったように、確かに非課税世帯、あるいは

均等割の課税世帯がいわゆる救済するという形の目

的のはっきりしたものだという形で訴えました。 

 しかし、一方、同僚議員がおっしゃるように、や

はり問題はいわゆるボーダーライン層、あるいは、

そうでなくても今、いろいろな税の負担や子育ての

負担という形の中で多くの人たちが給与が下がると

いう状況の中で、なかなか負担増に悩むという状況

があります。 

 子どもたちは所得のあるところに生まれるわけで

もありませんし、ないところに生まれるわけでもあ

りません。選択はできないわけです。私はそのこと

を考えたときに、等しく子どもたちの健康、あるい

は担当の課長がおっしゃったように早期の疾病、早

期の治療を促すということであれば、中学校までの

医療費の無料化をきっちりと押さえながら、疾病予

防医療につなげるのが私は原則ではないかなという

ふうに思いますが、この点、どのようにお考えなの

かお伺いいたします。また、この点についても町長

の見解等についてお伺いしておきたいと思います。 

 もう一つお伺いしたいのは、今回の入院費の助成

で小学校のいわゆる通院拡大とかで約１２６万円と

いう文書、いただいた参考資料に書かれておりま

す。小学生の拡大で８０万円、中学生まで拡大する

ことによって４６万円という形でそれぞれ３３人と

２９人が対象ではないかと、現時点では書かれてお

りますが、この点についても所要金額、対象人数等

はどのようになるのかお伺いしておきたいというふ

うに思います。 

 何よりも今多くのお母さん方が言っているのは、

やっぱりぜんそくやその他の疾患、疾病という形の

中でレントゲン、あるいは薬をもらうということに

なれば、検査等でやはり１万円、２万円かさんでし

まうという状況であります。そういう状況の中で少

しでも負担を軽減していただければ本当に助かるの

にねというのが多くの人たちの声です。私は行政と

いうのはこういう声にしっかりと耳を傾けるべきだ

というふうに思います。 

 次にお伺いしたいのは、将来、見直しを検討する

ことも、どういうふうに検討するかわかりませんけ

れども、何の補償も担保もないというのが現状であ

りますが、この点、町長、担当の課長はそういうふ

うにおっしゃっていますが、町長は近い将来、こう

いったものを中学校まで拡大、あるいは小学校まで

入通院を、例えば、最低限、通院、あるいは入院、

非課税世帯ではなくて、均等割の課税世帯ではなく

て、全ての子どもたちにそういう対象を広げる、あ

るいは中学校までに広げるという構えというのは

持っていらっしゃるかどうなのか、この点もお伺い

しておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） １１番米沢議員の御質問

に私のほうからお答えをさせていただきたいと思い

ます。 

 １点目の部分ですが、先ほど来、担当課長から金

子議員の御質問にも一部お答えをさせていただきま

したが、まず今回の制度改正についてのポイント

は、いわゆる非課税世帯と均等割世帯、いわゆる所

得が一定程度少ない方について、その所得がないこ

とで子どもの医療の負担をぜひ軽減しようと、以前

から申し上げましているように、今、子どもの貧困

が社会問題化していることをあわせて、それらの施

策をこの制度にのせたところであります。 

 一方、選挙のお話もありましたが、上富良野にお

いては、その子育て施策については、その医療、適

切な医療、福祉、保健の子どものライフステージに

合わせたそれらのバランスのとれた子育て支援策が

されているということで、一定程度全道の皆さんか

らも一定程度の評価をいただいているところであり

ます。したがいまして、政策本体をぜひ評価をいた

だいて、多くの町民の皆さんからも評価をいただい

ているところであります。１点目につきましてはこ

のような評価をお願いしたいというふうに思いま

す。 

 ２点目は、この間、委員会、全員協議会等でもお

知らせをしておりますが、人数については３３人プ

ラス２９人、これらについては２８年度の今の実態

ですので、来年度からまだ人数は変化要素がござい

ますが、その人数規模でいきますと１２６万円程度

というような想定をしているところであります。 

 あと、３点目の、今後近いうちにその医療費の中

学校までの拡大をするのかという御質問でありまし
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たが、これも以前から議場でも議論をされておりま

すが、いわゆる時代背景と子育て支援策の全体像を

見ながら、そういう医療費の拡大がさらに必要な場

面には当然必要な施策として実施をする必要があろ

うかというふうに思いますが、あくまでも医療費の

無料化だけを切り取って、その子育て支援策を語る

予定をしておりませんので、先ほども言いましたよ

うに全体像を通して、バランスのいい子育て支援策

を検討してまいりたいというふうに思います。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 今回の条例改正について

は、そういう焦点当てて、非課税世帯等に支援する

ということではいいかというふうに思います。 

 ただやはり多くの人たちが望んでいるのは、一方

で、そういう声が実際生としてあるのですよ。町長

も恐らく副町長と同じ考えなのかなというふうに思

うのですが、なかなか町長自身の言葉として語られ

ないので、私は何回も言いますけれども、非常に残

念です。町長はリーダーシップ等とって、ここまで

やりますということであれば、職員の方だって一生

懸命働いて仕事して、それでは頑張りましょうとい

うことになるはずだというふうに思うのですが、私

は、町長の、もう一度確認いたしますが、町長も副

町長と同じ見解、今後も未来永劫に子育て支援全般

をトータル的にバランスをとれた支援策を行ってい

るから、見直す必要、今回でという考えですか、そ

れとも改善する余地があるという考えですか。言葉

を濁さないようにしていただきたい。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の御質問に

お答えさせていただきますが、私は町政を預かる立

場といたしまして、やはり町民に不安感を与えない

ようにするのが最大の私の役目というふうに理解し

ております。 

 子育てに関しましても、医療費だけが充実すれば

よしということにもなりません。教育もあります。

あるいは、家庭環境を整備することもあります。そ

ういったことを私なりに全体を通して、安心感を提

供できるようなまちづくりということに最大の精力

を払っておりまして、この部分を切り取ってここを

どうするああするというような一点集中の考えでは

なくて、全体を見渡した中で各担当に上富良野町を

して支援できる仕組みをつくるように指示しており

ますので、今回の御提案になったということで、全

体を通して常に見させていただいているということ

を御理解賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１０号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩といたします。再開は、１０時４５分と

いたします。 

────────────────── 

午前１０時２４分 休憩 

午前１０時４５分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

────────────────── 

◎日程第１０ 議案第１１号 

     ◎日程第１１ 議案第１２号 

○議長（西村昭教君） 日程第１０ 議案第１１号

上富良野町指定地域密着型サービスの事業の人員、

設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例、日程第１１ 議案第１２号上富良野町

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設

備及び運営並びに指定地域密着介護予防サービスに

係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例を関連がご

ざいますので、一括して議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（北川徳幸君） ただいま上程いた

だきました議案第１１号上富良野町指定地域密着型

サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例及び議案第１２

号上富良野町指定地域密着型介護予防サービスの事

業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着介護予

防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の

方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条

例につきまして、提案の要旨を一括して御説明させ

ていただきます。 

 まず当該２条例の改正の趣旨ですが、平成２６年

６月に成立しました地域における医療及び介護の総

合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関

する法律、いわゆる医療介護総合確保推進法により

まして、介護保険法が改正され、それに伴い当該

サービスの基準等を規定している厚生労働省令が改

正されたことから、町においても地域密着型サービ
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ス等の基準を規定している当該２条例の一部を改正

するものでございます。 

 次に改正の内容ですが、まず議案第１１号上富良

野町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例についてですが、主な改正点は、１点目は地域

密着型通所介護の創設であります。利用定員が１９

人未満の小規模な通所介護につきましては、今まで

都道府県が指定等を行っておりましたけれども、市

町村が事業者の指定等を行い、原則として利用者が

当該地域住民に限定される地域密着型サービスに位

置づけられることになったことから、地域密着型通

所介護の基本方針等及び人員、設備及び運営に関す

る基準等を定めたものでございます。２点目につき

ましては、認知症対応型通所介護について運営推進

会議の設置が規定されたことです。３点目について

ですが、認知症対応型通所介護、小規模多機能型居

宅介護、認知症対応型共同生活介護、地域密着型特

定施設入居者生活介護、地域密着型介護老人福祉施

設入所者生活介護、看護小規模多機能型居宅介護の

準用規定につきまして、今回、追加された地域密着

型通所介護の基準を一部準用することとしたため準

用規定の変更をするものでございます。 

 また、条例の制定に当たりましては、国が示しま

した従うべき基準、参酌すべき基準を基本といたし

まして、一部、町として独自基準を追加したところ

であります。条例に町が独自に盛り込む基準につき

ましては、平成２４年度の本条例制定時に町が独自

基準として盛り込んだ内容を同様に今回新設されま

す地域密着型通所介護の基準につきましても規定し

たものでございます。 

 まず、独自基準の１点目といたしまして、記録の

保存期間の延長でございます。省令の基準では、保

存年限を２年間としていますが、介護給付費の返還

請求権の時効が５年であるため、保存年限を５年間

に延長するものでございます。 

 ２点目は、非常災害対策です。活火山十勝岳を有

する本町の特性などを考慮して、噴火災害、地震災

害、風水害、その他の自然災害に係る対策を含むこ

とを追加したものでございます。 

 ３点目は、介護従事者の資質の向上です。介護職

員のより一層の資質の向上を図るため、研修項目に

高齢者の権利擁護、虐待防止、認知症ケアなどを追

加したものでございます。 

 ４点目は、地域包括支援センターとの連携です。

運営に当たっては、地域包括ケアシステムの構築の

ためにも地域包括支援センターとの連携を追加した

ものでございます。 

 次に、議案第１２号上富良野町指定地域密着型介

護予防サービスの人員、設備及び運営並びに指定地

域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための

効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例についてですが、介護予防認知症

対応型通所介護について、地域との連携の項目が追

加され、運営推進会議への設置などについて規定し

たところでございます。また、介護予防小規模多機

能型居宅介護、介護予防認知症対応型生活介護につ

きましては、今回追加されました介護予防認知症対

応型通所介護の地域との連携の項目について、一部

準用することとしたため、準用規定の変更をするも

のでございます。いずれの条例も施行期日は、平成

２９年４月１日となっております。 

 なお、議案の朗読につきましては、ただいまの説

明をもって省略させていただきます。 

 以上、説明とさせていただきます。御審議いただ

きまして、御議決くださいますよう、よろしくお願

い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって提案理由の説

明を終わります。 

 これより議案第１１号の質疑に入ります。ありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第１１号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１２号の質疑に入ります。ございま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いし

ます。 

 討論を省略し、これより議案第１２号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１２ 議案第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第１２ 議案第１号平

成２８年度上富良野町一般会計補正予算(第１０号)

を議題といたします。 
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 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（石田昭彦君） ただいま上程いただき

ました議案第１号平成２８年度上富良野町一般会計

補正予算（第１０号）につきまして、提案の要旨を

御説明申し上げます。 

 １点目は、国の補正予算に伴い、泉町南団地の整

備に係る社会資本整備総合交付金について、配分額

の通知があったことから、３号棟の本体工事に着手

するため、所要の補正を行うものであり、あわせて

繰越明許費を設定するものであります。 

 ２点目は、学校施設環境改善交付金の減額に伴

い、中断していた上富良野中学校整備事業２期工事

について、国の補正予算に伴い道交付金の決定通知

があったことから、事業の着手に当たり、施工時期

のおくれによる労務単価の上昇分など事業費の増が

見込まれることから、所要の補正を行うものであ

り、あわせて繰越明許費を設定するものでありま

す。 

 ３点目は、国の補正予算に伴い低所得の高齢者を

対象とした新たな臨時福祉給付金事業を実施するこ

とから所要の改正を行うものであり、あわせて繰越

明許費を設定するものであります。 

 ４点目は、この夏の豪雨により被災した柳の沢道

路及び江幌完別川第１支流川の災害復旧事業の実施

に当たり、道路橋りょう災害復旧費として繰越明許

費を設定するものであります。 

 ５点目は、備荒資金組合の譲渡事業を活用して導

入した圧雪車更新事業について、事業費の確定に伴

い債務負担行為の限度額を変更するものでありま

す。 

 ６点目は、農業窓口のワンストップ化に向けた農

政部門の事務所移転に係る経費として、電話やネッ

トワーク環境整備など、所要の補正をお願いするも

のであります。 

 ７点目は、富良野広域連合の補正に伴い、本町の

負担分について補正するものであります。なお、台

風１０号により被災した串内広域牧場の復旧に向け

た調査設計等に係る本町の負担分については、既に

御議決いただいている公共施設整備基金の使用額の

範囲内で対応しようとするものであります。 

 ８点目は、明年開基１２０年を迎えることから、

年間を通じて諸行事を初め、町の様子などについて

映像として記録するため、その撮影及び編集等の業

務を実施するに当たり、所要の補正をお願いするも

のであります。なお、当該事業は、平成２９年の幕

開けを飾る北の大文字からスタートし、２カ年度に

またがることから、長期継続契約を締結し、実施し

ようとするものであります。 

 ９点目は、去る１０月１８日にお亡くなりになら

れた、本町の特別名誉町民、故後藤純男氏のお別れ

会を実施するに当たり、所要の補正をお願いするも

のであります。 

 １０点目は、特定防衛施設整備調整交付金につい

て、２次配分額が示されたことから、既に完了した

事業等の事業費調整を含め、故障により今年度に更

新を検討していたラベンダーハイツの中間浴施設の

更新事業について、前倒しして実施するよう所要の

補正をお願いするものであります。 

 １１点目は、町内の事業者が取り組む事業につい

て、６次産業ネットワーク活動交付金の交付が見込

まれることとなったことから、所要の補正を行うも

のであります。 

 １２点目は、公営住宅使用料について納付しやす

い環境整備として、平成２９年４月１日からのコン

ビニ納付の運用に向け、システム改修など所要の補

正をお願いするものであります。 

 １３点目は、各事業における事業費の確定及び執

行見込みに伴い、所要の補正を行うものでありま

す。 

 以上、申し上げました内容を主な要素として財源

調整を図り、財源余剰と見込まれる部分については

今後の財政需要に備えるため、予備費に留保するこ

とで補正予算を調整したところであります。 

 以下、議案の朗読をもって説明にかえさせていた

だきます。なお、予算の事項別明細書につきまして

は、省略をさせていただきますので、御了承を願い

ます。 

 議案第１号平成２８年度上富良野町一般会計補正

予算（第１０号）。 

 平成２８年度上富良野町の一般会計の補正予算

（第１０号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

４億９４７万６,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ８３億８０１万５,００

０円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （繰越明許費の補正） 

 第２条、繰越明許費の追加は、「第２表 繰越明

許費補正」による。 

 （債務負担行為の補正） 

 第３条、債務負担行為の変更は、「第３表 債務

負担行為補正」による。 

 （地方債の補正） 

 第４条、地方債の変更は、「第４表 地方債補
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正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ７款国有提供施設等所在市町村助成交付金９万

２,０００円。 

 １２款分担金及び負担金１６万５,０００円。 

 １４款国庫支出金２億１,４８１万円。 

 １５款道支出金２,００３万５,０００円。 

 １７款寄附金７４万円。 

 １８款繰入金７６３万円の減。 

 ２０款諸収入１,５１６万４,０００円。 

 ２１款町債１億６,６１０万円。 

 歳入合計は４億９４７万６,０００円でありま

す。 

 ２ページをごらんください。 

 ２、歳出。 

 ２款総務費２,１９２万３,０００円。 

 ３款民生費６,９５２万円。 

 ４款衛生費２０１万２,０００円。 

 ６款農林業費２,０７４万８,０００円。 

 ８款土木費２億９,３６９万２,０００円。 

 ９款教育費９９万８,０００円。 

 １２款予備費５８万３,０００円。 

 歳出合計は４億９４７万６,０００円でありま

す。 

 ４ページをごらんください。 

 第２表、繰越明許費補正について申し上げます。 

 臨時福祉給付金給付事業については、給付対象者

の決定及び受け付けを開始後、給付金の支給は次年

度になることから、また町営住宅整備事業及び上富

良野中学校整備事業については、今後入札契約等の

手続を進め、事業実施は次年度になることが見込ま

れることから、さらに道路橋りょう災害復旧費につ

いては、前段御説明した２カ所の災害復旧工事に当

たり、冬期間における山間地の施工が困難なことか

ら、雪解け後の施工とするため、それぞれ繰越明許

費を追加するものであります。 

 第３表、債務負担行為補正について申し上げま

す。 

 圧雪車更新事業についてですが、備荒資金組合の

譲渡事業を活用し導入する旨、補正予算及び財産取

得の議決をいただき、当該事業において事業費が確

定したことから債務負担の限度額を変更するもので

あります。  

 第４表、地方債補正について申し上げます。 

 前段、御説明したとおり、国の補正予算に伴い、

町営住宅整備事業については、実施計画を予定した

泉町南団地３号棟の本体工事についても着手するた

め、また上富良野中学校改修事業については労務単

価を含め、それぞれ事業費の変更に伴い限度額を変

更するものであります。 

 以上で、議案第１号平成２８年度上富良野町一般

会計補正予算（第１０号）の説明といたします。御

審議いただきまして、議決くださいますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） １３ページの一般管理費

の中で、委託料という形で後藤純男氏のお別れの会

の祭壇作成予算という形で３２万４,０００円に

なって計上されております。この件をお伺いします

が、従来、特別名誉町民については、こういったも

ろもろ等については、葬儀等については行わないと

いう形のことがあったかというふうに思います。お

別れの会という形で違うというのかもしれませんけ

れども、祭壇を祭る等々という形になれば、地方自

治体における政教の分離という点でも問題が生じる

のではないかなというふうに思いますが、この点、

どういう経過で今回、予算が計上されているのか、

お伺いいたします。 

 また、町が当然、この説明資料によれば主催とい

う形になりますから、当然、実行委員会でもなけれ

ば何でもないという形になります。あわせてお伺い

したいのは、香典等がもしも納入された場合、その

分の納入部分というのはどのようになるのか、誰が

受けるのか、この点についてまたお伺いしておきた

いというふうに思います。 

 何回も申し上げますが、従来の説明では特別名誉

町民は葬儀は一切行わないという形で、もう既に前

回完結しているわけですから、新たにこの予算をの

せること自体が問題があるのではないかというふう

に思いますので、政教分離との関係もあわせて問

題、違法にならないのか、お伺いしておきたいとい

うふうに思います。 

 次に、財産管理の中で農業部門の移転という形で

予算が計上されております。これは、農業の窓口の

ワンストップ化に伴う必要な書棚、公印、複写機等

がのって予算が計上されているかと思います。この

中では、いわゆる施設の賃貸等については予算とい

うのが計上されておりません。この扱いはどういう

ふうになるのか。また光熱費等の扱い等にも計上さ

れておりませんが、新年度から使用ということであ

れば、そこの当初予算の中で見込まれるのかなとい
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うふうに思いますが、この点お伺いしておきたいと

いうふうに思います。 

 次、１５ページの地方振興費の中で、総務課の企

画財政ということで、委託料の上富良野１２０年の

映像記録業務という形でことしから始まるというこ

とであります。これは、もう既に予定が組まれると

いうことであれば当初予算に本来であれば計上しな

ければならない予算ではなかったかというふうに思

いますが、またぐものがあるから今回計上したの

か、その関係等について適正な予算の計上だったの

かお伺いしておきたいというふうに思います。この

中では、今後実際に撮影回数等に応じた契約支払金

等という形の単価設定が行われるという形になって

おります。撮影回数についてもおおむね４０回とい

う形になっておりますが、この単価設定というのは

どういう内容になるのか、お伺いしておきたいとい

うふうに思います。 

 次に、２５ページの農業振興費の中で６次化ネッ

トワークづくりという形でなっております。上富良

野町の食品、株式会社という形で載っております

が、聞きましたら札幌に進出するというような中身

かというふうに思います。その上富良野の富良野和

牛、焼き肉レストランを開設するという形の事業費

にかかわっての補正という形になっておりますが、

総事業費等はどのようになっているのか、町に対す

る詳細な図面等々というのが添付されているかとい

うふうに思います。間接補助ですから、そう詳しい

必要な書類もないのかというふうに思いますが、こ

の点、確認しておきたいというふうに思います。 

 次にお伺いしたいのは、上富良野中学校の予算が

計上されたということで載っております。３７ペー

ジですね。この中では、単価等の物価と資材等の値

上がり等々があって、それに見合う分の補正も含ま

れているかというふうに思いますが、今後こういう

予算が組まれるということになれば、当然工事に当

たっての着工する建設に当たっての経過ですね、ど

ういう計画で進められてきているのかお伺いしま

す。 

 また、備品購入に至っては今回外されております

が、新たに新年度予算の中で購入されるのかなとい

うふうに思いますが、当然、備品等の購入について

は地元のいろいろな活性化のためにも対応できるも

のは購入することも必要かというふうに思いますの

で、これらの点について概要を確認しておきたいと

思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） １１番米沢議員の御質

問、前半の３点について私のほうから概略を説明さ

せていただきます。 

 後藤画伯がお亡くなりになられて、お別れ会のこ

とでもまず御質問をいただきました。基本的には、

無宗教によります献花の方式でそのようなお別れ会

を実施したいと思っておりますので、特に政教分離

等に御心配をいただくことはないのかなというふう

に理解をしてございます。なお、お別れ会につきま

しては、町の名誉町民条例に基づく特別名誉町民と

しての厚遇策として実施するものでは一切ございま

せんので、そのような形で条例に伴った何か厚遇策

で実施するようなものとは全く違いますので、それ

についても御理解をいただきたいというふうに思い

ます。 

 今回、このような開催の経緯に至った経過にあり

ましては、多くの町民の皆様から町のほうにこのた

び特別名誉町民であられた後藤先生がお亡くなりに

なったというようなことで、仮のお葬式につきまし

て地元で密葬で行われております。また、本葬につ

きましても、先生のお寺であります埼玉県のほうで

実施されたということが当初から予定をされており

ましたので、多くの町民の皆様から町のほうにぜひ

先生に直接弔意を申すような、そういう機会をぜひ

町のほうで設定いただけないかというような熱い思

いをたくさん寄せられました。そのようなことか

ら、事業費を計上させていただき、今回、このよう

な事業を実施させていただきたということで、予算

をもって御提案させていただいている内容でござい

ますので、その点についてはぜひ御理解をいただき

たいというふうに思います。 

 また、これまでもいろいろと委員会、全員協議会

等の中でも御議論いただいた中で御心配の向きもた

くさん御意見を寄せられております。そのようなこ

ともありまして、町といたしましては、これまで御

議論を準備の中で御議論もさせていただいておりま

す後藤画伯を囲む会と一緒に発起人会を立ち上げ

て、そのような形をもってこの会を主催をさせてい

ただき、運営をさせていただきたいなというふうに

思っております。 

 あと、もし香典等があった場合というような御心

配の御発言もありましたが、基本的にはその御香料

等については御辞退をさせていただくような形の会

になろうかというふうに思いますけれども、場合に

よってはそのような方は、そういうふうに御持参を

される方もいらっしゃると思います。こちらにつき

ましては、御遺族のほうともこれから御相談をしな

ければならないと思いますが、そのようなことがあ

ればお預かりをして、御遺族のほうにお渡しをする

のが本来の形かなというふうに思っているところで

あります。 

 それから、農政部門の移転に伴います経費という
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中で御質問がありました上富良野支所の施設の使用

料の関係でありますが、こちらにつきましてはこれ

まで町と農協とのほうで事前の話し合いの中で当然

地域の農業者に向けた振興策をお互いに推進体制を

強化しながらやっていこうという中で取り組む事案

でございますので、使用料についてはお互いにその

ようなものはないよというようなことでのお話し合

いを進めてきたところであります。 

 ただ、当然、光熱水費等は職員も行って使うわけ

ですから、それらについては案分をするなりした中

で新年度の予算で光熱水費は計上は必要というふう

に理解をしているところであります。 

 それと、１２０年の記録映像についての御質問で

ありますが、議員の御質問の中でありましたよう

に、ちょうどこの事案、この１２０年に向けては今

年度の７月ぐらいから課長会議を通じて１２０年に

当たって、どういったようなことが今後考えられる

のだろうかというようなことを組織の中で内部協議

をした中で、このちょうど来年の１月から１年かけ

て町の様子等を記録するような事業もいいのではな

いかというような意見の中で、ぜひ実施したいとい

うような中で、今回、ちょうど１２月３１日、１月

１日からと、事業を実施するとなりますと、２８年

度、２９年度にまたがる事業になるということで、

今回予算のお願いをしたこととあわせて、長期間に

わたるということで長期継続契約をもってこのよう

な事業を実施したいというようなことでお願いをし

ているところであります。 

 あと、それに伴います撮影時の単価設定でありま

すが、これにつきましても基本的には専門業者であ

りますところから１回当たりの撮影に当たっての予

備の見積もり等をいただいたところであります。基

本的には撮影に当たっては、カメラマンとそれをサ

ポートする２名体制で１回当たりの撮影が基本的な

体制になるということで、カメラマンの経費とそれ

をサポートするスタッフといいますか、そういう方

たちの経費でおおむねいただいた見積もりの中では

大体８万円から１０万円ぐらいが相場でありました

ので、そのようなものを一定程度、４０回程度を年

間の事業料としておおむね盛り込んでいる、そんな

計画でいるところでございます。 

 私のほうから、以上です。 

○議長（西村昭教君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） １１番米沢議員の６

次化に関する御質問にお答えをさせていただきたい

と思います。 

 当該事業につきましては、今後、正式な申請行為

が行われるということで、詳細については今のとこ

ろしっかりとは把握してはございませんが、現在の

段階では、需用費では約５,８４０万円程度、あと

店舗につきましては、札幌の中心部の南４条西２丁

目のビルのフロアをお借りするということで聞き及

んでおります。 

 また、店舗の規模につきましても、厨房も含め

て、客席含めて、大体１８０平方メートルというこ

とで、基本図みたいのを私のほうでは把握をしてい

るところでございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（北川和宏君） １１番米沢議員の

５点目の上富良野中学校整備に関する２点の質問に

お答えしたいと思います。 

 上富良野中学校の整備につきましては、既にこれ

までも説明したとおり、今年度、文部科学省の当

初、未採択ということで、今回、国の二次補正によ

り採択を受けたということで今回、物価上昇分の費

用、それから人件費単価の上昇分について補正予算

を計上させていただいたところであります。 

 今後の予算執行にかかわります工事の計画でござ

いますが、これから補正予算が通りましたら、再度

積算をしまして、来年の３月までには発注をしてま

いりたいと考えております。年度内完成が見込めな

いことから、今回の補正においても繰越明許費を設

定させていただくものでございます。一応、完成の

見込みにつきましては、改修工事と改築工事がござ

いまして、改修工事につきましては、現在のところ

８月末、９月の末には使用が可能かと思っておりま

す。また、改築工事につきましても、１０月の中頃

完成し、１１月からの使用を目指して計画を組んで

いるところでございます。その後、現在使用してい

る特別教室等の解体工事ということで、最終的には

再来年の１月におおむね工事が終わるのかなという

ことで、今、計画をしているところでございます。 

 次に、物品等の購入の関係の御質問でございます

が、これにつきましても特別教室等の完成等のした

後の納品になるということから、今年度予定してい

たものを減額補正させていただきますが、来年度の

２９年度の予算の中で再度、予算要求をしてまいり

たいと考えているところでございます。購入に当た

りましては、これまで同様、取り扱い可能な町内事

業者を指名により入札執行する予定ということで、

計画しておりますので、御理解をいただきたいと思

います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） お別れの会についてお伺

いいたします。 

 実行委員会形式という形の話がありましたけれど
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も、もう既にこういった実行委員会形式という形で

設定されているのかどうなのか、町民の声もあった

というふうなたくさん要望が寄せられているという

形の声もありましたけれども、それはそうなんだと

いうふうに思いますけれども、なかなか耳に聞こえ

てこないという部分もあるのですが、どういうよう

な実行委員会形式になっているか。もう数名という

形で運営されるような人も決まったのか、その点に

ついてお伺いいたします。 

 これは、特別名誉町民の規定には一切ないわけ

で、そうしますとそれから外れた形の中で今後こう

いうことが起こるということであれば、町長あるい

はその人たちの判断によってやるかやらないか左右

される部分もあるのではないかなというふうに思い

ますが、町民の声があるということでこういう形式

になったという御答弁でありますから、それはそれ

としてそうなのかなというふうに思いますが、しか

しなかなか納得できない部分もありまして、もう既

に何回も申し上げますが、前回のお祝い等々、名誉

町民の称号等々あげたということで完結していると

いうことであれば、改めてこういったところを町

が、恐らくは多額のお金が出るのだろうというふう

に思います。実行委員会形式ということであれば、

そういった各分担というのがあるのかなというふう

に思いますが、その分担というのはどういうふうに

なっているのか、あわせてお伺いしておきたいと思

います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） １１番米沢議員の御質

問にお答えいたしますが、先ほどお答えしましたよ

うに、実行委員会を設けるわけではございません。

町と後藤画伯を囲む会、任意の会でございますが、

そういった町内にグループがございますので、この

方たちとこのお別れ会を実施するに当たる発起人会

を設置をさせていただいて、発起人会の発起人の代

表が町長が務めさせていただくような形で囲む会の

方たちともお話を少しさせていただいたところであ

ります。 

 米沢議員の耳には、多くの町民からは耳には入っ

ていないということでありますが、私たちの耳には

たくさんのそのような声が寄せられたということが

事実であります。 

 それから、特別名誉町民につきましては、議員が 

おっしゃるように、特別名誉町民としての厚遇策に

つきましては、条例に基づくものとして当然、顕彰

額の贈呈とそれに伴う記念品を添えて贈呈をさせて

いただきましたので、それについては議員のおっ

しゃるとおり完結をしているものでございます。お

別れ会につきましては、この条例に基づいて実施し

たりということでは全くございませんで、今、これ

までお話、説明させていただきましたように、多く

の皆さんから多くの声が寄せられた、その声に寄せ

る方法をこの予算でもって対応させていただきたい

ということで、予算の提案をさせていただいている

ということで、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 別に後藤氏を批判してい

るわけでも何でもないので、誤解なさらないよう

に。権威ある方ですし、それなりの社会的貢献をさ

れた方であります。ただ予算のつけ方としてどうな

のかということを一番問いたいので、完結している

のに改めてこういった予算を計上しなくてもいいわ

けで、囲む会ということであれば、その有志の方が

発起人として実施されればいいわけで、費用負担も

恐らく囲む会の代表が町長ですから、そうするとな

かなか政教分離とは違うということをおっしゃるけ

れども、まさにこれは宗教的な祭壇もつくるという

ことですから、装いがあるわけで、そういった意味

では私は自治体が行うという点であれば、全く予算

も白紙に戻して、囲む会の有志という形でやるべき

ですし、その有志の会の負担というのは伴うのです

か。恐らくこれでいくと、全くないのかなというふ

うに思いますが、行政が全く、全面的に受けるとい

うことの内容になったら、お金のやっぱり使い方と

しても問題があるというふうに思いますが、その点

はどうなのでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） １１番米沢議員の御質問

に私のほうからお答えをさせていただきたいという

ふうに思います。 

 今、総務課長が申し上げましたが、国内的に評価

の高い方が亡くなったから今回お別れ会をするので

はなくて、まず上富良野町に多大な貢献のあった方

が亡くなられたということがあって、先日、本葬に

も上富良野町のトップ、そして議会のトップも含

め、埼玉県にお参りにいった経過であります。 

 今、総務課長も言いましたように、多くの町民の

方々がそこに、本葬にお参りにいくことができない

ということもあって、多くの皆さんから要望もいた

だいたところであります。 

 政教分離のお話もありましたが、今さらここで言

うことはありませんが、自治体が政教分離を定めら

れているのは、特定の宗教、特定の宗教活動に従事

をしない、一定の区切りをしなさいというのがその

趣旨でありますので、今、申し上げました上富良野

町に多大な貢献のあった方のお別れという形で、こ

の度、無宗教で行うこと、それとあわせて上富良野

町の経費を上富良野町がそれを負担するという内容 
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でありますので、条例に基づいたものではないとい

うこと、これまでも御議論ありましたが、そのよう

なことあわせて、上富良野町とその後藤先生に縁の

深い、そういう会の皆様もおられますので、そうい

う方と共々共同開催をさせていただくという内容で

ありますことを、まずもって御理解をいただきたい

というふうに思います。 

○議長（西村昭教君） ほかに質問ございません

か。 

 ５番今村辰義君。 

○５番（今村辰義君） 今の関連ですけれども、特

別名誉町民、名誉町民条例に基づいていないという

話ですけれども、きょうの説明にも特別名誉町民

だったと言いましたよ。最初の補正予算の概要の９

番目で説明するときに。あと、我々がもらっている

説明資料でも、特別名誉町民とうたっていますよ

ね。 

 ということは、何を言いたいかというと、やっぱ

り特別名誉町民条例に抵触しているのではないか

と。当然、特別名誉町民だから、そこにフィード

バックするのですよ。第５条に。第５条は、顕彰額

と記念品しか渡せないでしょう。だから、そこに

フィードバックしてしまうのですよ、後藤画伯は特

別名誉町民だから。だから、できない。ただ、第４

条では、名誉町民はできるとうたっているわけ。特

別名誉町民はできないのだったら、後藤画伯も名誉

町民にすればよかった。それだったら問題はない。

だから私はやはり、条例に抵触しているのではない

かという疑問なのですけれども、そこの見解をもう

一度お聞きしたい。 

 同僚議員も言いましたけれども、この送る会をす

るという趣旨は大賛成なのですよ。ただ、議員とし

て、あるいは人間として、やはり日本国は法治国家

ではないですか。あなた方も法律だとか条例に基づ

いて行動しているはずですよ。我々もまたそうだ

し、それをチェックしなければいけない。だから、

抵触しているかどうか、なぜしていないのかという

のは、それもまだいまいちよくわかりません。 

 それと、２番目。では、条例に基づいてやらない

のだったら、根拠は何だということです。どういう

根拠でやるの。委員会とかの説明を訂正しないので

あれば、委員会のときなんかはこう言いましたよ

ね。禁止条例ではない。条例のことを言っているの

です。禁止条例ではないからできるのだ。書いてい

ないからできるのだ。まず、あの言葉は訂正するの

かどうか。 

 そういうことはだめなのですよ。法治国家という

のは、法律に基づいて、条例に基づいて、やっぱり

やらなければいけないと私は思いますよ。饒舌で判

断すると、大変なことになりますよ。民主主義を破

壊するとか、そういう考えは毛頭ないのもわかりま

すけれども、やはり規則とかそういったものにのっ

とってやらないと、一つだけはいい、今後はこうい

うことはしないとか、そのような話ではないのです

よ。しっかりしたやっぱり根拠を持ってやっていく

必要があると思いますよ。まず、そういったところ

がちょっと疑問だった。 

 あとは、私はもともとこれをやる趣旨は賛成で、

実行する手段が間違っていると思いますので、やは

り新しい条例というのですか、これをつくるのが一

番いいと思うのです。名誉町民条例を改正するより

も、時限立法的な、後藤画伯だけに通じる、公金を

使用できる条例をつくってやるべきだと思います

が、ここの見解もお聞きしたいというふうに思いま

す。 

 また、全員協議会で説明した事項以降、議長がい

て調整されたと思うのですけれども、主催から共催

にかえるとかいろいろありましたよね。そういった

全員協議会後、説明した以降で変えたことがあれば

我々もお聞きしたいというふうに思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） ５番今村議員の御質問に

私のほうからお答えをさせていただきます。 

 この間、各委員会、そして全員協議会等の御議論

の中でもありました。私ども、その思いを十分御説

明をさせていただいたところであります。 

 今村議員のおっしゃるような条例違反をいう認識

はございませんので、そういう背景の中でこの補正

予算が成り立っているという私どもの認識でござい

ます。条例違反、法令違反に基づく予算執行はあり

ませんので、そのようなことを御理解をいただきた

いというふうに思います。 

 今、今村議員がおっしゃったようなその決して条

例に基づかない、禁止条例ではないという意味合い

ではなくて、一人間として、そういう上富良野町に

多大な貢献があったから、そういうことでお別れ会

を実施をするという内容でありますから、ぜひご理

解を賜りたいというふうに思います。 

○議長（西村昭教君） ５番今村辰義君。 

○５番（今村辰義君） 思いは同じで、言っている

ことは同じ。私は、しっかり根拠をつくってやって

いただきたいと言っている。本当にないですよ、こ

れ。特別名誉町民と説明するのであれば、上富良野

町名誉町民条例に帰ってくるのですよ。第５条に帰

る。第４条は、名誉町民として第３項に葬儀ができ

るようにうたっているのですよ。第１項から第５項

までだって、しっかり言い切っているではないです

か。あれはポジティブ条例、やれることだけしっか
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り書いているわけです。第４条でやれることだけ

しっかり書いていて、第５条がやれないこともやれ

るわけがない。だから、第５条も、先ほどから言っ

ているように、顕彰額と記念品等しか贈れない。条

例に基づかないと言っていますけれども、上富良野

町特別名誉町民というふうに言うのであれば、仕方

なくあの条例に帰ってしますと、第５条に。根拠が

何かといったら、あれしかないのですよ。特別名誉

町民のやつは。私はそう思いますよ。だから、やり

たいから、趣旨は同じなのですよ。やりたいという

目的は同じなのです。行おうとする手段が条例に抵

触するのではないか、あるいは根拠はないのではな

いかと申し上げている。だから、この際、しっかり

新たな、後藤画伯にだけ通じる特別措置条例みたい

な、時限立法的なものをつくるのも私はベストだと

思う。もちろん名誉町民条例を改正するという案も

あろうかと思いますけれども、何もしないでやると

いうのはちょっと私の今まで生きてきた生き様に対

して引っかかってしまうのですね。やっぱり規則に

基づいてしっかりやらない、規則、そのように条

例、法令がありますよね、法律が。それがやらない

と私は絶対引っかかるかなというふうにどうしよう

もなく思う。 

 我々に不義を課そうとしているのですか、この補

正予算１０号を通そうとして。今回、いろいろな大

事なものがいっぱいあるではないですか。これも通

さなければいけない。これだけをもってだめだから

と反対しないだろうというふうに、議員はイエスマ

ンではないのですよ。我々だっていろいろな意見を

持っているわけです。議員を罵倒だとかないがしろ

にしてはいかん。我々は我々の考え方で行動しなけ

ればいけない。議員としての資質を問われるのです

よ、これは。なぜ、何でも一緒くたに抱き合わせて

この案を出してくるのか、議案を。私は本当、ここ

に非常に憤慨を感じている。条例を使わないという

ところをもう一度確認したいのと、私はフィード

バックすると思いますよ、絶対、第５条に。そし

て、それやらないのであったら、公金を使う根拠は

何なんだという話。私は、宗教的な話はさっきから

１回もしていないですよ。私の人間というのは保守

なのですよ。公金を使ってもいいですよ。そういう

ものは。私は条例に抵触しているからだめだと言っ

ている。そこをもう一度お聞きしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） ５番今村議員の再度の御

質問にお答えをさせていただきます。 

 繰り返しの回答で申しわけございませんが、まず

条例違反の認識は全くございませんで、議員と見解

の相違かなというふうに思います。 

 あと、当然にして、補正予算という形で議案を提

出をさせていただいておりますので、私どもがそれ

ぞれの議員の御判断に私どもが申す立場にございま

せんので、それぞれの議員の立場で御判断いただく

ことは当然かというふうに思います。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 質問はありますか。 

 ほかに質問ございませんか。 

 暫時休憩して、再開は午後１時といたします。議

員の方は控え室に集まってください。 

────────────────── 

午前１１時３８分 休憩 

午後 １時００分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 午前中の議案について続行いたします。 

 今村議員、もう一度再質問できますけれども、あ

りませんか。よろしいですか。 

 ほかに。 

 １３番村上和子君。 

○１３番（村上和子君） 関連ですが、お別れの会

の１４ページのところでございます。 

 名誉町民の条例には、第７条に町葬を行うとあり

まして、遺族負担が伴う範囲で経費は遺族が負担す

る云々とあります。ところが、特別名誉町民には町

葬はしないということでありますので、条例に貢献

度を鑑みて町長が認める者については、町葬でなく

ても、こういった形のお別れ会などを行うなどの追

加をされた条例改正を考えていただけたらと思いま

す。 

 それと、この間の全員協議会で議長が我々の代表

で町長に申し入れをさせてもらったと思うのです

が、それらの検討はどのようにされたのか、ちょっ

とお伺いしたいと思います。皆さんがすっきりした

形で私たちはやりたいと思っているわけでございま

す。それらについてちょっと御答弁お願いしたいと

思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） １３番村上議員の御質問

に私のほうからお答えをさせていただきたいと思い

ます。 

 午前中の御議論の中でも申し上げましたように、

名誉町民条例の改訂をいたしましたが、そこに基づ

く特別名誉町民のその称号に、その条例に基づかな

いいわゆるそのお別れ会を開催する経費について、

町長としてその地方自治法に基づいて提案するこの

行為を今回させていただきたと。議会においては、

地方自治法９６条の規定に基づいて議会で議決をい
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ただきたいという思いで補正予算を調整した内容で

ありますことから、条例に基づくものではないとい

うことで御理解をいただきたいと思います。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １３番村上議員の御質問に

私からもお答えさせていただきますけれども、条例

云々についての御意見もございましたけれども、

私、全員協議会でも申し上げたと思いますが、広く

町民の中から町を上げて、あるいは町民みんなが気

持ちを示す事象は今後も起き得ることでありますの

で、そういった意味で、広い意味で今回のことも理

解しておりますので、今、議員から御意見あったよ

うなところへ結びつけて組み立てていないというこ

とを御理解いただきたいことと、議長と意見交換を

させていただきましたことについては、これは議会

のことでございます。私がコメントする立場ではご

ざいません。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。よろ

しいですか。再質問ございませんか。 

 １３番村上和子君。 

○１３番（村上和子君） ちょっと今、町長、答弁

いただいたのですけれども、町長が考えてくださ

る、検討されるというような内容のものになってき

ていなかったかなというように思うのですが、そこ

ら辺はいかがですか。 

○議長（西村昭教君） 暫時休憩します。 

────────────────── 

午後 １時０５分 休憩 

午後 １時０６分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 村上議員、今の質問です

が、先ほど、町長も副町長も言ったのですけれど

も、今の名誉町民条例にこだわって提案しているの

ではないということで、これは全員協議会のときに

も申し上げているとおりでありますので、今、それ

をその条例にかかわるということになりますと、か

み合わなくなりますので、そこら辺のところは御理

解いただきたいと思います。よろしいですね。 

 ほかに質問ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これで質疑を終

了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１号を採決いたし

ます。 

 起立採決といたします。 

 本件に賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（西村昭教君） 起立多数であります。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１３ 議案第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第１３ 議案第２号平

成２８年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予

算(第４号)を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） ただいま上程いた

だきました議案第２号平成２８年度上富良野町国民

健康保険特別会計補正予算（第４号）につきまし

て、議案の要旨を御説明申し上げます。 

 歳入につきまして、１点目は、退職者療養給付費

の減に伴う療養給付費等交付金の減について、減額

補正するものです。 

 ２点目は、平成２８年度の前期高齢者交付金、保

険基盤安定負担金及び財政安定化支援事業等の確定

により、所要の補正をするものであります。 

 次に、歳出につきまして、１点目は、一般分の療

養費及び高額療養費の支出増、退職分の療養給付費

の減に伴い、保険給付について減額補正するもので

あります。 

 ２点目は、２８年度後期高齢者支援金、前期高齢

者納付金、介護納付金及び平成２７年度療養給付費

負担金、特定健康診査負担金の確定に伴い、所要の

補正をするものであり、その収支の差額について

は、予備費を充当するものであります。 

 それでは、以下、議案の説明につきまして、議決

項目の部分のみを説明し、予算の事項別明細書につ

きましては、省略させていただきますので、御了承

願います。 

 議案第２号平成２８年度上富良野町国民健康保険

特別会計補正予算（第４号）。 

 平成２８年度上富良野町の国民健康保険特別会計

の補正予算（第４号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ１,８１７万２,０００円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１５億７,８５５万７,０

００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 
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 ３款療養給付費交付金２,２１９万７,０００円の

減。 

 ４款前期高齢者交付金４５万円。 

 ８款繰入金３５７万５,０００円。 

 歳入の合計は１,８１７万２,０００円の減であり

ます。 

 ２、歳出。 

 ２款保険給付費１,７３３万７,０００円の減。 

 ３款後期高齢者支援金等５４万７,０００円の

減。 

 ４款前期高齢者納付金等１,０００円。 

 ５款介護納付金２８万９,０００円の減。 

 １０款諸支出金２４２万５,０００円。 

 １１款予備費２４２万５,０００円の減。 

 歳出の合計は１,８１７万２,０００円の減であり

ます。 

 以上で、議案第２号平成２８年度上富良野町国民

健康保険特別会計補正予算（第４号）の説明といた

します。御審議賜りまして、御議決くださいますよ

うお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第２号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１４ 議案第３号 

○議長（西村昭教君） 日程第１４ 議案第３号平

成２８年度上富良野町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第２号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） ただいま上程いた

だきました議案第３号平成２８年度上富良野町後期

高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につきまし

て、提案の要旨を御説明申し上げます。 

 歳入につきましては、平成２７年度後期高齢者医

療保険広域連合事務費繰入金の確定に伴う精算並び

に平成２８年度後期高齢者医療保険基盤安定繰入金

が確定したことから、補正をするものであります。 

 歳出につきましては、歳入補正をしました相当額

について、広域連合納付金について補正をするもの

であります。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては、議

決項目の部分のみを説明し、予算の事項別明細書に

つきましては、省略させていただきますので、御了

承願います。 

 議案第３号平成２８年度上富良野町後期高齢者医

療特別会計補正予算（第２号）。 

 平成２８年度上富良野町の後期高齢者医療特別会

計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ２９７万２,０００円を減額し、歳入歳出予算総

額を歳入歳出それぞれ１億３,２０１万９,０００円

とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ３款繰入金２９７万２,０００円の減。 

 歳入の合計は２９７万２,０００円の減でありま

す。 

 ２、歳出。 

 ２款広域連合納付金２９７万２,０００円の減。 

 歳出の合計は２９７万２,０００円の減でありま

す。 

 以上で、議案第３号平成２８年度上富良野町後期

高齢者医療特別会計補正予算（第２号）の説明とい

たします。御審議賜りまして、御議決くださいます

ようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第３号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 
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◎日程第１５ 議案第４号 

○議長（西村昭教君） 日程第１５ 議案第４号平

成２８年度上富良野町介護保険特別会計補正予算

（第４号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（北川徳幸君） ただいま上程いた

だきました議案第４号平成２８年度上富良野町介護

保険特別会計補正予算（第４号）の提案の要旨につ

いて御説明申し上げます。 

 補正の内容につきましては、利用実績見込みに伴

います介護給付費の増及び要支援認定者の増に伴い

ます介護予防支援委託費の増額が主な内容でありま

す。なお、これらの財源につきましては、予備費を

充当して予算調整させていただいたところでござい

ます。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては、議

決項目のみを説明し、予算の事項別明細書につきま

しては、省略させていただきますので、御了承願い

ます。 

 議案第４号平成２８年度上富良野町介護保険特別

会計補正予算（第４号）。 

 平成２８年度上富良野町の介護保険特別会計の補

正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳出。 

 ２款保険給付費１６０万円。 

 ３款地域支援事業費１１万２,０００円。 

 ７款予備費１７１万２,０００円の減。 

 歳出合計０円です。 

 以上で、議案第４号平成２８年度上富良野町介護

保険特別会計補正予算（第４号）の説明といたしま

す。御審議いただきまして、御議決くださいますよ

うお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第４号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１６ 議案第５号 

○議長（西村昭教君） 日程第１６ 議案第５号平

成２８年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会

計補正予算（第５号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ラベンダーハイツ所長。 

○ラベンダーハイツ所長（大石輝男君） ただいま

上程いただきました議案第５号平成２８年度上富良

野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第５

号）につきまして、提案の要旨を御説明申し上げま

す。 

 歳入におきまして、１点目は、社会福祉法人等に

よる業者負担軽減分に係る実績見込みにより、サー

ビス収入の減並びに一般会計繰入金の増の補正を行

うものであります。 

 ２点目は、寄附採納分１件３万円による補正であ

ります。 

 ３点目は、現在、中間浴施設にふぐあいが生じて

いることから、特定防衛施設周辺整備調整交付金を

活用し、中間浴の整備を行い、事業実施に伴う調整

交付金及び一般財源分の増額補正であります。 

 歳出におきまして、１点目は、中間浴設備の整備

に係る増額補正であります。 

 ２点目は、寄附採納分１件３万円分を購入費に充

当し、それらに生じた一般財源を予備費に充当する

ものであります。 

 以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま

す。 

 議案第５号平成２８年度上富良野町ラベンダーハ

イツ事業特別会計補正予算（第５号）。 

 平成２８年度上富良野町のラベンダーハイツ事業

特別会計の補正予算（第５号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

１,４８７万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ３億２,３１２万６,０００円とす

る。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の
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み申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 １款サービス収入７２万円の減。 

 ４款繰入金４３５万２,０００円。 

 ８款国庫支出金１,１２３万８,０００円。 

 歳入補正額の合計は１,４８７万円でございま

す。 

 ２、歳出。 

 ２款サービス事業費１,４８４万円。 

 ５款予備費３万円。 

 歳出補正額の合計は１,４８７万円でございま

す。 

 これをもちまして、議案第５号平成２８年度上富

良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第

５号）の説明といたします。御審議いただきまし

て、議決くださいますよう、よろしくお願い申し上

げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第５号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１７ 議案第６号 

○議長（西村昭教君） 日程第１７ 議案第６号平

成２８年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予

算（第２号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（佐藤 清君） ただいま上程いた

だきました議案第６号平成２８年度上富良野町簡易

水道事業特別会計補正予算（第２号）につきまし

て、補正の要旨を御説明いたします。 

 まず、歳入におきましては、１点目は、一般会計

繰入金の減と、２点目は、諸収入の工事確定に伴い

ます水道管移設工事補償費の減と、３点目は、町債

の事業費確定によります起債借入額の減でありま

す。 

 次に、歳出におきましては、事業費の確定により

ます７項目の増減があります。 

 内訳は、１点目は、役務費の量水器取りつけ手数

料の精査によります増と、２点目は、検針委託料確

定によります減と、３点目は、使用料及び賃借料確

定によります減と、４点目は、公課費の消費税確定

によります減と、５点目は、工事請負費の事業確定

によります減と、６点目は、備品購入費確定により

ます減と、７点目は、償還金利子の確定によります

減となり、歳入歳出同額を減額補正するものであり

ます。 

 以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき

ます。 

 なお、事項別明細書につきましては、さきに御高

覧いただいていることから、説明を割愛させていた

だきます。 

 議案第６号平成２８年度上富良野町簡易水道事業

特別会計補正予算（第２号）。 

 平成２８年度上富良野町の簡易水道事業特別会計

の補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ５０９万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ１億５７３万４,０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正）。 

 第２条地方債の変更は、「第２表 地方債補正」

による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 以下、款ごとの補正額のみを申し上げます。 

 １、歳入。 

 ２款繰入金３１万７,０００円の減。 

 ４款諸収入２２７万３,０００円の減。 

 ５款町債２５０万円の減。 

 歳入合計５０９万円の減額となるものです。 

 ２、歳出。 

 １款衛生費５０１万６,０００円の減。 

 ２款公債費７万４,０００円の減。 

 歳出合計５０９万円の減額となるものです。 

 第２表、地方債補正。 

 起債の目的。 

 簡易水道事業、限度額補正前５,０００万円、補

正後４,７５０万円。２５０万円の減額となるもの

です。 

 以上、議決項目のみについて御説明申し上げまし

た。御審議いただきまして、議決賜りますようお願

い申し上げます。 
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○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第６号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１８ 議案第７号 

○議長（西村昭教君） 日程第１８ 議案第７号平

成２８年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正

予算（第３号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（佐藤 清君） ただいま上程いた

だきました議案第７号平成２８年度上富良野町公共

下水道事業特別会計補正予算（第３号）につきまし

て、補正の要旨を御説明いたします。 

 歳入につきましては、１点目は、事業費確定に伴

います社会資本整備総合交付金の減と、２点目は、

歳出の減に伴います一般会計繰入金の減と、３点目

は、事業費確定に伴います下水道事業債一般分の減

であります。 

 次に、歳出につきましては、下水道管理費及び事

業費の減でありますが、１点目は、経営戦略事業費

確定に伴います委託料の減と、２点目に消費税確定

に伴います公課費の増と、３点目に施設修理箇所の

増によります需用費の増と、４点目に施設維持管理

業務費確定に伴います委託料の減と、５点目に社会

資本整備総合交付金事業確定によります建設事業費

委託料の減と、６点目に事業費精査に伴います公債

費の財源組み替えとなり、歳入歳出それぞれ同額を

減額補正するものです。 

 以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき

ます。 

 なお、事項別明細書につきましては、さきに御高

覧いただいていることから、説明を割愛させていた

だきます。 

 議案第７号平成２８年度上富良野町公共下水道事

業特別会計補正予算（第３号）。 

 平成２８年度上富良野町の公共下水道事業特別会

計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ１,４４６万４,０００円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ３億９,８９１万２,００

０円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正）。 

 第２条地方債の変更は、「第２表 地方債補正」

による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 以下、款ごとの補正額のみを申し上げます。 

 １、歳入。 

 ３款国庫支出金６８３万３,０００円の減。 

 ４款繰入金７３万１,０００円の減。 

 ７款町債６９０万円の減。 

 歳入合計１,４４６万４,０００円の減となるもの

です。 

 ２、歳出。 

 １款下水道事業費１,４４６万４,０００円の減。 

 歳出合計１,４４６万４,０００円の減となるもの

です。 

 第２表、地方債補正。 

 １、変更。 

 起債の目的。 

 公共下水道事業、一般分。 

 補正前２,３００万円、補正後１,６１０万円。６

９０万円の減額となるものです。 

 以上、議決項目のみについて御説明申し上げまし

た。御審議いただきまして、議決賜りますようお願

い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第７号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１９ 議案第１６号 

○議長（西村昭教君） 日程第１９ 議案第１６号
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普通河川清富開拓の沢川災害復旧工事(２８災第３

４号)請負契約の締結についてを議題といたしま

す。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（佐藤 清君） ただいま上程いた

だきました議案第１６号普通河川清富開拓の沢川災

害復旧工事（２８災第３４号）請負契約の締結につ

きまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 本工事は、７月３１日に起きました集中豪雨によ

り、普通河川清富開拓の沢川の土場築堤崩壊や河床

洗掘などの被害を受け、去る１２月１２日に公共土

木施設災害復旧工事現場査定を受け、事業決定とな

り諸手続が完了したことから、復旧工事を行うもの

であります。 

 工事内容につきましては、復旧延長３９８メート

ルで、かごマット工法による復旧を行うものであり

ます。 

 入札に当たりましては、町内業者５社を指名いた

しまして、去る１２月９日に入札を行った結果、株

式会社アラタ工業が４,９５０万円で落札し、消費

税を加算いたしまして、本議案の５,３４６万円と

なっております。参考までに、２番札は、高橋建設

株式会社の４,９９０万円でした。 

 以下、議案を朗読し、提案理由の説明にかえさせ

ていただきます。 

 議案第１６号普通河川清富開拓の沢川災害復旧工

事（２８災第３４号）請負契約の締結について。 

 普通河川清富開拓の沢川災害復旧工事（２８災第

３４号）の請負契約を次により締結するため、議会

の議決に付すべき契約及び財産の取得、または処分

に関する条例第２条の規定により議会の議決を求め

る。 

 記。 

 １、契約の目的。 

 普通河川清富開拓の沢川災害復旧工事（２８災第

３４号）。 

 ２、契約の方法。 

 指名競争入札による。 

 ３、契約金額。 

 ５,３４６万円。 

 ４、契約の相手方。 

 北海道空知郡上富良野町北町２丁目、株式会社ア

ラタ工業。代表取締役、荒田陽史。 

 ５、工期。 

 契約の日から平成２９年３月３１日。 

 以上、説明を終わります。 

 御審議賜りまして、議決くださいますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第１６号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２０ 議案第１７号 

○議長（西村昭教君） 日程第２０ 議案第１７号 

財産の取得について(上富良野町中学校教育用コン

ピュータ購入)を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 教育振興課長。 

○教育振興課長（北川和宏君） ただいま上程いた

だきました議案第１７号財産の取得についてにつき

まして、提案の要旨を御説明申し上げます。 

 上富良野中学校で使用している現在の教育用コン

ピュータは、平成１９年度に整備され９年が経過

し、基本ソフトのサポート期間も終了していること

から機器を更新し、情報教育の充実を図るものであ

ります。 

 機器の更新については、特定防衛施設周辺整備調

整交付金事業により、パソコン４１台、タブレット

１４台及びプリンター等周辺機器を整備するもので

あります。事業の実施に当たりましては、学校ネッ

トワーク設定等の実績のある５社を指名し、１２月

９日実施した入札の結果、株式会社コンピュー

ター・ビジネスが８７７万円で落札し、契約額は消

費税を加えた本議案の９４７万１,６００円となっ

たところであります。参考までに、２番札は、株式

会社ゆあさの９９５万円であります。 

 以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。 

 議案第１７号財産の取得について、上富良野中学

校教育用コンピュータを次により取得するため、議

会の議決に付すべき契約及び財産の取得、または処

分に関する条例第３条の規定により、議会の議決を

求める。 

 記。 

 １、取得の目的。 

 上富良野中学校教育用コンピュータ。 

 ２、取得の方法。 

 指名競争入札による。 
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 ３、取得の金額。 

 ９４７万１,６００円。 

 ４、取得の相手方。 

 旭川市緑が丘東１条４丁目２番１４号。株式会社

コンピューター・ビジネス。代表取締役社長、阿久

津秀人。 

 ５、納期。 

 平成２９年３月３１日。 

 以上で、議案第１７号財産の取得についての説明

といたします。御審議いただきまして、御議決くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第１７号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２１ 議案第１２号 

○議長（西村昭教君） 日程第２１ 平成２８年度

第３回定例会で総務産建常任委員会に付託しました

議案第１２号上富良野町債権管理条例を議題といた

します。本件に関し、総務産建常任委員会委員長の

報告を求めます。 

 総務産建常任委員会委員長、中澤良隆君。 

○総務産建常任委員長（中澤良隆君） ただいま上

程されました議案第１２号の件につきまして、報告

させていただきます。 

 総務産建常任委員会付託事件審査報告書。 

 本委員会に付託された事件について、審査の結

果、次のとおり決定したので、会議規則第７７条の

規定により報告する。 

 平成２８年１２月１３日。 

 上富良野町議会議長、西村昭教様。 

 総務産建常任委員長、中澤良隆。 

 記。 

 事件名。 

 債権管理条例。 

 １、審査の内容と経過。 

 平成２８年９月１３日開会の平成２８年第３回上

富良野町議会定例会に提案された議案第１２号上富

良野町債権管理条例は、９月１４日付で本委員会に

付託された。その後、平成２８年９月２１日及び１

１月８日、１４日、２４日の４日間にわたり、本委

員会を開催し、関係職員の説明を求めながら慎重に

審議を進めた。 

 審議に当たっては、条例案の内容確認のための質

疑や意見交換を行い、特に町民に対する条例内容の

周知、また納税環境の整備方針、減免の取り扱いな

どに関して質疑を行った。 

 その結果については、１２月８日開催の全員協議

会において報告したとおりである。 

 採決を行った結果、議案第１２号については、必

要かつ適正と認め、原案のとおり可決すべきものと

決定した。 

 なお、条例の施行に当たっては、理事者におい

て、「２付託意見」を尊重するよう望むものであ

る。 

 ２、付託意見。 

 条例の制定及び施行に当たっては、町民に条例の

内容を丁寧に説明し理解を深めること、納税手段に

ついてさらなる検討を加え、納税環境の整備を図る

こと、また、減免のその他の減免事案を実施した際

は、議会に情報提供されたい。 

 以上、報告といたします。 

○議長（西村昭教君） これから、委員長報告に対

する質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑なしと認めます。 

 これで、委員長報告に対する質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 私、上富良野町債権条例

に反対の立場から討論いたします。 

 まず、町は条例制定の理由として、経済不況と就

業環境の悪化の中で各種徴収金について納めたくて

も納められない生活困窮者の納税もふえていると

いって、また一方で、納税者意識の低い悪質な納税

者が見られると述べています。納期内納税者との公

平を欠くものだということを述べています。 

 私は、悪質な納税者にしっかりと対処をすべきと

考えます。当然であります。町の税収の状況を見て

みますと、平成２６年度市町村税の概要では９８.

９％、全道１２位という状況になっています。ま

た、現年度課税分では９９.８％、全道５位とある

ように、決して税の収納率が低いといえない状況に

あります。 

 また同時に、一括納付が困難な納税者について

は、分納誓約書等により納付してもらうなど、職員

の努力もあり、改善に至っているというのが現状で

あります。 
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 しかし、町の報告書の中には、滞納者の中には、

年金受給者や低所得者層が多いと記されています。

悪質な納税者とされるのは、限られた方ではないで

しょうか。町の財政運営の厳しさを挙げています

が、それはまた同時に外的要因もあるのではないで

しょうか。 

 例えば、交付税率の見直しや就労環境の悪化、商

工業、農業など、産業の伸び悩みという状況の中に

おいて、町においても長引く景気悪化で町民の暮ら

し、税収がなかなかふえないという状況が見られ、

ますます深刻になるというのが実態ではないでしょ

うか。 

 また同時に、町においても高齢化の進行で、入所

施設の負担、また消費税率の負担など、生活に困窮

する世帯もふえてきているのも実態であります。国

税、徴税が納期までに納められなくなることは、特

別な世帯ではなく、誰でもが起こり得るというのが

今の実態ではないかと考えます。 

 そういう意味では、債権管理条例を制定すれば、

収納対策がそれで完結するというものではありませ

ん。さらに収納にかかわる管理が一層求められ、強

化されることは明らかであります。税の収納強化

に、また同時に拍車がかかると同時に悪質なを理由

にして、さらに税収、収納が強化される懸念があり

ます。現行制度の中で生かすべきです。税金を徴収

する行政は、納税の義務だけを強調するのではな

く、町民の暮らしの実態を丁寧に聞き取り、分割納

入や徴収の猶予など、納税の緩和措置制度を運用し

て、納税者に温かい対応が求められるものと考え、

私は今条例に反対の討論といたします。 

○議長（西村昭教君） 次に、原案に賛成の者の発

言を許します。 

 １２番中瀬実君。 

○１２番（中瀬 実君） 私は上富良野町債権管理

条例の制定について賛成の立場から討論をさせてい

ただきます。 

 上富良野町の自主、自立を進める上で、自主財源

の安定的確保は必要不可欠であります。とりわけ町

税は自主財源の根幹をなし、健全財政を維持する上

で極めて重要であります。また、税以外の債権にお

いても同様であると考えます。その上で私が賛成を

する主な理由を申し上げたいと思います。 

 本条例は、町の債権管理に関する事務の手続につ

いて今まで統一的に規定された条例がなかったの

を、今条例で債権管理に関する規定の趣旨を再度確

認し、徹底することにより、適正な債権管理を図る

ことを目指したものであると思われます。 

 次に、支払い能力がありながら支払わない場合に

は、強い態度で臨むのは当然であります。問題なの

は、生活困窮者に対する対応であります。 

 また、病気、災害などの不慮の事態に納税がどう

しても困窮な方たちに対する一定の配慮、きめ細や

かな納付相談が必要であります。これらの対応につ

いても条例の中で十分規定されると考えられます。 

 また、回収が困難となった債権の取り扱いについ

て放棄できる基準が明示されており、業務の簡素化

にもつながるものと期待するところであります。 

 債権管理条例の制定は、町民の負担の公平性の確

保、健全財政の維持の面から必要な条例であると考

え、本条例の制定には賛成するものであります。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） ほかに討論ございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 これから、日程第２１ 議案第１２号について、

起立採決をいたします。 

 本件に対する委員長報告は、原案可決でありま

す。委員長の報告のとおり決することに賛成の方の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（西村昭教君） 起立多数であります。 

 よって、本件は委員長報告のとおり、原案可決と

なります。 

────────────────── 

◎日程第２２ 認定第１号及び 

 ◎日程第２３ 認定第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第２２ 認定第１号平

成２８年第３回定例会で付託されました議案第１１

号平成２７年度上富良野町各会計歳入歳出決算の認

定について、日程第２３ 認定第２号平成２８年第

３回定例会で付託されました議案第１０号平成２７

年度上富良野町企業会計決算の認定についてを一括

して議題といたします。 

 本件に関し、決算特別委員長の報告を求めます。 

 決算特別委員長、村上和子君。 

○決算特別委員長（村上和子君） ただいま上程さ

れました認定第１号、第２号、朗読をもって説明に

かえさせていただきます。 

 決算特別委員会審査報告書。 

 平成２８年第３回定例会において、本委員会に付

託された下記案件を審査した結果、次の意見を付

し、認定すべきものと決定したので、会議規則第７

７条の規定により報告する。 

 平成２８年１０月５日。 

 上富良野町議会議長、西村昭教様。 
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 決算特別委員長、村上和子。 

 付託、事件名、議案第１１号平成２７年度上富良

野町各会計歳入歳出決算の認定について。議案第１

０号平成２７年度上富良野町企業会計決算の認定に

ついて。 

 １、審査の経過。 

 本委員会は、平成２８年１０月３日、４日、５日

の３日間開催し、正・副委員長を選出後、委員会を

公開とし、直ちに２分科会による書類審査を行い、

全体による質疑応答を行った上、各分科会から審査

意見を求め、これをもとに全体で審査意見書を作成

し、理事者の所信をただし表決をした。 

 ２、決定。 

 慎重に審査した結果、本決算は次の意見を付し、

原案のとおり認定するものとした。 

 特に、委員会で発言された質問並びに別記、平成

２８年度（平成２７年度会計）上富良野町決算特別

委員会審査意見書については、今後の予算編成と町

政運営に反映されたい。 

 また、監査委員の審査意見はいずれも的確な判断

によると認められ、指摘事項については、早急に改

善または対応して、予算執行に当たられたい。 

 次のページの平成２８年度（平成２７年度会計）

上富良野町決算特別委員会審査意見書は、御高覧を

いただいたものと省略させていただきます。 

 御審議賜りまして、認定いただきますよう、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、決算特別委

員長の報告を終わります。 

 これより、採決を行います。 

 最初に、認定第１号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第１１号平成２７年度上富良野町各会計歳入

歳出決算の認定についてに対する委員長の報告は、

意見を付し、認定すべきとするものであります。 

 本決算は、委員長の報告のとおり認定することに

御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、委員長の報告のとおり認定する

ことに決しました。 

 次に、認定第２号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第１０号平成２７年度上富良野町企業会計決

算の認定についてに対する委員長の報告は、意見を

付し、認定すべきをするものであります。 

 本決算は、委員長の報告のとおり認定することに

御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、委員長の報告のとおり認定する

ことに決しました。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告             

○議長（西村昭教君） 以上で、本日の日程は、全

部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 明日の予定につき、事務局次長より報告いたさせ

ます。 

 事務局次長。 

○事務局次長（岩﨑昌治君） 御報告申し上げま

す。 

 あす１２月１４日は、本定例会の２日目で、開会

は午前９時でございます。定刻までに御参集賜りま

すようお願い申し上げます。 

 以上であります。 

午後 １時５６分 散会 
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○議事日程（第２号） 

第 １ 会議録署名議員の指名について 
追加日程    第 １ 議案第１８号 平成２８年度上富良野町一般会計補正予算(第１１号) 
追加日程    第 ２ 町の一般行政について質問 

─────────────────────────────────────────────── 

○出席議員（１４名） 

      １番  中 澤 良 隆 君      ２番  岡 本 康 裕 君 

      ３番  佐 川 典 子 君      ４番  長谷川 徳 行 君 

      ５番  今 村 辰 義 君      ６番  金 子 益 三 君 

      ７番  北 條 隆 男 君      ８番  竹 山 正 一 君 

      ９番  荒 生 博 一 君     １０番  髙 松 克 年 君 

     １１番  米 沢 義 英 君     １２番  中 瀬   実 君 

     １３番  村 上 和 子 君     １４番  西 村 昭 教 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○欠席議員（０名） 

─────────────────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名 

 町 長         向 山 富 夫 君     副 町 長         田 中 利 幸 君          

 教 育 長         服 部 久 和 君     代表監査委員         米 田 末 範 君 

 農業委員会会長  青 地   修 君     会 計 管 理 者         藤 田 敏 明 君          

 総 務 課 長         石 田 昭 彦 君     産業振興課長         辻     剛 君 

 保健福祉課長         北 川 和 宏 君              健康づくり担当課長         杉 原 直 美 君 

 町民生活課長         鈴 木 真 弓 君     建設水道課長         佐 藤   清 君 

 農業委員会事務局長  北 越 克 彦 君     教育振興課長         北 川 和 宏 君 

 ラベンダーハイツ所長         大 石 輝 男 君     町立病院事務長  山 川   護 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○議会事務局出席職員 

 次 長         岩 﨑 昌 治 君              主 事         菅 原 千 晶 君 
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午前 ９時００分 開議  

（出席議員 １４名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１４名でございます。 

 これより、平成２８年第４回上富良野町議会定例

会２日目を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局次長。 

○事務局次長（岩﨑昌治君） 御報告申し上げま

す。 

 町の一般行政について、村上和子議員外５名の議

員から一般質問の通告がありました。 

 その質問の要旨は、さきに配付しているとおりで

あり、先例により、質問の順序は、通告を受理した

順となります。 

 本定例会におきます説明員は、町長以下、別紙配

付資料のとおりでございます。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     ７番 北 條 隆 男 君 

     ８番 竹 山 正 一 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程追加の議決 

○議長（西村昭教君） 日程追加についての議決。 

 お諮りいたします。 

 本日、町長から、議案第１８号平成２８年度上富

良野町一般会計補正予算（第１１号）が提出されま

した。 

 これを日程に追加し、直ちに議題といたしたいと

思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１８号を日程に追加し、直ちに議

題とすることに決しました。 

────────────────── 

◎追加日程第１ 議案第１８号 

○議長（西村昭教君） 追加日程第１ 議案第１８

号平成２８年度上富良野町一般会計補正予算（第１

１号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（石田昭彦君） ただいま追加上程いた

だきました、議案第１８号平成２８年度上富良野町

一般会計補正予算（第１１号）につきまして、御説

明を申し上げます。 

 単純な事務処理のミスにより、昨日、御議決賜っ

た一般会計補正予算（第１０号）において、減量

化・資源化事業の一般廃棄物収集業務委託料で、２

００万円の減額超過の誤りがあったことが発覚した

ところであります。 

 このことから、当該業務の実施に当たり、財源に

不足が生じることとなったことから、超過減額分２

００万円について、予備費を充当することで対応し

たく、補正をお願いするものであります。 

 以下、議案の朗読をもって説明にかえさせていた

だきます。 

 なお、予算の事項別明細書につきましては省略を

させていただきますので、御了承願います。 

 議案第１８号平成２８年度上富良野町一般会計補

正予算（第１１号）。 

 平成２８年度上富良野町の一般会計の補正予算

（第１１号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の補

正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算

補正による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきまては、款ごとの名称と補正額のみ

申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳出。 

 ４款衛生費、２００万円。 

 １２款予備費、２００万円の減。 

 歳出合計は０円であります。 

 このたびは、極めて単純な事務処理の誤りによ

り、このような事態となりましたことを深くおわび

申し上げますとともに、今後、このようなことが起

きないよう、事務のチェック体制の強化に努めるこ

とをお約束し、議案第１８号平成２８年度上富良野

町一般会計補正予算（第１１号）の説明といたしま

す。 
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 御審議いただき、御議決くださいますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 これより、議案第１８号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２ 町の一般行政についての質問 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 町の一般行政に

ついて質問を行います。 

 質問の通告がありますので、順次発言を許しま

す。 

 初めに、１３番村上和子君。 

○１３番（村上和子君） ３期目を果たされました

向山町長に、さきに通告してあります２項目につい

て質問いたします。 

 １項目めは、保健福祉分野を１カ所で相談、支援

できる総合窓口の設置を。 

 平成２９年４月より、介護保険法に規定する介護

予防、日常生活支援事業は、まちが主体となり、地

域の需要に応じて行うものとされた。 

 １点目は、保健福祉課は、健康推進班、高齢者支

援班、地域包括支援センター・福祉対策班、子育て

支援班、子どもセンターなどの班に分かれている

が、高齢者や障がいのある方、子育て家庭等の相談

支援や、地域の支え合い拠点である地域包括セン

ターは、縦割りで、なかなかわかりにくく、それら

の対応を１カ所で、健康づくり、介護予防の支援な

ど、これからの生活の不安や心配事を受けとめて、

安心に住みなれた地域で暮らし続けることができ

る、便利で身近な総合相談窓口の設置が必要と考え

るが、いかがか。 

 ２点目は、これらの福祉分野に、精神保健福祉

士、社会福祉士等の専門職を持つ人を設置してはど

すか。 

 ３点目は、社会福祉協議会等とも連携した総合窓

口というのはどうなのか、お尋ねしたいと思いま

す。 

 ２項目めは、子育て支援策として、妊娠・出産・

子育て、トータルケア事業の実施について。 

 子育て支援策として、妊娠・出産・子育て、これ

らを一つのトータルケア事業として、本当に支援が

必要なところに必要なサービスが届く、国や道の補

助制度も視野に入れ、効果的な予算づけをし、利用

者のニーズを適切に見極めるためにも、アンケート

の実施をしてはどうか。双子や障がいを抱える困難

度の高い家庭には支援を２倍にするなど、支援の必

要な妊産婦が安心して出産、子育てのできるまちに

してはどうでしょうか。町長にお伺いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） おはようございます。 

 １３番村上議員の２項目についての御質問にお答

えさせていただきます。 

 まず、１項目めの、保健福祉分野におきます総合

窓口の設置に関する３点の御質問にお答えさせてい

ただきます。 

 １点目の、保健福祉課内での総合窓口設置につい

てでありますが、平成１６年１１月にオープンいた

しました保健福祉総合センターは、健康づくり、幸

せづくり、生きがいづくり創出の拠点施設として、

保健、福祉、医療の連携を図り、各種保健福祉サー

ビスが総合的かつ迅速に受けられる整備体制を目的

として整備したものであります。 

 議員御質問の総合相談窓口機能につきましては、

各班が十分連携をした中で、保健福祉課全体が総合

相談窓口的機能を果たしているものと理解してお

り、今後におきましても、住民のサービス向上に資

するよう、さらに課内の連携強化を図ってまいりま

すので、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、２点目の、福祉分野への精神保健福祉士、

社会福祉士等の専門職の配置についてであります

が、現在、高齢者等の総合相談窓口であります地域

包括支援センターにおきましては、設置基準に基づ

き、保健師、主任介護支援専門員、社会福祉士をそ

れぞれ１名配置しているところでもあり、うち、社

会福祉士におきましては、精神保健福祉士の資格も

有しており、３職種が、権利擁護、虐待防止、認知

症対策など、困難事例についても対応ができるよ

う、支援体制が整っており、さらに、平成２９年度

におきましても、これらの機能をさらに充実させる

ため、保健福祉課内に新たに社会福祉士１名の採用

を予定しているところであります。 

 次に、３点目の、社会福祉協議会との連携した総

合窓口についてでありますが、保健福祉総合セン

ターには、保健福祉課のほか、社会福祉協議会を初

め居宅介護支援事業所や通所介護事業所など、各介

護サービス事業所が入っている状況にあります。 

 社会福祉協議会との総合窓口の設置につきまして

は、それぞれの業務内容、役割等が異なることか
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ら、日ごろからお客様からの相談等への対応につき

ましては、社会福祉協議会と連携した中で情報交換

などを行っており、双方でお客様の相談内容をお聞

きし、そのニーズに合った事業所へ御案内させてい

ただいており、今後においても相互の連携を密にす

ることで対応してまいりたいと考えておりますの

で、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、２項目めの、妊娠・出産・子育てトータル

ケア事業に関する御質問にお答えいたします。 

 国におきましては、平成２７年のまち・ひと・し

ごと創生基本方針で、妊娠期から子育て期にわたる

までのさまざまなニーズに対して総合的相談支援を

提供するワンストップ拠点として、子育て世代包括

支援センターの整備を図ることとしております。 

 子育て世代包括支援センターの基本的な機能とい

たしまして、妊娠期から子育て期の切れ目ない支

援、ワンストップ窓口化、個別ニーズに対するきめ

細かな支援、関係機関のネットワークの構築等が挙

げられます。 

 本町におきましても、本年度４月から、子育て支

援班に新たに職員を配置し、子ども・子育て支援法

に基づく利用者支援事業といたしまして、主に妊娠

期から出産後の母子を対象とした母子保健型利用者

支援事業と、就学前の親子を対象といたしました基

本型利用者支援事業を行っており、母子保健型事業

と基本型事業の連携により、子育て世代包括支援セ

ンターの機能を担っているところであります。 

 現在も妊娠期、出産直後、子育て期にわたるま

で、子育て支援班、保健師、助産師、子どもセン

ターなどが一体となって、切れ目のない支援を実施

しておりますが、今後におきましても、産後健診事

業やマタニティ教室などの事業を拡充しながら、さ

らに子育て世代包括支援センター機能の充実を図る

ことで、包括的かつ継続的な支援に取り組んでまい

ります。 

 また、ニーズ把握のためのアンケートにつきまし

ては、平成２５年１２月に、子ども・子育て支援事

業計画策定に当たり、全町的なアンケート調査を行

い、これらに基づき、現在、それぞれ事業を実施し

ているところでありますが、今後におきましても、

必要に応じて子育てに関するニーズの把握に努めて

まいりますが、今再びアンケート調査を行う状況に

はないものと理解をしているところであります。 

 さらに、双子や障がい児など、困難度の高い家庭

への支援につきましては、多子世帯、または障がい

児支援の中で取り組んでいるところでありますが、

一方では、対象家庭や家族間での対話など、日常の

思いや悩みを共有できる機会も少ない状況と思わ

れ、経済的な支援やサービス提供に加え、精神的な

不安解消にも対応できるよう、状況をしっかり見極

め、今後におきましては、同じような思いを共有し

たり、悩み事を相談し合えるような、親同士のつな

がりを持てるよう、多胎児や障がい児の親のネット

ワーク活動の推進を図るとともに、経済的支援のあ

り方に関しましても、実態を十分把握し、適切な対

応を図ってまいります。 

 現在、子育てに関しましては、子育て世代の家族

構成や家庭環境が多様化し、支援事業も種類がふ

え、制度も複雑化している中において、支援を必要

としている方が必要なサービスを円滑に利用できる

よう、さらにきめ細かな支援をしてまいりたいと考

えておりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 １３番村上和子君。 

○１３番（村上和子君） １項目めの１点目、保健

福祉の分野を便利で身近な総合窓口の設置のところ

でございますが、総合窓口については、それぞれが

十分連携した中で機能を果たしているということ

で、さらに課内の連携を強化して図るということで

ございますが、確かにそれはそれぞれ職員の方は一

生懸命取り組まれておられることは十分承知いたし

ております。 

 私は個人ボランティアをさせていただいていまし

て、保健福祉課、それから社会福祉協議会等に出向

くことが大変多ございまして、相談されている障が

い者をお持ちの方とか、それから、子育て世帯の

方、高齢者の方だとか、認知症の方、それから、健

康診断を受けまして、その後の健康指導、栄養指導

なども受けておられる方にお会いするのです。 

 そうすると、多くの方からいろいろな意見をお聞

きしますと、どこに相談していいかわからない、そ

して大変見づらいと。実はきょう、１、２、３、４

と分かれておりまして、きょう、拡大してパネルに

してまいりましたが、このように縦３０センチ、横

４０センチの表示看板が上のほうにありまして、そ

して字も小さくて、例えば２番ですと、上の福祉対

策班と書いてありまして、生活保護、福祉相談、障

がい者福祉、かみんの利用、上富良野町相談支援セ

ンター、このように書いてあるのです。それで、町

長にわかっていただけるように、きょう、拡大して

持ってまいりまして、このようになっております。 

 それで、ちょっと写真もぼけているかもしれませ

んけれども、今、高齢者実態調査では、６５歳以上

の方が３,３１２人、高齢者や認知症の方がいらっ

しゃいます。どんどんふえていく中で、やっぱり不

安を取り除くやさしい対応、町民の方がわかりやす

い、相談しやすい体制づくりが必要でないかという

ことで、これらをもっと改善して、表玄関に大きく
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わかりやすく、使い勝手のいい、町民への周知の仕

方を考えていただきたいと思うのですけれども、い

かがでございましょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １３番村上議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 当初のお答えでも申し上げましたが、人的対応に

つきましては、重ねて申し上げますが、どこへ、ど

の方にお声をかけていただいても、きちっと適切な

対応が図れるようなポジションに御案内させていた

だいたり、あるいは御相談に乗ったりということ

で、そこでの御不自由はおかけしていないというふ

うに思っております。 

 ただ、今、議員から御説明いただきましたような

表示の仕方だとか、そういったことにつきまして

は、まだまだ工夫や改善の余地はあろうかなと、そ

れは全く議員がおっしゃるとおりだと思います。 

 特に私ども健常者の通常の行動する目線の高さだ

とか、そういったものと、ハンデをお持ちの方々の

視点の行き場所は違うなというふうなこともわかり

ますので、そういった方々に、やはりやさしい、ま

た、わかりやすい、そういうふうな表示につきまし

ては、保健福祉課のみならず、全課がそういう対応

を図っていかなければならないと思っておりますの

で、十分に参考にさせていただいて、どういうこと

が皆さんにお役に立てるのか、検討させていただき

たいと思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） １３番村上和子君。 

○１３番（村上和子君） 検討していただけるとい

うことでございますが、私の提案としましては、

今、高齢者支援班とかいろいろ書いておりますけれ

ども、保健福祉課に総合窓口相談とあらわして、次

のことを相談できますというふうな感じで、子ども

と子育てに関する相談、高齢者、障がいのある方に

関する相談、申請手続、それから、健康づくりに関

する相談、こういったわかりやすいように表示され

て、そしてその上に、保健福祉課は１カ所で便利で

身近な相談、保健福祉の総合窓口となっております

よというようなあらわし方、こういうふうに考えて

いただいたらと思うのですが、そういうお考えも

ちょっとしていただきたいと思うので、いかがです

か。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １３番村上議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 表示の方法等につきましては、いろいろ課内での

協議、あるいは皆さん方からいただく、御利用者の

皆さん方からいただく御意見等も参考にしながら改

善をしてまいりたいと思いますが、いずれにいたし

ましても、皆さんに、見やすくなったね、あるいは

便利になったねと言われるようなことが必要だと思

いますので、具体的な内容については、少しお時間

をいただいて、検討させていただきたいと思いま

す。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １３番村上和子君。 

○１３番（村上和子君） それでは、１項目めの２

点目の、専門家の配置についてですけれども、今も

対応できる社会福祉士がいらっしゃるということで

ございますが、ちょっと活動の部分が見えにくいの

ですね。それで、権利擁護、虐待防止、認知症対策

など、困難事例に対応できると、こういうことでご

ざいますが、今までの事例というのはどういうふう

な、何件ぐらいあったのでしょうか。虐待防止とな

れば、子どもの場合は教育委員会の対応だったり、

児童相談所の対応だったりするかと思うのですけれ

ども、精神福祉士の資格を持っておられるというこ

とであれば、家族以外の交流を半年以上もしていな

いという引きこもりの方が、残念ながら上富にも何

人かいらっしゃるということを聞いておりますけれ

ども、こういった人の相談等の事例などは今までど

うなのでしょうかと思うのですけれども、それと、

専門職……。 

○議長（西村昭教君） 村上議員、ちょっと質問の

趣旨からそれていますので、もとに戻るようお願い

します。 

○１３番（村上和子君） それでは、専門職を１名

採用するということですが、来年４月からというこ

とになるのでしょうか、ちょっとお尋ねしたいと思

います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １３番村上議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 来年の４月から、新たに社会福祉士を１名増員す

るというような計画を持っているところでございま

す。 

○議長（西村昭教君） １３番村上和子君。 

○１３番（村上和子君） それでは、１項目め、３

点目の社会福祉協議会との連携窓口ですけれども、

これについては、役割も異なるので難しいと。それ

で、情報交換して相互の連携をするということの御

答弁をいただいておりますけれども、これ、６５歳

以上のひとり暮らしの方が、除雪をしてほしいとの

申し込みは、保健福祉課の高齢者支援班でありま

す。それで、保健福祉課の高齢者支援班から、今度

は社会福祉協議会に、こういう人が除雪をしてほし

いと連絡をいたします。そうすると、今度は社会福
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祉協議会から高齢者事業団に、こういう人が除雪を

してほしいと、このように伝えるわけなのですね。

そうすると、高齢者事業団も都合がありますし、な

かなか除雪の時間もかみ合わないときもあります。

こういった場合は、保健福祉課高齢者支援班に申し

込みしなくても、社会福祉協議会に申し込みすれば

すぐ対応できるような仕組みづくりというのはどう

なのでしょうか、できないものでしょうか、ちょっ

とお尋ねしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １３番村上議員の、社会福

祉協議会と保健福祉課との連携等につきましての御

質問でございますが、いずれにいたしましても、御

利用を希望されている方、あるいは御相談に見えら

れた方が、ワンストップできちっと目的が遂げられ

るように、そういうふうに対応させていただいてい

ると思っておりますし、御自分で判断ができなく

て、本来、高齢者支援班のほうへ行って手続するべ

きものを、仮に社会福祉協議会のほうへ行かれたと

いうことによって、俗っぽく言えばたらい回しされ

るような、そういうことにはなっていないというふ

うに思っておりますので、ただ、そういった申請行

為をどこでも行えるようにできるかということに対

してまして、これは一定程度、やっぱりルールに基

づいてやるべきものでございますので、実務を担当

する場所が行政手続をする仕事をすぐできるかとい

うことは、これは少し検討してみないと、即座にと

いうわけにはいかないと思いますので、さらに利用

される方、あるいは御相談に見えられる方に安心し

て対応できるような工夫は、これは必要な部分は改

善してまいりますので、いろいろまた御意見をいた

だければと思います。 

○議長（西村昭教君） １３番村上和子君。 

○１３番（村上和子君） 検討されるということ

で、よろしくお願いいたしたいと思います。 

 それでは、２項目めの、妊娠・出産・子育てトー

タル事業の実施についてのところですが、現在、ま

ちも、妊娠期、出産直後、子育て期まで、子育て支

援班、保健師、助産師、子どもセンターなど、一体

となって、切れ目のない支援を実施していただいて

おります。 

 ですが、国が２７年にまち・ひと・しごと創生基

本方針、これを打ち出しまして、地方自治体にも、

妊娠から子育て期までのニーズに対して、総合支

援、子育て世代包括支援センターの整備を図ること

とされました。 

 今回、私の質問に対して、まちは、産後健診事

業、それから、マタニティ教室の事業拡大、それか

ら、双子さんだとか障がいのある方の親のネット

ワーク活動の推進を図るという、大変前向きな答弁

をいただいておりまして、大変ありがたく思ってお

ります。 

 また、経済的な支援も、実態を把握して、適切な

対応を図りたいということでございますが、そうい

うことであれば、妊娠期の支援として、分娩可能な

産科医療機関が上富にございませんので、協会病院

になるのですけれども、そういった方、妊産婦に対

して、健診や分娩の際の交通費ですとか、宿泊費を

助成するなどの考えはないでしょうか、お尋ねした

いと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １３番村上議員の、子育て

支援全般に関します御質問にお答えさせていただき

ます。 

 御質問いただきました、出産ステージに関しまし

ての支援策等につきましては、御質問にありました

ように、まず、分娩ができる医療機関、これらの整

備についても非常に深刻な地域課題となっておりま

して、現在、医療機関につきましては、地域セン

ター病院として、富良野協会病院が北海道の指定を

受けておりますが、これらにつきましても、非常に

今、診療体制が不安定な中で診療が行われていると

いう実態もございまして、困難事例につきまして

は、旭川のほうの３次医療のほうにゆだねていると

いうような実態でございます。 

 まずこれらにつきまして、地域として安心して出

産ができるような体制、さらには、議員から御発言

ありましたような、足の確保だとか、そういったこ

とを通じて支援をしていくこともこれから必要に

なってくる事項かなというふうに私も認識しており

ますので、財政的な支援の一環というふうにとらえ

るべきなのか、あるいは出産に対するサポートとい

うふうにとらえるのかは別といたしましても、子育

てしやすいような、あるいは子どもを産み育てやす

いような状況づくりというのは大変大事だというふ

うに思っておりますので、できるところから手掛け

てまいりたいと、そんなふうに考えているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １３番村上和子君。 

○１３番（村上和子君） アンケートはとらないと

いうことでございます。３年前にやりましたという

ことなのですけれども、今、子育て世代、家族構成

がどんどん核家族化が進んでおりまして、そしてな

かなか隠れ貧困問題というのでしょうか、行政でな

かなか吸い上げることが難しいというようなところ

もありまして、やっぱり子育てする家庭の孤立化

は、絶対これは防がなければいけないなと思うとこ
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ろでございます。 

 それで、アンケートも、３年前にとったとおっ

しゃるのですけれども、今、ちょっと時代の変化と

いうのはなかなか早いものですから、アンケートか

らそういったなかなか見えにくい部分、冷蔵庫の食

材も食品も何も入っていないと。子どもが栄養失調

になったという記事なども目にしておりますし、未

就児までは目が届くのですけれども、ちょっと学校

に上がった、学校に行っている方のところは、少し

手薄になっているのではないかなと、こういうふう

な気がしているわけでございます。 

 こういったことを考えますと、母親が仕事をして

いく上でも、病後保育というのも大切だと思うので

す。それで、子育てサポートセンターでもなかなか

手がつけられないようなことをおっしゃっていて、

大変だということを聞いているのですけれども、こ

ういったところへの支援は、町長、考えられないで

しょうか、お聞きしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １３番村上議員の、子育て

に関します支援策についての御質問にお答えさせて

いただきます。 

 まず、出産までの、妊娠から子育て、幼児期にお

きましては、御案内のように、当町におきましては

１００％、妊娠が確認されましてから、母子手帳が

交付されましてから、マンツーマンで、１人の漏れ

もなく相談事業を行っている状況でございます。そ

ういう中から、生活の実態、そういったものも十分

把握できる状況になっております。 

 また、就学後も、さまざまなネットワーク、ある

いは地域の民生委員さんのお力をお借りするなどい

たしまして、その情報収集が１００％完璧とは申し

ませんが、情報収集ができるような仕組みはできて

いるというふうに思っております。 

 しかしながら、そのすき間で、やはり御苦労され

ている方もいる実態もあろうかと思います。そうい

うところをいかになくすかということは、子どもセ

ンター等の機能をさらに高めるなど、あるいはネッ

トワークをしっかりと強くするなど、あらゆる手段

を講じて、そういう方をなくすようにしてまいりた

いというふうに思っておりますが、アンケート調査

からそういうものを読み取るということは、今、そ

ういう状況ではないかなというふうに理解しておる

ところでございます。 

○議長（西村昭教君） １３番村上和子君。 

○１３番（村上和子君） アンケートのことはわか

りましたですけれども、いろいろ今、妊娠、出産、

子育て、いろいろと切れ目なく取り組んでいただい

ておりまして、本当にありがたいことだと思ってお

りますけれども、ただ、今、シングルマザーの非常

に貧困率が２人に１人、こういったような状況も見

えております。それで、なかなか表に出にくいもの

もありますし、それから、世帯の年収が１０年前よ

りかなり収入も落ちております。こういう経済状況

もありますし、やっぱりどうしても母親も働かなけ

ればいけない、共稼ぎの方、こういった方に、やっ

ぱりお子さんを育てていく状況というのは大変厳し

いものがございますので、このすき間のところ、一

番は病後保育もお願いしたいところでございますけ

れども、もう一度聞かせていただきたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １３番村上議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 まさしく制度で、例えばひとり親家庭、あるいは

母子家庭の方々につきましては、公的制度が一定程

度整えられております。しかし、そういった狭間

で、お二人で働いていながら、なかなか低所得から

脱しきれない、そういうような方がおられるという

実態を踏まえて、実は昨日お願い申し上げました乳

幼児の医療費の拡充、まさにそういうところに目を

向けたわけでございまして、そういった潜在してい

るものを見過ごすことがないように、さらにしっか

りとそういう状況把握に、いろいろな課を横断的に

通じまして、漏れのないように、しっかりと手が届

くように、これからも取り組んでまいりますので、

御理解賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

○１３番（村上和子君） はい。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、１３番

村上和子君の質問を終了いたします。 

 次に、１２番中瀬実君の発言を許します。 

○１２番（中瀬 実君） 向山町長、３期目の当

選、おめでとうございます。まちのために、今後４

年間、よろしくお願いをしたいと思っております。 

 私は、さきに通告をさせていただいております、

町長に対して２項目、教育長に対して２項目、お尋

ねをしたいと思います。 

 １番目の、農業振興計画の課題の進め方について

でありますが、上富良野町農業振興計画は、多岐に

わたり計画されていますが、重点課題を優先して、

よりスピード感を持って実施する必要があると思わ

れます。 

 まず１項目めは、今後、経営面積の増による人手

不足に対して、どのような対策な対策を考えるか。 

 ２項目め、大雨等により農地防災・減災事業の取

り組みについての考えは。 

 ３番目、スマート農業をどのような形で推進して
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いくのか。 

 ４項目め、作業効率の悪い畑作地帯の基盤整備、

区画整理、均平等の事業を推進する考えは。 

 以上の点を町長にお伺いいたします。 

 ２点目、町内の学校におけるいじめ、不登校に対

する現状と対策、課題について。 

 国のいじめ防止対策推進法が施行され、３年が経

過したが、全国的にいじめに対する件数は増加して

いる。この法律が効果を上げているとは思えない状

況である。 

 町内の学校において、いじめは少ないということ

であるが、初期の段階で子どもたちが発するＳＯＳ

をしっかりとキャッチすることが重要である。 

 上富良野町でもいじめ防止の条例が制定されてい

るが、次の点についてお伺いをいたします。 

 １項目め、条例制定後、いじめ件数は減ったか。 

 未然防止、早期発見できたケースはあったのか。 

 ２項目め、中学校には心の教室相談員、スクー

ルカウンセラーが設置され、教育委員会にＳＯＳ相

談窓口があるとのことだが、いじめ、不登校の相談

件数は何件あるのか、教育長にお伺いをいたしま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番中瀬議員の１項目め

の、農業振興計画の課題に対する取り組みに関する

４点の御質問からお答えさせていただきます。 

 まず１点目の、人手不足、担い手対策につきまし

ては、私もたびたび申し上げておりますが、北海道

の試算によりますと、２０２５年には本町の農家戸

数は半減、おおむね数字であらわされております

が、１３４戸というような推計がなされておりま

す。そういったことが示されておりまして、農家戸

数の減少、農家１戸当たりの経営面積増大に伴って

生じる人手不足、担い手不足につきましては、議員

同様、私も上富良野町農業が直面する最も大きな課

題として認識しているところであります。 

 まちにおきましては、第７次農業振興計画に基づ

く農業農村振興実践プランに沿いまして、本年度よ

り、より積極的な施策展開を図っており、その中

で、後継者対策に対し、研修機会をふやすなど、支

援対策の拡充や、新規就農支援にも取り組んでいる

ところであります。 

 また、担い手への支援策として、作業の効率化と

省略化を図るため、ＴＭＲやコントラクターの導入

を検討しており、これらの事業を通じ、規模拡大等

に対応した人手不足の解消につなげていきたいと考

えております。 

 議員御発言にありますように、これらについて、

スピード感を持って当たることが必要であり、事業

の導入に当たりましては、大きな予算も伴うことか

ら、できるだけ早期の導入に向けて、受益者の意見

調整や財源見通しなど、具体的検討を進めてまいり

ます。 

 次に、２点目の、農地防災・減災の取り組みにつ

いてでありますが、本年においても、７月３１日の

局地的豪雨、８月の一連の台風により、農地及び農

業施設にかなりの被害が発生したところでありま

す。 

 特に平成２１年度以降におきましては、頻繁に被

害が発生しており、まちの単独費や多面的機能支払

交付金等の事業による財源を活用し、対応を図って

きたところであります。 

 平成２４年度からは、農業者がみずから取り組む

防災・減災事業への支援といたしまして、緩衝緑地

帯の造成や土嚢設置、また、表土流出を防ぐための

沈砂池整備などに助成を行っており、これらの取り

組みにより、一定の成果を確認しているところであ

ります。 

 今後におきましても、これらの取り組みを継続す

るとともに、基盤整備事業を通じて、排水機能の強

化や安定した圃場づくりによる土砂の流出防止対策

を行ってまいりたいと考えております。 

 また、過去に国営事業等で造成されました畑地に

おきましても、当時想定していなかった量の降雨に

よる土砂流出が発生しておりまして、今後、排水機

能の改善など、再整備の必要性を関係機関へも要請

してまいりたいと考えております。 

 次に、３点目のスマート農業についてであります

が、これまでもお答えさせていただいております

が、この間におきましても技術の進歩が進み、加え

て、メーカーの積極的なＰＲ展開もありまして、地

元農業者、農業団体の皆様も、セミナーや研修会に

参加されており、関心の高まりを感じているところ

であります。 

 最近の情報によりますと、今後、測位衛星の整備

が進めば、基地局設置などに係る多額な投資が軽減

されていくようなこともお聞きしておりまして、引

き続き関心を持って情報収集に努めるとともに、農

業者、農業団体の皆様と、導入効果の検証や普及な

どについて、意見交換を図りながら、導入の可能性

について研究を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、４点目の基盤整備についてでありますが、

基盤整備は、多くの農業施策の中でも、行政が最も

役割を果たすべき重要な施策であり、その必要性は

強く認識しているところであります。 

 現在、水田におきましては、東中地区、島津地区

の一部で事業が進んでおりますが、これら事業が完
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了いたしましても、本町における農地全体の整備率

は５０％に満たない状況にあります。 

 とりわけ畑地帯における基盤整備は、勾配修正を

含め、排水改善も行われることから、今後、農業者

の皆様や地域の皆様の要望を伺った中で、基盤整備

事業の推進に努めてまいりたいと考えておりますの

で、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） １２番中瀬議員の２項目

めの、いじめ、不登校に対する現状と対策に関する

２点の御質問にお答えいたします。 

 初めに、本町においては、昨年６月にいじめの防

止などに関する条例を制定し、１２月にいじめ防止

基本方針を定め、いじめ防止に取り組んでいるとこ

ろであります。 

 まず１点目の、条例制定後のいじめの件数につい

てでありますが、昨年度のアンケート調査では、１

回目６３件、２回目４３件で、本年度は１回目１３

件、２回目１０件でありました。 

 その内容は、仲間外れや無視、悪口を言われるの

記述が多く、面談指導などにより、それぞれのアン

ケート調査の時点で全て解消されているところであ

ります。 

 子どもたちには、いじめはいかなる理由があろう

と、人間として絶対許されないという認識に立ち、

道徳教育などを進めることにより、未然防止を図っ

ているところであります。 

 また、本アンケート調査が早期発見の一つのツー

ルとなっているところであります。 

 次に、２点目の、心の教室相談員、スクールカウ

ンセラー、教育委員会の相談窓口へのいじめ、不登

校の相談件数についてでありますが、昨年度におい

て、心の教室相談員へのいじめの相談は０件であ

り、保健室登校生徒の対応相談１２１件、生徒の悩

み相談１０６件など、年間２３３件の対応をしてい

るところであります。 

 スクールカウンセラーは、不登校者への対応９１

件など、年間１０９件の対応をしているところであ

ります。 

 また、今年度開設いたしました相談電話窓口、か

みふらのあんしんラインへの相談は０件でありま

す。 

 今後におきましても、さまざまな対応を確実に行

うことで、いじめのない学校をつくってまいりたい

と考えておりますので、御理解を賜りたいと存じま

す。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 １２番中瀬実君。 

○１２番（中瀬 実君） ただいま町長のほうか

ら、まず１項目めからちょっとお伺いしたいと思っ

ております。 

 人手不足に対する対応についてでありますけれど

も、農村農業振興実践プランにしたがいまして、よ

り積極的な施策展開を図っていくということで答弁

をいただきましたけれども、いわゆる後継者対策に

対しての研修機会をふやすということでの答弁があ

りましたけれども、この研修機会というのはどう

いった形の研修を指しているのかをまずお伺いをし

たいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番中瀬議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 実践プランの中におきます教育研修等の充実につ

いてでございますが、いろいろ今、一方では農業と

いうものに関心を持たれる方が、農業に従事するか

どうかは別として、農業を志してみたいというよう

な方がふえてきている状況もございます。そういっ

た方々が本当に農業に一歩足を進められるのかどう

か、そういったことをまず基本的に勉強していただ

くような、そういう研修。さらには、実際、現場で

担い手として活躍する前段において研修をするよう

な、そういうアプローチのための研修も必要であり

まして、いろいろな場所へ研修に出掛けていただい

たり、あるいはいろいろな方からお話を聞く、ある

いは先進的な、あるいは新しい取り組み等をされて

いるような農家に実際に研修に行っていただくな

ど、そういったあらゆると申しましょうか、そう

いった上富良野で対応できるようなことを通じての

研修をさらに進めることが、担い手に結んでいくこ

とにつながると、そんなふうに考えておりますの

で、この実践プランの中で実施してまいりたいと考

えております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） １２番中瀬実君。 

○１２番（中瀬 実君） 今の研修の中身について

答弁をいただきましたけれども、私の受け取り方が

ちょっと間違って受け取ったのかもしれませんけれ

ども、いわゆる後継者、我々、今現在、後継者に

なっておられる方が、これからの上富良野農業を支

えていくわけですけれども、そういった方たちに、

水田、畑作、それから野菜、いろいろな経営体はあ

ると思います。そんな中で、いろいろな先進地を勉

強していただくための研修という形であればすごく

いいと思うのですが、これからたまたま新規就農者

とか、これから農業に興味を持たれている方につい

ての研修というのでは、私、ちょっと考え方として

は、ちょっと方向性が違うと思って今聞いたわけで

すけれども、その辺のところはどうなのでしょう
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か。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番中瀬議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 実践プランの中でも述べさせていただいておりま

すが、既に後継者として、あるいは担い手として、

既に農業を実践されております若い人たち、そう

いった方に対するさらに研修を深めて、担い手とし

て、あるいは後継者として習熟度を上げていくとい

うことは、もちろんそれは基本でございますが、し

かし、農業にチャレンジしてみようかと、そういっ

た方を育てていくことも一方では大変重要だと。そ

して、実はそういった意向を持たれている方の問い

合わせも実はまちのほうに来ておりまして、そう

いった方もこれからは育てていくことが、広い意味

で担い手確保につながることだというふうに理解を

しているところでございます。 

○議長（西村昭教君） １２番中瀬実君。 

○１２番（中瀬 実君） 若い人たちがこれからの

上富良野町の農業を支えてくれるわけですから、先

ほど町長のほうからもお話がありましたけれども、

農家戸数はまず半減するということは、これは間違

いのない事実だと思っておりますし、この半減する

予想を少しでも食いとめるためには、やはり今、農

業をやっておられる方、特に中堅、若手の方々が、

将来、ずっと上富良野町で農業をやれるような仕組

みはやっぱり大変必要だと思っておりますので、特

にいろいろな地域にいろいろな勉強をしていただく

機会を設けてもらうことは大事な部分だと思ってお

りますので、これは特に力を入れてやっていただき

たいというふうに私は思っております。 

 次に、いわゆる作業効率を、結局は農家戸数が減

少するということは、いわゆる上富良野町の畑作面

積、水田面積含めまして、土地の面積は減るという

ことにはならないと思いますから、農家戸数が減る

ということは、いわゆる１戸当たりの経営面積がふ

えるという、これは間違いのない事実だと思ってお

りますし、そのときに、いわゆる人手不足が生じる

ということになります。その人手不足を解消するた

めに、ＴＭＲやコントラクターの導入を検討したい

という話でありましたけれども、いわゆるコントラ

という形、いわゆる農業振興計画の中では、堆肥の

コントラクター整備だとか、上げておりますけれど

も、今、ＪＡのほうでもアグリプランのほうでコン

トラ事業をやっております。まちとして、ＪＡとは

また別の形のコントラをやろうとしているのか、例

えばＪＡと連携をしながら、いわゆるコントラ事業

を考えておられるのかをまずお伺いしたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番中瀬議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 年々減少する農家戸数、反比例するかのように１

戸当たりの耕作面積がふえていくと、こういう非常

にいびつな状況はこれからも続いていくものと推定

しているところでございまして、そういう中で、ど

のように上富良野の農地、あるいは農家の育成を

図っていくかということ、これは両立させていかな

ければならない、非常に重い課題でございます。 

 そういう中で、日々感じますのは、やはり議員も

お話のように、人手不足による経営の効率化がなか

なか進まないという大きなネックに対しまして、と

り得る方法として、現在、酪農家の中でも大きな課

題になっております堆肥の処理に関しましては、コ

ントラクター事業、あるいはそういったようなこと

を通じての軽減を図ること、あるいは飼料の確保等

につきましても、ＴＭＲ等によりまして、効率的な

経営につながることなども想定に置いているところ

でございます。 

 一方、耕種農業につきましては、やはり請負事

業、コントラクター事業でございますが、現在、農

協のほうでも取り組みをしておりますが、まちが独

自にそういった仕組みを持つということは、非常に

ハードルが高いかなというふうに思っておりまし

て、できましたら、ぜひ農協のほうとタイアップし

て、上富良野バージョンのような、そういうコント

ラクター体制というものができないか、そんなよう

なことを実は想定をしながら検討しているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １２番中瀬実君。 

○１２番（中瀬 実君） 人手不足については、本

当に非常に深刻な問題になってくると思われますの

で、いわゆる重作業というのか、収穫作業が一番の

ネックになってくるということなのですよね。だか

ら、そういった中での収穫作業のコントラクター事

業というのは本当に必要な部分だと思っております

し、これは今、町長のほうから答弁いただきました

けれども、町独自でということになると、なかなか

難しい面が出てくるのは私も理解をするところであ

りますけれども、せっかく今回、まちの農業振興班

が農協のほうに移動いたしまして、ワンストップ化

で事業を展開することになると思いますけれども、

やはり上富良野のまちのための施策を考えてもらう

ような形で、このコントラ事業というのは大事な部

分だと思っておりますので、この辺のところは十分

検討されていっていただきたいなというふうに思っ

ております。 
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 次にですが、２点目の農地防災と減災の関係であ

りますけれども、先ほど町長から答弁ありましたけ

れども、ことしは特に大きな大雨がありまして、被

害に遭われた農家がたくさんおられるわけでありま

すけれども、この被害に対しましては、ことしのう

ちに全部被害に遭われた農業施設等が全部修復がで

きないということで、来年度にまたがるのではない

かという話も聞いておりますが、我々農家にとりま

しては、農地が経営の作物をつくる上での一番大事

な部分でありますので、それが次の年にきちっと修

復されないと、非常に営農に支障を来すということ

であります。 

 ですから、当然、こういう災害があるというこ

と、特にこれからは異常気象というのが当たり前の

ようになってくる可能性があるということで、事前

に、町長もことしの施政方針の中でも、農地減災事

業については特に考えていきたいということを申さ

れておりますから、今回は特にまたこういう災害が

あったからこそ、なおさら多くの予算も多少使って

いただきながら、実施していただかなければならな

いとは思っております。 

 ところで、そういった防災事業に対しまして、昨

年度は、中山間事業とかいろいろなものを取り組み

ながらこの事業を展開しているわけですけれども、

昨年度、予算措置としてはどれぐらいを予算して

やっておられたのか、ちょっとお伺いしたいと思い

ます。 

○議長（西村昭教君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） １２番中瀬議員の、

ただいまの防災・減災の中山間事業を活用した部分

がどれぐらいあるかということでの御質問でござい

ますけれども、大体年間３００万円程度、その年の

予算状況によっても、中山間事業の集落協議会の予

算の中で移動もありますので、ただ、平年、大体３

００万円程度を準備した中で進めているところでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） １２番中瀬実君。 

○１２番（中瀬 実君） 今、年間の平均的な防災

に対する予算というのは３００万円程度ということ

でありましたけれども、当然、力を入れていくとい

うことになれば、この金額よりは今後はふやして防

災対策を取り組むという考えでよろしいのでしょう

か。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番中瀬議員の、農地防

災に対します御質問にお答えさせていただきます。 

 現在、担当課長のほうからただいまお答えさせて

いただきましたのは、中山間事業で取り組ませてい

ただいております、農業者みずからが減災対策事業

を行うということに対する事業費でございます。 

 私といたしましては、まちといたしまして、既に

御案内のように、来年度から日の出地区の農地防災

事業、そういったものは７億円、８億円という、そ

ういう巨費を投じて防災事業を行っていく予定とし

ております。 

 そういうような、直接農業者がみずからの努力で

対応していただける部分、あるいは公をもって対応

する部分、そういったようなことを両方効果的に組

み合わせて、減災対策をさらに進めていきたい、そ

んなふうに考えているところでございます。 

○議長（西村昭教君） １２番中瀬実君。 

○１２番（中瀬 実君） 次に、３点目のスマート

農業についてでありますけれども、非常にこれから

農業をする段階で、我々年配の農家をやる人より

も、若い人たちが興味を持って、夢を持って農業を

する、それから、先ほども申し上げましたけれど

も、いわゆる人手不足解消の面についても、こうい

うスマート農業については非常に大事な部分でない

かなというふうに思っております。 

 このスマート農業の展開につきましても、パソコ

ンの世界と同じで、日進月歩というか、本当に１カ

月、２カ月前はこういう状態でなかったというぐら

い、非常に進歩しております。 

 そういった中で、いろいろな研修機会等々に、

メーカーも、それから農業者の方でも、興味のある

方は、当然、そういったところに取り組まれている

方もおりますし、そしてＪＡのほうでも、こういっ

たスマート農業に対する勉強、委員さん、理事さん

が研修等に参加をして、どういった形で取り組む

か、そういう方法を探っているという状況も私も聞

いております。 

 それらにつきましても、先ほども申し上げました

けれども、農協と行政とが、やはりそういったこと

もきちっとお互いに研究しながら進めていく必要が

あると思いますけれども、そういったことは特に進

めるという気持ちでおられるということを確認して

おきたいと思います。どうでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番中瀬議員の、スマー

ト農業に対します御質問にお答えさせていただきま

す。 

 先ほどの労力不足、そういったことの解消にも直

結する、非常に将来、期待が持てる分野がスマート

農業、ＩＣ農業かなというふうに思っております。 

 御案内のように、実は農水省の中でもこういった

研究会が立ち上がっておりまして、上富良野の興農

社様が、実は農水省の先進事例として位置づけられ
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ております。 

 興農社様が現在取り組んでおられるのは、ハード

のスマート農業ではなくて、スマートフォンを活用

した、従業員全員が情報を共有する、そういうシス

テムが評価されているわけでございますが、そう

いったことから、あるいは肥培管理、さらには農業

機械の自動操縦、そういったものが非常にバリエー

ションが今広い、開発途上でございまして、既に実

用化されてきているものもあります。そういったも

のの中から、労力不足解消につながるもの、あるい

は、本来、１００、収益が生まれる素質のある作物

が、現在、９０しかその力を発揮していないものは

１００に、それはＩＣ技術を活用することで、管理

技術を駆使することによって１００になるという実

例も試験データから出ておりますので、あらゆる面

に活用の期待が持てますので、実は農協とも既にお

話させていただく機会も設けておりますので、これ

は一体となって進めることだというふうに位置づけ

ているところでございます。 

○議長（西村昭教君） １２番中瀬実君。 

○１２番（中瀬 実君） どんな職業でも、夢とい

うのは大事な部分であると思っています。やはり夢

のない仕事というのは力が入らないというか、特に

我々の時代と違って、今の若い人たちというのは、

夢を追う、それが農業っておもしろい、そういう感

じになってくれれば、非常に農業の底上げをしてい

く材料になってくるのだなと思っていますし、そこ

ら辺のところは特にこれからも検討して、進めて

いっていただきたいなというふうに思っておりま

す。 

 次に、４点目の基盤整備の関係でありますけれど

も、先ほどから関連することなのですが、１戸当た

りの経営面積が広がるということは、作業効率が悪

いところはこれから面積をこなす上で非常に困る。

それから、特に畑作地帯は、水田とは違いまして、

いわゆる傾斜地が多いわけですよね。それに伴っ

て、先ほどから出ています畑の土が流れるとか、そ

ういういろいろな面での障がいがある部分があっ

て、我々農家としても困っているわけですけれど

も、これらのことについては、農業者がこういった

事業を取り組む必要があるという意見も結構聞いて

おりますので、そこら辺のところ、まちのほうが

バックアップをしてくれる、農業者の意向に沿って

くれるような形をしてもらえば非常に助かるわけで

すけれども、そこら辺のところは、やっぱり農業者

の意向調査とか、そういったことがもしあれば実施

するという考えでよろしいでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番中瀬議員の、農業基

盤整備についての御質問にお答えさせていただきま

す。 

 冒頭のお答えでも申し上げましたように、私は

常々、基盤整備事業というのは、農業を営む上にお

いての１丁目１番地だというふうに位置づけている

ところでございまして、この必要性は申し上げるま

でもございません。 

 そういう中におきまして、当町の基盤整備の整備

率が、残念ながら半分にもまだ満たしていないとい

う状況でございまして、やはりここを限りなく１０

０％に近づけていくことが、まず最優先されるべき

ことであろうというふうに思っております。 

 そういう中で、特に近年、にわかに周辺が整備さ

れたことによって、それを見ることによって、ぜひ

我々もという意識が強くなってきていることを感じ

ておりますので、これからは水田、畑を問わず、い

ろいろ事業を実施するに当たりましても、小規模の

事業もありますし、道営もありますし、国営までは

まだ前提整備ができておりませんので結びつきませ

んが、あらゆる方法を模索しながら、とりわけ畑地

帯におきましては、過去にも日新地区等で実施させ

ていただきましたような緊急畑総事業もあります。

非常に大きな効果が出ておりますので、私どもも既

にそういった対象地域と思われる方々に対しまして

情報発信しておりますので、ぜひ議員のほうから

も、そういう機会がございましたら、背中を押して

いただければと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １２番中瀬実君。 

○１２番（中瀬 実君） 農業者のため、我々、今

後、数が減っていく中での営農に差し支えのないよ

うな状況での基盤整備、条件整備というのは必要だ

と思っておりますので、ぜひとも検討していただき

たいなと思っております。 

 冒頭にも申し上げましたけれども、この第７次の

農業振興計画をスピード感を持って実施をしていた

だきたいと私は申し上げました。スピード違反して

もいいですから、早くやっていただきたいなと思っ

ております。よろしくお願いいたします。 

 次に、教育長にお伺いいたしますけれども、いじ

めの関係でありますが、非常に最近、新聞、テレビ

等々で、いじめの関係の報道がなされております。 

 このいじめという問題につきましては、どこの地

域、どのまちでも起こり得る可能性のあることだと

いうことで、当然、私も理解しておりますけれど

も、このいじめに対して、たまたま１項目めのとこ

ろでお伺いいたしましたけれども、上富良野町もこ

ういったいじめ防止条例ということで制定をされて

おりますが、この結果、アンケート調査を行ったと
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いうことでありますけれども、このアンケート調査

の対象者というのはどこを対象として行ったのかを

まずお伺いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） １２番中瀬議員の、いじ

めの対象者についての御質問にお答えをしたいと思

います。 

 まず、最近、テレビ、報道等で、福島の移住とい

うか、避難している方のお子さんたちが、福島、原

発のほうから来ているということで、いじめの報道

が多くされているというような実態も、けさも報道

されていたところであります。 

 御質問の件につきましては、小学校の児童、中学

校の生徒の、調査日における出席している児童生徒

に対してアンケート調査を実施しているところであ

ります。基本的には小学校、中学校に通っている児

童生徒全員を対象としているところでございます。 

○議長（西村昭教君） １２番中瀬実君。 

○１２番（中瀬 実君） 小学生、中学生を対象に

しているアンケートだということでお伺いしました

けれども、アンケートをした結果、アンケートの回

収率はどれぐらいだったのですか。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） １２番中瀬議員の、回収

率についてお答えいたします。 

 基本的には１００％。授業といいますか、学校に

来ている中でアンケート調査、登校生、来ている子

たちに出して、その場で回収しますので、基本的に

は１００％でございます。 

○議長（西村昭教君） １２番中瀬実君。 

○１２番（中瀬 実君） 今、基本的には１００％

という回答されましたけれども、現実に本当に１０

０％だったのですか。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） １２番中瀬議員の御質問

にお答えいたします。 

 基本的にと申し上げたのは、子どもの、残念なが

らいろいろな障がいを持っているお子さんもおりま

すので、そういうことから、基本的にというお言葉

を使わせていただきました。それで御理解をいただ

きたいと思います。 

○議長（西村昭教君） １２番中瀬実君。 

○１２番（中瀬 実君） アンケート調査の結果、

この条例制定後のいじめの件数については、去年、

１回目よりも２回目、今年度ですか、件数は減って

いるということで、その条例制定後は多少減ってい

るのかなという数字がこれでわかるわけですけれど

も、いわゆるこういったいじめに遭っている子ども

たちが面談指導をしていると。その面談指導という

のは、親御さんも含めての面談指導なのですか。お

伺いします。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） １２番中瀬議員の御質問

にお答えいたします。 

 面談指導については、児童生徒に対して面談指導

を行っているものでございます。 

 ケースはさまざまありますけれども、うちの今の

現状で言うと、子どもと面談をして、いじめなの

か、状況がどうなのかということをしっかり担任の

教員が確認をするというものであります。 

 先ほどアンケート調査についての件数についても

お話をさせていただきましたけれども、いじめと、

たたかれたというような事例があるとします。話を

聞くと、３カ月前にたたかれた。どうして。けんか

をしたというふうな状況のとき、これはいじめが継

続的に行われていないし、その後なければ、いじめ

という定義には基づかないなという部分の話し合い

も含めて、子どもたちと面談をする、そしてそうい

うのはしないように、けんかはしないようにねとい

うふうな指導をするというような形のものを、都

度、対応をしているところでございます。 

○議長（西村昭教君） １２番中瀬実君。 

○１２番（中瀬 実君） いじめの定義というのが

あるみたいなのですよね。それは、心身の苦痛を感

じるようなことが、いわゆるいじめの対象になると

いうことみたいなのですが、これ、一番いじめの問

題で大変なのは、いじめている側の本人はいじめで

はないという感覚で言っているのが、言われた側に

してみれば非常に苦痛を感じるというようなこと

が、いじめの根の深さというか、難しいところだと

思うのです。 

 そんな中で、学校の中でも、当然、先生方が、そ

ういった子どもたちの早期対応をしていってくれて

いるとは私も思っておりますけれども、見過ごす場

合というのが若干出てくるのが現実だと思うのです

ね。 

 だから、そういったときに、やはり学校側、それ

から教育委員会側との連携がきちっとなされて、早

期対応すれば未然に防げるということは当然考えら

れますし、それらのことの対応について、学校側と

どのような形で連携をとられているのかを、まず

ちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） １２番中瀬議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

 いじめは、議員もおっしゃっているとおり、認知

とか、発見する部分では非常に難しいところがあり

ます。 
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 それで、うちのまちにおいては、条例をつくり、

基本方針をつくり、仕組みづくりをしっかりしなけ

ればならないという基本的な考えに基づいて、それ

らを実行してきたところでございます。 

 なおかつ、現場において、これをいかにしっか

り、制度、できた仕組みを実行していくかというこ

とが今求められておりますし、それをどのように実

行させるかという部分で言えば、教育委員会、北海

道のほうと連携する中で、しっかりと実践していく

ことが一番だというふうに考えております。 

 さまざまな仕組みづくりの中で、学校におきまし

ては、学校の担当している教員の教師力、これも必

要ですし、家庭においても家庭の教育をお子さんに

しっかり、いじめはよくないということを子どもに

教育していただくことも必要ですし、地域として

も、しっかりとそこの部分を地域全体で子どもたち

にも伝えるという部分、まち全体で、教育委員会は

当然でありますけれども、全体でこれらのことを進

めていくことが防止につながるというふうに考えて

おります。 

 また、アンケート調査だけでは完璧ではありませ

ん。それはもちろんおっしゃるとおりだと思いま

す。 

 アンケート調査の項目の中には、いじめを見たこ

とがありますかという項目もございます。その子が

受けているだけではなく、ほかの子が受けている状

況もアンケート調査の中でしっかりと把握するよう

な形もとっておりますので、御理解をいただきたい

なというふうに思っております。 

○議長（西村昭教君） １２番中瀬実君。 

○１２番（中瀬 実君） ２項目めの関係ですが、

心の教室相談員のいじめの相談は０件でありますと

いうことです。保健室の登校生徒の対応については

１２１件だというふうに回答されております。相談

と、保健室のほうに行って、相談とは違うのかもし

れませんけれども、こういった件数のある中で、相

談をしようと思っても、相談をきちっとできるのだ

ということが周知徹底をされているのか、そこら辺

のところはどういう形で、相談員がこういうふうな

形でいますよということをお知らせ、通知している

のかをちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） １２番中瀬議員の御質問

にお答えいたします。 

 心の教室相談員でありますけれども、例えば新入

学生が入ってきたときには、教壇というか、一番前

に立って紹介をされます。その中で、子どもたちに

は当然紹介、心の教室相談員が誰かということを

しっかり子どもたちに示していますし、日々、保健

室に、保健室の担当の先生と心の教室相談員が一緒

にその部屋におります。子どもたちは、都度、保健

室に行って相談をするというような形で、保健の先

生と共同する中でさまざまな対応をしているところ

であります。 

 先ほどお話に出ておりました、不登校への対応で

ありますけれども、私たちの子どものころにはそう

いうことがなかったのですけれども、まず、不登校

の最初の一番は、学校に行けない子を不登校といい

ます。学校に行けるけれども、教室に入れないとい

う子がいます。それを保健室登校といって、その子

の対応をしているということでございますので、非

常に難しい部分というか、我々にはちょっと理解し

にくい部分がありますけれども、まず学校に行けな

い子がいる、学校に行けても、教室に入れない子が

いる。そういう対応をしっかりして、教室に戻して

いくというような役割を、心の教室相談員、そして

保健室の先生にはやっていただいているということ

で、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） １２番中瀬実君。 

○１２番（中瀬 実君） 先ほどからいろいろ質問

させていただいておりますが、基本的には、いじ

め、不登校等々がないのが一番理想的な形だという

ふうに当然思っておりますが、今後におきまして

も、未然防止という形での考えをきちっと持っても

らって、子どもたちが安心して学校に通えるよう

な、そういう環境づくりというのを大事にしていっ

ていただきたいなと思っておりますので、最後に教

育長の今後に対するいじめ、不登校関係についての

考えを、最後、お聞きしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） １２番中瀬議員の御質問

にお答えしたいと思います。 

 これからの未然防止をどのように進めていくかと

いう部分では、平成３０年を目標に、今、コミュニ

ティスクールというものを進めたいというふうに考

えております。 

 コミュニティスクールにつきましては、学校運営

協議会という組織をつくります。この組織につきま

しては、地域、学校、保護者が、学校の運営をどの

ように進めていくかというようなことを、今までで

したら学校から一方的に言われたものを、一緒に決

めていくという仕組みがあります。こういうものを

進めていく中で、より情報の共有化が図れる。そう

いう部分で、いじめという部分を、情報の共有化を

しっかり図って対応していきたいというふうに考え

ておりますし、また、新たな教科、道徳という、道

徳が教科として平成３０年から位置づけがありま

す。 
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 今、その道徳の中で、どの項目をチョイスするか

というのは、ある意味、教員の、学校の自由で決め

られることになっています。教科になるということ

は、それが自由に決められなく、これをやりなさい

という形で、当然、いじめに対してはやるのですけ

れども、そこの部分は絶対にやりなさいという形に

変わります。これらの部分も入れながら、しっかり

道徳教育の中でいじめに対する道徳をしっかりと教

育していくというようなことを考えております。 

 これら、次年度以降でやることによって、さらに

環境が整うものというふうに考えておりますので、

御理解いただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、１２番

中瀬実君の一般質問を終了いたします。 

 暫時休憩といたします。 

 再開は、１０時４５分といたします。 

────────────────── 

午前１０時３０分 休憩 

午前１０時４５分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いします。 

 次に、９番荒生博一君の発言を許します。 

○９番（荒生博一君） 向山町長、３期目、大いに

期待をし、さきに通告しております２項目につい

て、町長の所信をお伺いいたします。 

 まず１項目め、十勝岳ジオパーク構想について。 

 上富良野町と美瑛町で十勝岳山麓ジオパーク推進

協議会を設立し、平成２９年度の認定に向けて活動

を行っているが、現在までどのような取り組みを行

い、どの程度進んでいるのか、取り組みの状況と、

今後の進め方について、町長の考えを伺います。 

 １点目、ジオパークのパンフレットによると、ジ

オサイトを選定し、ジオパークの見どころとすると

あるが、上富良野町では現在、具体的にジオサイト

はどこを想定するのか、お伺いします。 

 ２点目、ジオカフェや出前講座などで、町民の理

解者をふやすためにジオパークの周知を行っており

ますが、これまでどのような周知活動を行ってきた

のか。 

 また、今後は、ジオカフェや出前講座のほか、ど

のように町民に参画を求めていく考えがあるのか、

お伺いします。 

 ３点目、今年度中に申請書を作成し、平成２９年

度に申請すると聞いておりますが、現在、申請書の

作成状況はどのようになっているのか、お伺いしま

す。 

 ４点目、現在の上富良野町の推進体制はどのよう

な体制になっているのか。今までのままで十分と考

えているのか。 

 また、今後、上富良野町と美瑛町から職員を派遣

し、自治体から独立したジオパーク推進事務局の整

備が必要と思うが、町長の考えを伺います。 

 次に、２項目め、新しいにぎわいづくりについて

お伺いします。 

 近年、家族や地域、職場などでは、家族や地域の

絆が希薄化した、あるいは、職場の人間関係が希薄

になったなどの言葉が聞かれるが、最近では、もの

の豊かさより心の豊かさが重視されるようになって

きており、つながりは生活全般の満足度を高める効

果があると言われている。 

 そこで、当町に新しいにぎわいと町民のふれあい

をつくるため、盆踊りの復活と、収穫祭の充実、発

展を進める考えがないか、町長の所信を伺います。 

 １点目、盆踊りをまちとして開催することは考え

られないか。 

 ２点目、かみふらの収穫祭をかみふらのまるごと

プレミアムビールのビアガーデンとジョイントし、

町内外より数多くの集客を図ることにより、新しい

にぎわいづくりの創出と、町内消費の喚起、拡充が

期待されるよう、大きなイベントにしてみてはいか

がか、町長の所信をお伺いします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番荒生議員の御質問にお

答えさせていただきたいと思います。 

 まず、１項目めの、十勝岳ジオパーク構想に関し

ます４点の御質問にお答えさせていただきます。 

 １点目のジオサイトについてでありますが、現

在、十勝岳山麓ジオパーク推進協議会事務局におき

まして、日本ジオパーク委員会に提出する申請書を

作成しておりまして、申請書作成に当たりまして、

ジオサイトカルテの作成が必要であり、ジオ専門員

を中心に調査、研究を行い、カルテの作成を終えた

ところであります。 

 ジオサイトにつきましては、地質や地形に特徴が

あり、保全を図るとともに、活用すべき箇所とし

て、エリア全体で１８カ所、上富良野町内におきま

しては、大正火口や６２－Ⅱ火口の火口群を含む十

勝岳、ヌッカクシ火口、通称安政火口、化け物岩、

日の出ダムわきの十勝岳火砕流堆積物の溶結凝灰岩

の露頭、草分地区の十勝岳火砕流堆積物、波状丘

陵、吹上温泉、道道吹上上富良野線沿いの北町の大

正泥流堆積物の８カ所をジオサイトとして申請いた

します。 

 また、地学的なジオサイトのほか、生態サイトや

文化サイト、ビュースポット、学習施設などについ

ても、ジオパーク推進のため、指定を行ってまいり

ます。 
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 次に、２点目の、ジオパークの周知や町民の参画

についてでありますが、これまで周知活動として、

広報誌やポスター、パンフレットなどによる情報提

供を初め、今年度は５月に開催したジオフェスタな

どのイベントのほか、出前講座や各種イベントへの

参加によるＰＲ活動、児童生徒に向けた教育活動、

さらにはジオカフェなどを通じて、延べ１,０００

人を超える方々に十勝岳ジオパーク構想の意義や魅

力、また、住民参加の重要性などについて、積極的

に周知活動を行ってきたところであります。 

 ジオパーク事業の推進の要は、いかに多くの住民

の皆様と価値を共有するかということと認識してお

りまして、こういった観点から、まだまだ周知活動

やＰＲ活動を積極的に行うべきと考えていることか

ら、今後、ジオパーク講演会やフィールドワークな

ど、多くの方が興味を持って参加できるような催し

や講演活動などを引き続き進めてまいりたいと考え

ております。 

 また、ジオガイド養成も重要な要素でありますこ

とから、ガイド養成講座を構築するためのプレ講座

をこれまで６回にわたり実施し、ガイド養成プログ

ラムを本年度作成いたしましたので、次年度以降

は、広く町民の方に募集を図りながら、受講された

方に将来のジオガイドとして活躍していただけるよ

う、取り組みを進めてまいります。 

 次に、３点目の、申請書の作成状況についてであ

りますが、十勝岳山麓ジオパーク推進協議会におい

て、日本ジオパークの申請に関し、豊富な経験を有

します専門的事業者に作成を委託しておりまして、

既にジオサイトや地域の実態等の調査結果を踏ま

え、地学的な見地や現在の取り組み状況、保護、保

全の状況や、利活用等についてまとまりまして、現

在は、今後の推進計画等の最終的な整理段階にあり

ます。 

 今月中に第１稿が協議会に提出される予定であり

ますので、年明けには各部会の承認と総会の議決を

経まして、３月中には完成する見込みとなっており

ます。 

 次に、４点目の、推進体制についてであります

が、現在の協議会事務局は、行政内部において、地

域おこし協力隊を活用した専門員を含め、美瑛町３

名、上富良野町４名の、計７名の体制で構成してお

り、構想の推進、また、認定に向けた作業を行って

おり、その機能を果たしているものと理解をしてお

ります。 

 ジオパークにつきましては、認定がゴールではな

く、その後の推進による地域振興が重要であります

ので、認定後の推進体制のあり方につきましては、

両町において、本事業を通じた地域振興をどのよう

に図っていくか協議する中で、体制についても検討

されていくものと理解をしているところでありま

す。 

 議員御発言にあります、自治体から独立した推進

事務局の設置につきましては、一つの考え方として

は理解できるところでありますが、地域の貴重な自

然遺産を保全するとともに、それらを活用しなが

ら、教育や地域振興につなげていくことなど、行政

が主体的に取り組むべき事業、あるいは観光事業や

関連商品開発等、民間組織が主体性を発揮すること

でより成果が期待できることなど、その範囲は多岐

にわたっておりますことから、当面は現体制を維持

してまいりたいと考えておりますので、御理解を賜

りたいと存じます。 

 まずは平成２９年度の申請に向け、準備を進めて

まいりますので、引き続き皆様方の御支援をお願い

申し上げる次第でございます。 

 次に、２項目めの新しいにぎわいづくりに関しま

す２点の御質問にお答えさせていただきます。 

 まず１点目の、盆踊りにつきましては、近年まで

は４地区で開催されておりましたが、準備等にかか

る経費、担い手不足などの理由により、開催地区は

減少したものと伺っているところであります。 

 今年度におきましては、２地区で開催され、東中

地区のほか、市街地においては宮町、旭、東明の３

住民会の合同により開催され、多くの町民が参加さ

れ、盛大な催しとなっております。 

 まちといたしましては、盆踊りなどのにぎわいづ

くりは、町民の交流を促したり、地域の活性化を図

るためには大変意義のある催しととらえていること

から、現在は住民自治活動奨励事業補助金により支

援をしているところであります。 

 今後におきましては、盆踊りを含めた地域活動の

活性化、あるいは協働のまちづくりを推進する上に

おいて、現在の支援制度について、さらに使い勝手

を改善し、これら補助金等を活用して、積極的に取

り組んでいただけるよう、住民会長との懇談会や、

町民の方々からの御意見をいただきまして、にぎわ

いづくりの充実を図ってまいりたいと考えておりま

すので、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、２点目のイベントについてでありますが、

議員御発言にありますように、それぞれの特徴を生

かしつつ、相乗効果が期待できるイベントの統合、

合体は、より魅力あるイベントとしてグレードアッ

プされ、集客向上や満足度向上につながる有効な手

段の一つであると考えております。 

 御承知のとおり、来年は開基１２０年であり、町

民の皆様にとりまして印象深い１年となるよう、来

年度の予算編成を通じて、イベントの充実について
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も検討作業を進めているところであります。 

 まちといたしましても、来年度に向け、各種イベ

ントの団体や関係者に対し、積極的に働きかけ、魅

力アップや集客向上を図られるよう、ともに取り組

んでいきたいと考えておりますので、議員の御意見

も参考にさせていただきながら、イベントの充実を

通じた新たなにぎわいづくりを推進してまいります

ので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ９番荒生博一君。 

○９番（荒生博一君） １項目めの１点目、ジオサ

イトに関しての再質問ですが、御答弁では、現在、

８カ所、２９年度の申請に掲げるということでした

が、そのほか、まだまだ上富良野町には候補となり

得る、また、ジオサイトになり得る可能性を秘めた

スポットがあると考えておりますが、現在、８点の

ジオサイトの候補以外に、調査、研究を進めている

ところというのはどのぐらいあるのか、おわかりで

あればお答えいただけますか。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） ９番荒生議員の御質問

にお答えいたします。 

 ジオサイトにつきましては、今現在、ジオカルテ

を策定したのは８カ所ということで、この８カ所に

ついて、今、当面の申請には載せていきたいという

ふうに考えております。 

 議員御発言のように、ジオサイトは８カ所という

ふうに決まっているわけではございませんので、こ

の後、さらに調査を深めながら、そういうような極

めて地質的にも地学的にも貴重なようなもの等が発

見されるようなことがあれば、そういうものは随時

追加をしていくことはやぶさかではないというふう

に思っておりますが、今現在で新たに調査を進めて

いるような、そういう箇所は今のところはないとこ

ろであります。 

○議長（西村昭教君） ９番荒生博一君。 

○９番（荒生博一君） 次に、施設やスポット等、

指定後、この８カ所についてもそうなのですけれど

も、今後、申請を進めていく中で、案内板等々の整

備をどのように進めていくのか、答弁願います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番荒生議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 施設、あるいはそういった拠点となるような部分

につきましては、大きなハード整備ということを伴

うようなことは想定しておりませんが、しかし、そ

ういった拠点としてふさわしいような内容充実は、

これは必要だろうというふうに考えておりますの

で、例えば展示の仕方、あるいは案内の仕方、そう

いったものは早速取り組めますので、そういうとこ

ろからしっかりと、そういう拠点だということが理

解していただけるようなことは取り組んでまいりた

いと考えております。 

○議長（西村昭教君） ９番荒生博一君。 

○９番（荒生博一君） それでは次に、２点目の、

ジオパークの周知や町民の参画についての再質問を

させていただきます。 

 現在、ジオパークの講演会やフィールドワークな

ど、町民参画型の催しを行っているのは承知してお

ります。 

 このフィールドワークに関してお伺いしますが、

今までどのような団体と取り組んできたのか。 

 また、今後、どのような団体と連携をしていくの

か、お聞かせ願います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番荒生議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 これまでもジオパーク推進を図る上において、多

くの団体やグループの方々に御協力いただきなが

ら、フィールドワークなどを進めてまいりました。 

 これまでも、郷土を探る会の皆さん方、あるいは

フットパスをなさっているグループの方々、山岳

会、文化連盟など、多くの団体や組織の方々と、そ

ういった認識を共有し合ってきたところでございま

すが、さらに、冒頭のお答えでも申し上げましたよ

うに、まだまだ裾野の広がり方は十分でないと理解

しておりますので、そういった方々、これまでも御

協力いただいております組織や団体の方々も含めま

して、さらにフィールドワークを通じて、町民の皆

さん方に広くこの思いを共有していただけるよう

に、事業の推進を図ってまいりたいと考えていると

ころでございます。 

○議長（西村昭教君） ９番荒生博一君。 

○９番（荒生博一君） この周知活動に関してです

が、同僚議員の胸元にジオパーク構想の白いバッジ

がございまして、こういった缶バッジ等、今現在、

過去もそうですけれども、一部の方々にはお配りに

はなられているということですが、実際に出前講座

のオファーをされた団体の皆様に、もし推進員から

の丁寧な説明を聞いて、理解を深めたという証とし

て、皆様に差し上げるような、財源があればですけ

れども、今後、多分、申請書を作成し、４月にプレ

ゼンテーション、それから来年度の秋に認定が決ま

るか決まらないかという前に、その認定に際して、

そのジャッジをする専門の方が当町に無作為に訪

れ、無作為に町民の方にジオパークを知っています

かということで尋ねられるということは、昨年の私

の一般質問の回答でも御答弁をいただいておりま
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す。もしそんなときに、このバッジが胸元、もしく

は、例えば帽子をかぶられている、その帽子の横に

あると、その認定員の方が聞くまでもなく、ボトム

アップ型で、皆に周知され、理解されているまちだ

なということが目で見てわかるように思うのです

が、その辺のことを、済みません、お考えをお聞か

せください。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番荒生議員の、ジオパー

クのＰＲ等の手法に関します御質問にお答えさせて

いただきます。 

 議員が御発言いただいたような手法も、一つの方

法としては大変有効であるというふうに理解をさせ

ていただきました。缶バッジ、現在作成しておりま

すが、そういったものが有効なのか、あるいは複数

のものを組み合わせて、例えば、これは予算も伴う

ことから、直ちにできるかどうかは別にしても、そ

れぞれ御家庭にステッカーを貼っていただくとか、

あるいは車にステッカーを貼っていただくとか、一

つの方法だけではなくて、いろいろな方法を組み合

わせて、本当に町民の皆さん方にジオパークという

認識が広がっているということをお示しするのは、

自分自身の自覚も向上できますし、認識も向上する

ことができますので、ひとつ、どういうことができ

るのか、検討させていただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ９番荒生博一君。 

○９番（荒生博一君） ジオ関連では最後の再質問

になりますが、３月に申請書ができ上がりました。

そのでき上がった時点で、町民の代表である我々議

会に報告する考えがあるのか、お伺いします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番荒生議員の、申請につ

きまして、その前段のことについての御質問にお答

えさせていただきますが、申請そのものは、議員さ

ん方の議を経るというような作業を必要としている

わけではございませんが、どういうようなものを

もって申請できるようになりましたと、そういう情

報提供は可能な限りさせていただくことは、何もや

ぶさかでございませんので、どういうタイミングで

できるか、あるいはどういうところまで皆さん方に

お知らせできるか、それはちょっと課題といたしま

しても、皆さん方にそういう進みぐあい、中身をお

知らせすることは一向に構いませんので、時期を見

て判断してまいりたいと考えております。 

○議長（西村昭教君） ９番荒生博一君。 

○９番（荒生博一君） それでは、都度、進捗をお

聞かせ願えるということで確認させていただきまし

た。 

 次に、２項目めの１点目、盆踊りに関しての再質

問をさせていただきます。 

 近年までは４カ所、それから、本年度は東中地区

及び、昨年までラベンダー商店会が開催をしており

ました盆踊りに際し、どうしても商店街の予算等々

もなくなりましたため、町長の御答弁でありまし

た、町民生活課からの助成金を借りるに際し、その

実施主体が３住民会に改まり、何とかその盆踊りの

明かりをともすことが、ことし、できた経過にあり

ました。東中地区では１００名強、それから、３住

民会主体の盆踊りでは６００名強の参加者があり、

それぞれの場所等でにぎわいがあったということ

は、私も参加をいたしまして、確認はさせていただ

いております。 

 そんな中、例えば３住民会の盆踊りは、東児童館

の裏のグラウンドといいますか、フィールドを盆踊

り会場として、投光機等を設置し、また、出店のテ

ントも本当に２張り、３張りが、場所等の確保が限

界で、何となく私も３年間ぐらい、この場所で盆踊

りを実際に見て、それから参加して、感じてはいる

のですけれども、もう資金的な部分の限界というこ

とは十分感じ、それがゆえに、ことし、主体を住民

会に改め、補助金を活用させていただき、存続を図

れたのですけれども、以前、私は、このまちには３

０年前にはおりませんでしたが、それはもう、その

昔、大いにまちなか、中心に盆踊りがあったことに

より、にぎわいを見せていた。そんな中、あるとき

から、その盆踊り自体がが各地区に分散化し、それ

以後、継続して盆踊り自体がなされている中、いろ

いろな財源の理由等々において、結局は、昨年が

４、ことし、助成を受けて何とか２。このままで

は、この先、補助の助成対象も３年とかということ

での、それ以後の継続もあり得るかもしれません

が、もし可能性があるのであれば、再び古きよき時

代のように、まちが主催、主催は難しいかもしれま

せんが、実行委員会形式等々で、その昔のまちの盆

踊り復活の可能性というのがあるかどうか、お伺い

させてください。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番荒生議員の、盆踊りを

通じてのにぎわいづくりについての御質問にお答え

させていただきます。 

 盆踊りを例に挙げていただきました。私もかつて

のにぎわいの時代を体験もしております。非常にそ

ういったにぎわいの中から醸成される人と人とのつ

ながり、あるいはそういったものから育まれる地域

の連帯感、そういったものの効果は非常に大きいと

いうことは身をもって体験しておりまして、議員が

お話しされているとおりでございます。 

 しかし、時代背景とともに、そういったことが非
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常に薄れてまいりまして、とりわけ人材不足等によ

りまして、開催が難しくなってきている状況にござ

います。 

 しかし、私といたしましても、何としてもそうい

う住民参加型のイベント、花と炎の四季彩まつり

も、現在、大勢の方がおいでいただいて開催してお

りますが、住民参加型というようには、少し趣が違

うものですから、ぜひ盆踊りのような、そういった

にぎわい、まちがどういうお手伝いをできるか、例

えば自治活動の奨励補助金等を、そんなにハードル

が高くなく、もっと使い勝手のいいものにすると

か、あるいは公共施設、あるいは公共の場所を会場

にお貸しするとか、あるいは職員等のマンパワーが

お役に立つということであれば、そういうこともあ

わせてお手伝いしながら、そんな大きな塊ができな

くても、小さな塊でも結構ですから、そういったも

のを通じて、だんだん輪が広がっていくようなきっ

かけになれば、これはまた新たな経済活動も含めて

の大きな事業効果が期待できますので、ぜひまち

が、仮に上富良野町主催の盆踊りというような想定

をいたしますと、それはちょっとなかなかハードル

もあるかなと思いますが、一緒になって開くという

ことはそんなに難しいものではないというふうに理

解しておりますので、ぜひいろいろ御意見をいただ

きながら、途絶えることのないように、私も続けて

いけるようなことに力を貸してまいりたいと思って

おりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） ９番荒生博一君。 

○９番（荒生博一君） 町民の交流を促したり、地

域活性化に役立つという認識は共通でございますの

で、町長の今の御答弁ですと、やはり中心で１回で

行うということではなく、引き続き、本年度行われ

た東中地区及び３住民会、さらにまた、以前の４施

設、また、それに波及して、各地区で地区ごとに行

われるのが望ましいという見解でよろしいのか、お

伺いします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番荒生議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 私、申し上げたいのは、必要以上に大きな仕組み

を構想いたしましても、これは実行できなければ実

が上がりませんので、まず手の届くところから始め

ると。そしてやがては、議員がおっしゃってくれて

おりますような、かつて駅前で行われたような、あ

あいう大きなものにつながっていくこと、これはも

う大変望ましいわけですが、まず手の届くところか

ら始めていくのが、将来に向かっての礎になるので

はないかなと、そんな意味で申し上げたところでご

ざいます。 

○議長（西村昭教君） ９番荒生博一君。 

○９番（荒生博一君） この件につきましては、私

ども住民会の盆踊り等々に携わっている者として、

引き続きまち側からの多大なる御協力をいただきな

がら、明かりをともし続け、さらに大きなものに発

展できるよう、引き続き来年以降も頑張りたいと思

いますので、御支援、御協力、お願いします。 

 次に、２項目め、２点目の、収穫祭とまるごとプ

レミアムビールのビアガーデンとのジョイントの件

ですが、私自身、両イベントに、お客様としての参

加及び主催者側として食べ物を提供したりというこ

とで、この１１月に行われた、どか雪の降った翌日

の収穫祭も、数多くの町民の皆様が参加をいただ

き、餅まき等、懐かしい、何かかかわりというのを

実際に肌で感じて、すばらしいイベントだったと思

います。 

 また、ビアガーデンにおいては、町長も通り一遍

を通行止にして、あれだけの多くの方々がこのまる

ごとビアガーデンを楽しみに来られているというこ

とで、ちらっとその場でもお話はさせていただいた

のですけれども、このエリアが、また駅のほうまで

さらに伸びないかななどということをお話しされて

いたことを記憶しております。 

 そういった両イベント、それぞれ色が違いますけ

れども、ものすごい未知なる可能性を秘めていると

感じております。ぜひ来年、当町においては、記念

イヤーである開基１２０周年、このイベントを、こ

の二つのイベントが重なり合うのが好ましいのかと

いうことは、収穫の時期等々の問題や、いろいろな

ほかのイベント等で、これもあるのでちょっと厳し

いなということはあるかもしれませんが、ぜひ１２

０周年に向けて、こういったそれぞれのイベントを

少しずつ拡充、充実を図ることにより、上富良野の

ファン、もちろん町内ではなく、町外、もしくは道

外からも、上富良野を認知、また、知っていただく

ということにおいては、非常に可能性のあるイベン

トだと考えますが、まずはこの二つのイベントが重

なることの可能性、あるかどうか、お聞かせ願いま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番荒生議員の、イベント

についての御質問にお答えさせていただきます。 

 ことし初めて、皆さん方の御協力をいただきまし

て、収穫まつりを実施させていただくことができま

した。当初からこのお祭りにつきましては、将来に

大きく発展させる、まずパイロット的なイベントと

いうふうに私ども位置づけさせていただきまして、

その中からいろいろな課題を発見しようということ

で、ことし、開催させていただきました。多くのこ
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とを得ることができました。 

 さらに、議員からただいま御発言ありましたよう

な、他のイベントとのジョイント、これについて

も、私どもといたしましては、少なくとも私といた

しましては、上富良野の収穫祭を語る中で、やはり

ビールを抜かすということは、どうももの足りなさ

を感じておりまして、実は既に担当課を通じまし

て、サッポロビールさんのほうに、２回、夏のまる

ごとはまるごとといたしまして位置づけしておりま

すけれども、さらに秋にもまるごとを飲めるよう

な、そういう醸造対応が可能かどうか、既に実は打

診もさせていただいております。企業さんのほうか

らは、不可能でないというような、少しお話も伺っ

ておりますので、ぜひ、どういうようなボリューム

でできるかは別といたしまして、ジョイントさせた

いなということは考えておりますので、御理解賜り

たいと存じます。 

○議長（西村昭教君） ９番荒生博一君。 

○９番（荒生博一君） 私もサッポロビールさんに

おいては、例年、まるごとプレミアムビールを醸造

するに際して、空き樽を効果的に利用し、その季節

にあわせて、決められた酒量といいますか、それを

夏のいい時期に、町内外のお客様に、オール上富良

野を味わっていただくということで、続いている事

業と認識しておりますので、もし今の町長の御答弁

のとおり、秋口にまた再度、同じようなまるごとプ

レミアムビールができるのであれば、このジョイン

トというのは、もちろん農業の皆様の生産がキーに

なるわけですから、その収穫においては、やはり秋

口、ちょっとことし、１１月の頭の収穫祭、寒い、

雪が降っている、また、本当に外でやるイベントに

しては、ちょっとやはり時期的に厳しかったと思い

ますので、もし本当に可能であれば、９月もしくは

１０月、ドイツではビールのイベントとして、もう

皆様、世界的にも有名な、ミュンヘンのオクトー

バーフェストがあります。これはもちろんドイツ

ビールを使うということで、国内においてもそう

いった制限が多様な中、上富良野にはサッポロビー

ルさんという協力的な企業が点在しています関係

で、このまるごとプレミアムビールがございます。

おいしい豚肉もあります。名前こそはまだ仮称です

けれども、オータムフェストでも何でも構いませ

ん。ぜひ二つのイベントを集約し、町内外のお客様

が楽しめるような催しをやっていただければと思い

ます。もう一度最後に町長の思いをお聞かせ願いま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ９番荒生議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 ことしの収穫祭の時期を定めるに当たりまして

も、いろいろ諸条件を検証した中で決めさせていた

だいたわけでございますが、まず私といたしまして

は、多くの町民の皆さん方が気持ちに余裕を持って

お集まり、参加していただけるような時期、さらに

は、収穫祭でございますので、少しでも多くの農産

物が集約できる時期、さらには、農業者の方々が

ほっと一息つけるような時期、そしてさらに、お天

気にかかわらず、温かいところで、室内で存分に楽

しんでいただける、そういったもろもろのことを勘

案して組み立てをさせていただきました。 

 さらに、今お話のような、今度は新たなメニュー

も加えるということになりますと、どこが一番ベス

トな時期なのかということもこれから検討してまい

りますが、いずれにいたしましても、できれば、欲

張りですが、その全てを満足できるような時期を設

定して、さらにそういったバリエーションが豊富

な、そういう中身の収穫祭を、ましてや１２０年を

記念する年になりますので、そういう努力を続けて

まいりたいと考えております。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 以上をもちまして、９番荒生博一君の一般質問を

終了いたします。 

 次に、２番岡本康裕君の発言を許します。 

○２番（岡本康裕君） 向山町長、３選、当選おめ

でとうございます。 

 それでは、私は、さきに通告しました二つの項目

について質問をさせていただきます。 

 一つ目、市街地の活性化について。 

 今回については、駅前を中心とした活性化及び整

備についてお伺いいたします。 

 かつての上富良野町の中心としてにぎわいを見せ

ていた駅前を中心とした一帯は、今は空き地が目立

ち、また、商店も少なくなっている現状にある。 

 今までも商店街再開発、駅前再開発基本計画な

ど、さまざまな思案がなされてきたが、具現化する

ことなく今日まで来ている。 

 そこで、次の点についてお伺いいたします。 

 (1)これからのまちづくりにおいて、駅周辺をど

のようなとらえ方をしていくのか。 

 (2)鉄路で訪問される方々にとって、駅は玄関で

あり、そのまちのイメージにもなるが、観光の観点

から、駅周辺はどのような位置づけだと考えている

のか。 

 (3)平成２８年度の町長の執行方針で、新たな複

合的機能を有する拠点づくりが重要と表されていま

したが、駅周辺はその候補の一つに挙がっているの

か。 

 続きまして、２項目め、十勝岳の避難用シェル
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ターについてお伺いいたします。 

 平成２６年の長野県御嶽山の大噴火や、昨年の鹿

児島県口永良部島の大噴火は、活火山、十勝岳をい

ただく我がまち上富良野町においても他人事とは思

えません。 

 隣町の美瑛町には、最近、シェルターが新設され

たが、上富良野町側にはまだ設置されていない。 

 平成２６年度の決算特別委員会において、美瑛や

十勝岳裏側の新得町とも要望活動をしていく旨の発

言があったと記憶しているが、その後の活動内容と

今後の展望をお伺いいたします。 

 どうぞよろしくお願いします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ２番岡本議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、１項目めの、市街地の活性化に関します３

点の御質問にお答えさせていただきます。 

 １点目と２点目につきましては、駅周辺のとらえ

方、位置づけに関する御質問でありますことから、

関連があることから、一括してお答えさせていただ

きたいと思います。 

 議員御承知のとおり、駅及び商店街も含めました

中心市街地の整備に関しましては、町民や地域の

方々、関係諸団体にも協議に参加をいただき、幾度

となく基本構想や基本計画が策定され、一部事業実

施に向けた本格的な議論も行われましたが、市街地

中心部の歩道や中央コミュニティ広場など、部分的

な整備は行われたものの、構想に描く事業の実施に

つきましては、予算や地域内合意など、さまざまな

事情から、それぞれ断念し、現在に至っている経過

にあります。 

 また、駅はそのまちの顔でもあり、玄関であると

思っておりますが、今日までの経過も踏まえ、駅周

辺整備を核とした大型プロジェクトによる活性化策

は、客観的に判断いたしますと、大変難しい状況で

あると感じているところであります。 

 一方、議員御発言にもありますように、観光振興

の観点から、一定の駅前の整備は重要なポイントで

あることは私も同感でありまして、本町にお越しい

ただいた方々に対し、よいイメージが発信されるよ

う、環境美化など、必要な整備について、今後、Ｊ

Ｒも含め、関係者との意見交換を通じ、まちとして

の必要な役割を果たせるよう努めてまいりますの

で、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、３点目の複合的な機能を有する拠点づくり

についてでありますが、本町の潜在力を最大限に発

揮し、地域の活力創生を図るための拠点づくりは、

多くの町民も待望しており、大変重要な課題ととら

えており、本年度の執行方針においても、その思い

を述べさせていただいたところであります。 

 現時点におきましては、構想づくりに着手する準

備段階にあり、整備予定地などについては白紙の状

況であります。 

 今後、構想の実現に向け、広く町民や関係者の御

意見をいただき、構想づくり作業にも参加していた

だくことなども想定しておりまして、ぜひ皆様の御

理解、御協力をお願い申し上げるところでございま

す。 

 次に、２項目めの、十勝岳の避難用シェルターに

関する御質問にお答えさせていただきます。 

 議員御発言のとおり、御嶽山の噴火を踏まえ、多

くの登山客に親しまれている十勝岳におきまして

は、登山者の安全確保のため、シェルター整備はぜ

ひ必要ととらえており、平成２６年１１月に北海道

及び美瑛町とともに、登山道が国有林、さらには国

立公園内にありますことから、国の事業として実施

されるよう、中央要望を行ってきたところでありま

す。 

 その後におきましても、道内には２４時間常時観

測火山が十勝岳を含め九つあることから、北海道が

中心になって国へ働きかけていただくよう要請する

とともに、本年９月に行いました活動火山対策連絡

会議による要望においては、要望項目に本要望を盛

り込んだところであります。 

 また、機会をとらえまして、国の機関や地元選出

国会議員等に対し、必要性を伝えさせていただいて

おりまして、十勝岳は本町にとり重要な観光資源で

あり、安心して登山ができる環境整備は避けて通れ

ず、引き続き十勝岳の砂防事業や避難小屋整備など

とあわせて、実現を目指し、要望活動を進めてまい

りたいと考えておりますので、御理解を賜りたいと

存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ２番岡本康裕君。 

○２番（岡本康裕君） ただいま答弁いただきまし

た。 

 駅前ということで、過去に何度となく、こちらに

いらっしゃる先輩議員、ＯＢの方初め、同僚議員の

方からも質問が多数出ていた、過去を調べるとそう

いう実情がありますが、私、平成１２年３月からと

いうことで、都市計画マスタープランということ

で、過去、そういったことで、まちづくりというか

開発の部分で何か事業をやられていたときに参加さ

せてもらいまして、今から十五、六年前ですけれど

も、先ほどお伺いした駅をどう見るかということ

で、非常に悩んだ結果、ＪＲで来る方に対しては玄

関なのだけれども、車で来る人にとって、果たして

玄関なのかとかいう、そういう論争とか話し合いも
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中にはしていまして、今、行政は、町長おっしゃる

ように、玄関口ということで今回認識をさせていた

だいている次第ですが、都市計画マスタープランの

サブタイトルが、「どうしようもなく上富が好き」

という、すごいそのままのストレートなサブタイト

ルだったもので、その当時は一生懸命やらせていた

だきました。 

 それで、駅前については、およそ三つぐらいのこ

とについて提案というか、お聞きしたいことも含め

て三つありますが、一つ、大型プロジェクトはきつ

いということで、大規模な改修や再開発等々はきつ

いということだろうと思うのですけれども、観光振

興計画や商業振興計画もつくって、少しずつ実を結

んでいることもあります。 

 そういった中で、一つ目は、新規の出店者に対し

ての補助制度とかもありますので、駅周辺を特区と

言ったらちょっと言い過ぎかもしれませんけれど

も、そういったところに出店する人にとって、今ま

でよりも有利な内容で補助金等をつけるというよう

な、そんな考えもあるのかなと僕自身は思っており

ますが、そういう考えはないかどうか、ちょっとお

伺いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ２番岡本議員の、駅前周辺

に対します考え方についての御質問にお答えさせて

いただきます。 

 都市マスプランができた当時、実は私も議員とし

て経過を感じていたところでございまして、非常に

壮大な夢でありました。当時、振り返れば、国の経

済状況も、あるいは地方の経済も非常に右肩上がり

で、実現できると、そんなような印象を私も持った

１人でございました。 

 その後、大きく経済状況等、諸般が変わりまし

て、今日になっているわけでございますが、いずれ

にいたしましても、岡本議員から、鉄道を利用され

る方については玄関だけれども、車の方については

どうかなというようなこともありましたけれども、

いずれにいたしましても、上富良野に来られる方の

一つの玄関口であることは、これは紛れもないこと

でございまして、どのような形をもって駅前という

ものにハリを持たせるか、あるいは花を持たせるか

ということは、一朝一夕になかなかできるものでは

ございませんが、ただ、今、議員からお話ありまし

たように、エリアとしてどういうふうに育てていく

かということになりますと、これは私ども一行政が

主導して、なかなかなし得る、それは過去の歴史を

見ればおのずとわかりますが、やはり地域として、

民間の方々の力と行政とが一つになってなし得るこ

とは可能だと思いますが、そういった環境がつくれ

るかどうか、それらについては、少し時間を置い

て、その中を議論していかなければ、そう簡単に方

向づけができるものではないと。ただ、そういうこ

とに気持ちが一つになったときに、行政が応援する

ということは、これは当然するべきでありますの

で、そういう御理解をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ２番岡本康裕君。 

○２番（岡本康裕君） まさにそのとおりでござい

まして、行政が一方的に進言しても、関係各機関な

り、受け入れる町民側といいますか事業者側がその

気がないのであれば、つらい結果がもたらされるの

ではないかなということだと思います。それは同感

でございます。 

 あと、空き地等々、例えば行政が借り上げて、そ

こで、例えばにぎわいテントの横で建築士会の方々

がボランティアでイルミネーションなどをつけたり

しているのが、冬、やっていますよね。それを、駅

前の空いた土地を借り上げて、協働という形で、行

政、それからそういった諸団体、若者団体でもいい

ですし、例えば今やられている人材育成アカデミー

の方々と手をとってという形もできるのではないか

ななどと思っていましたけれども、そういったこと

もやろうと思えばできるのだと思いますが、そう

いった要請があった場合、行政はそういった要望に

は応えていくのかどうか、お答えください。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ２番岡本議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 それぞれ関係者の方々が思いを持って、新たな魅

力づくり等に対しまして思いを持たれていることに

対しましては、これはまちが応援する、あるいはま

ちも一緒になって実現していくということは、これ

は１００％、そのように向かうべきだというふうに

考えております。ぜひそういう熱い思いを聞かせて

いただければ、私どもとしてもありがたいというふ

うに感じるところでございます。 

○議長（西村昭教君） ２番岡本康裕君。 

○２番（岡本康裕君） ありがとうございます。 

 あと、駅前にあります、ちょっと勉強不足でわか

らないのですけれども、倉庫がありますよね。ああ

いったものも、ほかのまちは活用していたりもしま

すし、そういった、お金はかかるのですけれども、

大型プロジェクトではなくても、そういったところ

で工夫するということも少しできるのかなと僕は

思って見ていたり、若いころ、参加させてもらった

ときに考えていたのですけれども、同僚議員に聞い

たら、実際、使っているということなので、ちょっ

とそこら辺は難しいかなと思ってはいるのですが、

そういったような既存の建物だったりを利活用する
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というような考えも今後出てきた場合は、お互い一

緒にやっていくというようなことでよろしいかどう

か、お伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ２番岡本議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 議員御発言のような、そういうアイデア、あるい

はそういう御提言があった場合には、例えば所有者

の方々との折衝の窓口役を務めさせていただくな

ど、そういった、むしろ行政が前面に出ることでス

ムーズに進むものもやっぱり中にはあるかと思いま

すので、餅は餅屋で、役割を果たしていけるものに

ついては積極的に取り組みをさせていただきたいと

思います。 

○議長（西村昭教君） ２番岡本康裕君。 

○２番（岡本康裕君） それでは、(3)新たな複合

的機能を有する拠点づくりということで、回答いた

だきました。今のところ白紙だということでありま

すが、町長の執行方針を読んでから、私なりにとい

いますか、どういったところが候補地として上がる

だろうかということで、いろいろ自分なりに考えて

みた次第なのですが、例えば駅前もそうですけれど

も、駅裏の駐車場を含む広い土地だったりが一つ上

がるかなと。例えば日の出公園もあるかなと。複合

的施設ですので、駐車場が多くないとだめかなと。

防災も機能も含めるみたいなことを町長は語られて

いたので、そういったところで、幾つか町長が思う

ところなどというのは、言える範囲でお願いしたい

と思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ２番岡本議員の、複合的施

設についての点についての御質問にお答えさせてい

ただきます。 

 現在申し上げられるものは、本当に限定的でござ

いますけれども、私の思いとして受けとめていただ

くことがいいかなと思いますが、議員からお話あり

ましたように、どうしても外したくない機能、防災

機能、これは外したくないなと思っております。そ

れから、上富良野の産物の情報発信、観光情報の発

信、これらの機能も、これは外すことができないな

と思っております。あわせて、防災機能と連動いた

しますけれども、私の思いの中では、現在、富原に

あります農産物加工施設がございますが、ここが非

常に機器も古くなっておりまして、施設も非常に老

朽化しているというようなことから、そういった特

産品、あるいは特産物を町民の皆さん方が、事業用

ではなくて、そういった施設を活用して、関心を

持ってもらうような、そういう役割も、研修施設と

申しましょうか、これも外せないなと。それはなぜ

かというと、不幸にもそこが防災拠点として機能を

発揮せざるを得ないときに、そういったところが炊

き出し拠点に利用できるようなことも想定できます

ので、そういったことを考えますと、余り中心部か

ら距離があるところというのは、これはちょっとそ

ぐわないなというようなことから、どういったとこ

ろがいいかということは、具体的にまだ構想も持っ

ておりませんが、候補地となるようなところは、こ

れはイメージの中ではありますけれども、これは多

くの皆さん方から御意見をいただいた中で、いつか

の時点で決断をすると、そういうことになるのかな

というふうなことしか申し上げられません。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ２番岡本康裕君。 

○２番（岡本康裕君） 思いを今聞かせていただい

て、再認識したところでありますが、答弁にもいた

だきました、複合施設に関しての情報の共有であり

ますとか、協働と参画もうたっていますので、そう

いったタイミングというのは、いつごろがめどとい

いますか、それが３年後なのか５年後なのか、１０

年後みたいな遠くにはならないかなとは想像してい

ますけれども、その辺、語れるのであれば、町長か

らお聞きしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ２番岡本議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 御案内のように、実は総務課の中で、地域活性化

室が既に立ち上がっております。そこで、あるいは

産業振興課も含めて、全課横断的に、そういった前

作業を現在もう既に着手しておりますので、ぜひ２

９年度の中で、少し具体的な検討をする組織と申し

ましょうか体制と申しましょうか、そういったこと

をさらに少し役場を超えて、町民の皆さん方、組織

も含めて、議論に参画していただくようなことに、

２９年度には入れるかなというふうに、そこから、

いつをゴールにするかということを定めてまいりた

いと考えております。 

○議長（西村昭教君） ２番岡本康裕君。 

○２番（岡本康裕君） この点の質問に対しまし

て、最後の質問になるかと思いますが、こういった

駅前のみならず、駅周辺も含めて、５総はもうそろ

そろ終わりに近づいているということで、今度、６

次総合計画等々入ってきますけれども、そういった

ところに組み入れるようなことになるのかならない

のかだけお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ２番岡本議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 ただいまお答えさせていただいております複合的



― 58 ―

機能を持った施設につきましては、６次総の中でも

早期に実現できる位置づけにしていきたいと、そん

なふうに思っているところでございます。 

○議長（西村昭教君） ２番岡本康裕君。 

○２番（岡本康裕君） 続きまして、シェルターの

件について、３点ほどお伺いしたいと思います。 

 一つ目は、今、要望活動を鋭意されているという

ことで回答いただきましたが、それまでの間、既存

の山小屋を強化するということ、今、５万円ぐらい

でしたか、多分予算づけとしては、管理費ぐらい

だったかと思いますけれども、そういったところを

強化する考えがあるかどうか、お伺いします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ２番岡本議員の、十勝岳の

安全確保に対します御質問にお答えさせていただき

ます。 

 議員御案内のように、避難小屋につきましては北

海道のものでございまして、まちが主体的に対応で

きるものでございませんので、以前から北海道に対

しまして、避難小屋の窮状を訴えております。非常

に老朽化しておりまして、早期に改修してほしいと

いうことで申し上げておりますが、なかなか実現に

至っていないのが現実でございまして、粘り強く要

望しておりまして、山岳会などの皆さん方が本当に

献身的に維持してくれているのです。そういったこ

とも北海道にお伝えしておりますので、これからも

粘り強く要望してまいります。 

○議長（西村昭教君） ２番岡本康裕君。 

○２番（岡本康裕君） ありがとうございます。 

 ２点目、要望がかなって、仮に予算がついた場合

なのですけれども、シェルターの建てる位置だとか

規模だとかというのは、手元に練った案があるのか

どうか、お伺いします。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） ２番岡本議員の御質問

にお答えいたします。 

 まちにおきましては、先ほど町長から答弁させて

いただきましたように、平成２６年の秋に中央要望

させていただいております。その折につきまして

も、両町において、美瑛町は今、望岳台のほうに、

ああいう登山口といいますか、そこでのシェルター

というものができ上がっておりますけれども、上富

良野町が要望しておりますのは、雲仙普賢岳の状況

を踏まえた中で、登山道の中に必要なシェルターと

いうようなものを要望させていただいております。

当時の要望の中では、上富良野町内における登山道

のエリアに４カ所ほどの、火口からの距離等を踏ま

えた中で要望をさせていただいておりまして、それ

ぞれ稜線の地域、それから三段山の山頂付近という

ようなことで、３カ所、それぞれ登山道ですとか、

登山客の大体の入り込みの状況等を踏まえた中で、

場所、場所に応じて、２０人規模が避難できるよう

な施設であったり、６０人程度が収容できるような

施設、３０人程度が収容できるような施設というこ

とで、登山道の４カ所にぜひというような要望をさ

せていただいているところであります。 

○議長（西村昭教君） ２番岡本康裕君。 

○２番（岡本康裕君） ありがとうございます。 

 最後になりますが、登山者の安全安心を確保する

ため、シェルターのみならず、何かほか、安全策と

して考えていることがあればお聞きして、質問を終

わりたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ２番岡本議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 登山者の安全確保につきましては、御嶽山の事案

を受けまして、早急にまちといたしましては、まず

登山口の要所要所に安全を確保していただくような

啓蒙、さらには、記帳していただくことの徹底、さ

らには、各施設に登山者用のヘルメット、これらも

民間の方から御寄贈いただきまして、整備をさせて

いただいたところでございまして、究極は、やはり

申し上げましたように、登山道にシェルターがある

ことが望ましいというようなことで、これからも粘

り強く訴えてまいりたいと考えております。 

○議長（西村昭教君） よろしいですね。 

 以上をもちまして、２番岡本康裕君の一般質問を

終了いたします。 

 これにて、暫時休憩といたします。 

 再開は、午後１時といたします。 

────────────────── 

午前１１時５０分 休憩 

午後 １時００分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 午前中の一般質問に続き、午後から、１１番米沢

義英君の発言を許します。 

○１１番（米沢義英君） 私は、さきに通告してあ

りました点について、町長及び教育長に質問いたし

ます。 

 第１点目は、医療福祉施設の一体化整備について

お伺いいたします。 

 北海道新聞の報道では、町長の３期目の重点施策

として、まちにおける課題への取り組みについての

取材の中で、町立病院、特別養護老人ホーム、病院

の老人保健施設の一体的な構想のあり方があるとい

う方向性を示しました。この点についてお伺いいた
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します。 

 今後、消防施行令の一部改正に伴い、病院は、面

積にかかわることなく、スプリンクラーの設置が義

務づけられ、猶予期間として平成３７年６月までと

なっています。この点について、どのように対応さ

れるのか、お伺いいたします。 

 病院には、入院者がおりますので、安全が第一で

あり、早急な対策が求められると思いますので、見

解についてお伺いいたします。 

 二つ目には、町立病院の改築をし、病棟、老人保

健施設、特別養護老人ホーム等の一体的な複合的な

機能を持ち合わせた施設として、今後、整備をしよ

うとしているのか、その構想があればお伺いいたし

ます。 

 三つ目には、町立病院の改築となれば、当然、時

間も必要となります。 

 また、同時に、用地や財源の確保に対応した検討

委員会の設置も必要となると考えています。 

 さらに、ラベンダーハイツ等の今後の維持管理等

がどうなるかということも懸念されます。 

 どちらにしても、多くの問題、課題を含んでいる

以上、この点について、今後の町長の見解、対応に

ついてお伺いいたします。 

 二つ目には、富良野線の維持存続についてお伺い

いたします。 

 ＪＲ北海道では、赤字経営が続く状況の中では、

今後、路線の維持存続が困難だと表明し、１０路線

１３区間については廃止、あるいは上下分離方式と

いう案を打ち出しました。その中には富良野線も対

象となっていることが明らかになりました。 

 しかし、今、この富良野線においても、多くの方

が利用するというのが実態であります。車社会とい

う現状の中で、列車に乗る方が少なくなったとはい

え、通勤、通学、通院などで利用されている方がま

だいます。また、近年では、海外からの観光客も田

園風景を楽しみながら列車を利用するという方もふ

えるという状況の中で、大切な基幹的な路線であ

り、仮に廃止ともなれば、北海道や地域経済、住民

にも大きな影響を及ぼすことは明らかであります。

富良野線の維持存続は困難との発表に、多くの自治

体関係者や住民が不安に感じるのも当然ではないで

しょうか。 

 ＪＲ北海道においては、路線維持のために、この

間、どのような経営努力をされてきたのか、こう

いった点でも情報の公開が極めて不鮮明であり、当

然、住民にとっても納得できる説明がされていない

という思いはあるのではないでしょうか。 

 このことを訴えて、次の点について質問いたしま

す。 

 富良野線は、住民や関係自治体にとって、なくて

はならない交通機関であり、まちは路線維持存続の

のために、各自治体や国、北海道などの関係機関と

の連携が一層必要になると考えていますが、町長は

どのようにお考えなのか、お伺いいたします。 

 二つ目には、ＪＲ北海道からの路線維持のための

具体的な計画案、素案らしきものが上富良野町に示

されているのか、この点についてお伺いいたしま

す。 

 次に、国保税の引き下げについてお伺いいたしま

す。 

 上富良野町の国民健康保険の加入状況は、平成２

７年度で１,６５６世帯、２,９５８人となっていま

す。この加入者の多くは、所得の少ない世帯である

と同時に、多くの自営業者が含まれるという状況で

あります。 

 国はその状況を踏まえて、低所得者に対する軽減

措置として、市町村に財政支援を実施するというこ

とを決め、もう既に国保支援金が交付されるという

状況になっています。 

 国保支援金は、２０１５年度で、国において１,

７００億円、２０１６年度においてもほぼ同額が措

置されたと聞いています。 

 また同時に、上富良野町には約２,６００万円が

２年間にわたって交付されているという実績があり

ます。 

 その活用方法としては、国民健康保険税の引き下

げに活用してもいいという文書があります。まちに

おいては、その支援金を活用して、高いと言われる

国民健康保険税の引き下げを直ちに実施すべきと考

えますが、この点についての町長の答弁を求めま

す。 

 次に、中学校までの医療費の無料化について伺い

ます。 

 上富良野町においては、生活困窮者を対象にした

医療費の無料化枠の拡大を実施、きのう、条例が提

案され、可決されました。施策の一環として大切で

あると考えます。 

 しかし、子育て中のお父さんやお母さん方から

は、医療費の無料化を中学校まで拡大できないのか

という声のほうが要望多数という状況であります。

ある方は、子どもが体調を悪くし、すぐ病院に行

き、そして検査をしなければならない。また同時

に、薬などをもらうと１万円を超えてしまう。ある

方は、子どもが体調が悪くなって、費用負担のこと

を考えるときに、受診を控えようと思うけれども、

そうもいかない。子どもの体調のことを多くの人た

ちが負担で悩むという現状はあります。子育て中の

お母さんは、多くの費用負担に悩まされている現状
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です。今、上富良野町に求められているのは、こう

いったところに対してきっちり支援することではな

いでしょうか。 

 また、費用負担が軽減されれば、１人でも子ども

を多く産みたいという声も、さまざまな声がありま

す。これは決してわがまま、勝手なことと言い切る

ことはできないのではないでしょうか。自然なこと

であり、当然なことではないでしょうか。 

 日本国憲法第２５条では、健康で文化的な最低限

の生活を営む権利がうたわれています。中学生まで

の医療費の無料化拡大をすれば、生活が大変な世帯

にもその恩恵かあるわけですから、この点を十分考

慮して、今後、どのようにされるのか、まちの見解

についてお伺いいたします。 

 次に、中学生の指定ジャージの無償給付について

お伺いいたします。 

 私はこの間、中学生の指定ジャージの無償給付に

ついて質問してきました。しかし、就学援助の拡充

や、部活動など、スクールバス運用の拡充を行って

いる、現在は考えていないという教育長の答弁であ

ります。 

 今、一部の自治体では、指定ジャージを入学のお

祝いとして給付する、あるいは、教育費の保護者負

担軽減のために、給食費や進学するための学費の給

付制度を設けるなど、多様な保護者の負担軽減策を

とるという状況になっています。 

 今、多くのまち、自治体でも、貧困問題が盛んに

叫ばれるようになり、こういった点でも、負担軽減

というのは当然ではないでしょうか。 

 日本国憲法第２６条には、教育を受ける権利及び

義務教育の無償化がうたわれています。このことを

考えれば、十分検討に値するものだと私は考えま

す。 

 以上のことを述べて、町長及び教育長の見解を求

めます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 まず１項目めの、医療福祉施設の一体化整備に関

する３点の御質問にお答えさせていただきます。 

 １点目のスプリンクラーの設置についてでありま

すが、平成２５年の福岡市の診療所火災で、死者１

０名、負傷者５名と、多くの死傷者が発生しました

ことから、平成２８年４月から、スプリンクラーを

入院機能のある病院及び診療所に、原則として延べ

面積に関係なく設置が義務づけられました。 

 スプリンクラーの設置につきましては、既存の病

院などは平成３７年６月まで適用を猶予されており

ますが、現在の町立病院への設置につきましては、

病院の全体に設置する必要がありますことから、そ

の工事費用について、おおむね２億円弱が見込まれ

ていることとあわせ、工事期間も約６カ月を要し、

診療、入院と、全てにわたり支障を来たし、病院運

営に大きな影響が生じることが想定されておりま

す。 

 御承知のとおり、町立病院は昭和５４年１２月に

建設され、築３７年を経過していることから、老朽

化に加えて、病室やトイレ、外来診療室の中待ち合

いの配置など、現状では患者さんのプライバシー保

護の対策も十分ではなく、快適な医療環境が確保さ

れていない状況にあり、これらのことを踏まえます

と、現在の町立病院へのスプリンクラー設置は無理

があるものと認識をしております。 

 次に、２点目の町立病院の改築と、３点目のラベ

ンダーハイツの維持管理の御質問につきましては、

関連がありますことから、一括してお答えさせてい

ただきます。 

 町立病院は、外来部門と一般病床４４床と、医療

機関併設型の介護療養型老人保健施設２８床を病院

と一体で運営しており、ラベンダーハイツは入所者

５０名、デイサービス２５名、ショートステイ１０

名の規模で運営をしております。 

 ラベンダーハイツは昭和５９年建設で、築３２年

を経過しており、市街地からも遠く、町立病院との

距離も２キロあり、また、個室化等の整備も行って

おりません。 

 医療施設と福祉施設の一体的な整備に関しまして

は、大きく２点について、十分な検討が必要ととら

えておりまして、１点目といたしまして、ハード面

におきましては、現在はラベンダーハイツ入所者の

定期の診察の健康管理については町立病院の医師が

出向いており、また、急変時の救急車の利用など、

搬送の時間的なロスについてもネックとなっており

ます。これらの不安除去等も必要と思われます。 

 また、医療施設と福祉施設の併設につきまして

は、同一建物内では、並列型、積層型、混在型、ま

た、同一施設内では、分棟型、併設型などがあり、

機能的な施設配置が期待できるものであります。 

 ２点目は、ソフト面における人的資源の有効活用

であります。将来、町立病院の医師や看護師、医療

技術者などのマンパワーが、町内全体にとりまして

重要な医療資源となることが想定されますことか

ら、医療と福祉の一体的な整備を図ることにより、

医療従事者と福祉従事者の連携も強化されまして、

マンパワーの活用や、患者さんや入所者へのサービ

スの向上も図られるものと思われます。 

 これらのことにより、町立病院の診療体制や病床

数などの規模につきましては、平成２７年７月に北
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海道が定めました北海道地域医療構想策定方針の動

向を見極め、また、ラベンダーハイツの規模や配置

などにつきましても、今後、総合的見地から検討を

行い、平成３１年からの第６次上富良野町総合計画

において位置づけが必要と考えているところであり

ます。 

 いずれにいたしましても、本構想の具体化に向け

ましては、議員御質問にありますように、用地、財

源等、多くの課題を内包しており、検討委員会等の

設置も当然必要になってくるものと推察しておりま

す。 

 なお、ラベンダーハイツの今後の維持管理に関し

ましても、現状分析を含め、安定的な経営が図れる

よう、一定の方向性を探ってまいりたいと考えてお

りますので、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、２項目めの、ＪＲ富良野線の維持存続に関

する２点の御質問についてでありますが、関連があ

りますので、一括してお答えさせていただきます。 

 議員御発言のとおり、ＪＲ北海道が単独では維持

することが困難な線区として発表した１０路線１３

区間に富良野線が含まれておりますが、富良野線

は、通勤、通学、通院など、多くの地域住民に利用

されている生活路線として、また、ノロッコ号の運

行など、多くの観光客にも利用されている地域振興

路線として、いずれも大変重要な路線であり、将来

も含め、廃止などは全く考えられないものと受けと

めております。 

 ＪＲ北海道からは、７月２９日に発表した持続可

能な交通体系のあり方、また、１１月１８日に発表

した単独では維持困難な線区について、当町へ概要

説明がありましたが、内容的には、具体的な計画や

方法などについては白紙であり、今後、関係自治体

等と協議をさせていただきたいとのことでありまし

た。 

 私といたしましては、そもそもＪＲ問題は、北海

道全体の公共交通ネットワークのあり方について議

論されることが前提であるべきと理解しておりまし

て、現段階において、一自治体として個別の協議に

応ずる考えは持ち合わせていないところでありま

す。 

 北海道におきましても、北海道全体の課題として

検討チームが設置されており、今後の推移を見守っ

てまいりたいと考えておりますので、現時点で今後

の対応について町民の皆様へ情報提供する状況でな

いことを御理解賜りたいと存じます。 

 次に、３項目めの、国保税の引き下げに関する御

質問にお答えさせていただきます。 

 国から交付されます保険基盤安定負担金は、保険

税負担能力の低い低所得者層の加入割合が高い国民

健康保険者に対し、保険税軽減相当額について公費

で補てんする制度であり、国保税の引き下げを目的

としたものではないことを御理解賜りたいと存じま

す。 

 本制度に基づきまして、まちにおきましても、今

年度、１,５３２人の低所得者に対しまして、保険

税の２割、５割、７割軽減を実施し、総額７,５０

４万円を軽減させていただいたところであります。 

 次に、４項目めの、中学生までの医療費の無料化

に関する御質問にお答えさせていただきます。 

 中学生までの医療費の無料化につきましては、本

定例会において、乳幼児等の医療費助成に関する条

例の一部改正について上程させていただいておりま

すが、まちといたしましては、子育て世帯における

低所得者世帯に対して支援するため、平成２９年４

月から、市町村民税所得割非課税世帯に対し、中学

生までの通院、入院に係る医療費について、全額助

成を行うよう改正いたしました。 

 本制度は、子どもの成長過程において、所得状況

などの家庭環境により、子どもの疾病の早期発見、

早期治療に支障を来すことのないよう、医療費負担

の軽減を図り、子どもの健康づくりと子育て支援を

拡充させていくものであります。 

 御質問の、中学生までの全ての子どもの医療費無

料化につきましては、これまでも申し上げておりま

すが、統計的にも中学生からの医療費は急激に低下

している状況にあります。 

 しかし、その中でも、特に支援が必要な子どもに

対しましては、各種公的制度等で補完されておりま

すことから、まちといたしましては、健康づくり推

進のまちとして、子どもたちの健康増進を図るた

め、子育てステージの各分野において、必要に応じ

た切れ目のない支援策を講じることが重要と考えて

おりますことから、中学生までの全ての子どもの医

療費無料化につきましては想定していないことを御

理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） １１番米沢議員の５項目

めの、中学生の指定ジャージの無償給付に関する御

質問にお答えいたします。 

 学校での教育活動に要する費用のうち、学習指導

上で授業などに用いる教材で、個人に帰属する経費

につきましては、保護者に負担を求めているところ

であります。 

 経済的理由によって就学困難と認められる児童生

徒に対しましては、新入学学用品、進級時学用品、

学校給食費の援助のほか、平成２４年度から、ＰＴ

Ａ会費、生徒会費、クラブ活動費を就学援助の対象

に加え、支援の拡大を行うとともに、昨年度からは



― 62 ―

中体連の大会以外の部活動にもスクールバスの利用

範囲を広げ、保護者負担全般の中で軽減を図ってき

ているところでございます。 

 今後におきましても、現在の支援策を継続しなが

ら、保護者の教材費などの経済的負担軽減につい

て、研究、検討をしてまいりたいと考えております

ので、御理解を賜りたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 質問いたします。 

 医療、福祉の一体化整備についてお伺いいたしま

す。 

 まず１点目には、町立病院へのスプリンクラーの

設置の件についてお伺いいたします。 

 平成３７年の６月までという形で設置の猶予期間

があるということを述べられております。義務化に

なったかというふうに思います。 

 ただ、この答弁書によりますと、現在、工期等、

入院されている方のことを考えた場合に、大きな支

障があるという形で、難しいという形になっており

ます。 

 そうしますと、このまま放置されるのかというこ

とが問題になるかというふうに思いますが、この点

はどのようにお考えなのか、お伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の、病院の

スプリンクラー設置に関します御質問にお答えさせ

ていただきます。 

 議員からただいま御発言ございましたように、診

療、入院を維持したまま、現在の施設を維持したま

まの中で、スプリンクラーの設置工事を仮に実施い

たすと想定しますと、全館にわたるものですから、

入院体制、あるいは診療体制に非常に支障を来し

て、それがひいては病院経営にも大きな影響を及ぼ

すというようなことで、なかなか現在の病院の施設

の中に追加工事をするというのは難しいのではない

かなというような意味でございます。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） そうしますと、このまま

いくということで、特にこの点になりますと、義務

づけられているけれども、それはやらないというこ

とになれば、どうなのですか、反することになると

思うのですが、そこら辺は問題があると考えます

が、お伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の御質問に

お答えいたしますが、義務化されたものを逃れると

いうような想定は毛頭ございませんので、当然、安

全策を講じる、どういう方法をもって講じるかとい

うことの検討になろうかと思います。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） そうしますと、恐らくそ

こまでは考えていらっしゃらないのかなという、こ

の答弁を読みますと思うのですが、具体的にもしも

仮にスプリンクラーを設置しないとした場合の安全

策というのはどういうふうに位置づけになっており

ますか。一般的な防災マニュアルに基づいた、それ

ではなくて、きちっと具体的な対策をとれるよう

な、そういった個別の対策というのも当然必要にな

るかというふうに思いますが、その点はどうでしょ

うか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の御質問に

お答えいたしますが、現在の施設をそのまま病院と

して存続させる、利用していくということになりま

すと、当然、心配事がどうであれ、設置を免れるも

のではございませんので、現在の病院の施設を維持

した中でスプリンクラーを設置するということは非

常に投資効率、投資行政効果を考えると、非常に難

しいというような意味で御理解いただきたいと思い

ます。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 私が聞いているのは、投

資効果云々ではなくて、それにかわるようなきちっ

とした安全対策がとられるのかということを聞いて

いるのですよ。そこをお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の御質問に

お答えいたしますが、私のお答えしている意味をそ

のまま受け取っていただければよろしいかと思いま

すが、３７年６月まで猶予されておりますスプリン

クラーの設置を、現在の病院をそのまま生かしてい

くということにおいては、これは、もしそういう前

提を持つとすれば、スプリンクラーは設置すること

になります。しかし、そういう形が、果たして将来

を考えてみたときにどうかということも一方では私

の中にあるということでございます。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） そうしますと、一体的な

取り組みという形の中で、平成３１年から６次の上

富良野町総合計画における位置づけが、一体的な整

備構想の取り組みを実施するとすれば、位置づける

ことが必要だというふうに書かれております。 

 そうしますと、書かれているだけで、やるともや

らないともいうふうな表現にはとられないのです

が、これはきちっと位置づけるという形で受けとめ

ていいのですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 
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○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 方向づけを、今後、第６次総合計画の中で位置づ

け、方向づけをしていきたいということでございま

すので、今の現時点において、どちらに方向を決め

たということは申し上げる段階でないということを

御理解いただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 全体の文章を読みます

と、こういうことは考えているけれども、きっちり

と私の頭の中にはそれらしきものはあるけれども、

きっちり決めることはできないということなのです

ね、これ、そういうことですね。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の御質問に

お答えいたしますが、さまざまな検討要素が、私の

思い、一存で進むものではありませんし、そういっ

たさまざまな御意見、御議論を経た中で、こういっ

た行政施策というのは定められていくものでござい

まして、私としての思いはあったにいたしまして

も、それは今ここで申し上げて、そういうふうに理

解されることによる誤解を招くようなことは申し上

げられませんので、現段階では、先ほど申し上げま

したように、私の思いとしては持っているものはあ

りましても、多くの要素を加味した中で方向づけを

させていただきたいということでございます。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） トップの方の意見という

のは重みがあります。恐らくここの中でいろいろな

検討をして位置づけるという方向で、もう既に検討

委員会だとかいろいろ立ち上げて、進めましょうと

いう形になれば、一般的な今までの動きを見ていれ

ば、そういう方向で職員の方も持てる力を発揮でき

るのだというふうに思います。そこで町長がぐらり

ぐらりぐらり、どっちでもない、こっちでもないと

いうことで言っていれば、どっちつかずで、結局何

もなさずに終わってしまうという形になるというの

が一番問題なのですよ、町長。トップだから、その

責任のもとで、しっかりとした指示を出せば、そう

いう方向に動くのではないですか、職員の方も。だ

から、そうなると、このスプリンクラーに対するか

わりの安全対策も持ち得ていないということであれ

ば、何をやるのかということで、はっきり私は理解

できないのですが、この点、きちっと表明できます

か、位置づけるという形で。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の御質問に

お答えいたしますが、認識の持ち方の根本的な部分

がどうも違いかあるようでございますので、堂々巡

りのお答えは避けたいと思いますので、これまで申

し上げてきたとおりでございます。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 何回言っても、なかなか

町長、理解されないので、私は、少なくとも町長と

いうことであれば、それだけの認識を持っておられ

て、一定の思慮深く物事を判断して、こういった一

体的な構想というのを、あのインタビューに答えた

のだと私は思っているのです。 

 今、話を聞いたら、思っているだけ、具体的な話

については、いろいろな関係があるから、私として

はなかなか表明できる立場ではないというようなこ

とであれば、ただインタビューに答えて、思いだけ

で突っ走ってしまうということになるのかなという

ふうに私は思うのですけれども、そんな無責任なイ

ンタビューに対する答えというのもないですし、ま

た、将来にわたってまちをつくる責任者としての病

院経営のあり方や安全を確保する点で、非常に不見

識なことではないかなというふうに思うのですが、

この点、確認しておきます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の御質問に

お答えいたしますが、報道の一断面をとらえて、そ

れについて私がさらにそれにつけ加えて説明をする

というような性格のものと、報道というものは一部

分である場合もあるでしょうし、あるいは報道側の

思いも含まれる場合もあるでしょうし、それをこの

議場で議論するというようなことは、私としては生

産性のある議論ではないというふうに理解している

ところでございます。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 町民の人たちは、思いだ

けだとか、思いは大切だと思います。先ほど同僚の

議員も言われたように、夢だとかそういうのは非常

に大切だと思います。しかし、町長になれば、その

夢のほかに、具体的に何をするのかということを、

やっぱり道筋をつけて、初めて認められるのではな

いかなというふうに思います。この点、時間もあり

ませんので、何回も繰り返しませんが、余り構想的

なものというのは持ち得ていないということでよく

わかりましたので、ただ、このスプリンクラーの設

置義務があるということを考えれば、それなりの安

全の担保というものがなければならないということ

を訴えておきたいと思います。 

 次に、富良野線の維持存続についてお伺いいたし

ます。 

 富良野線の維持存続については、多くの住民が不

安に感じています。なぜかというと、この間、ＪＲ

北海道に至っては、日高線の復旧工事が全然進まな
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かったという問題や、また、ＪＲ北海道、分割民営

化になったときに、基金という形の中で、その運用

益から赤字分を補てんするという仕組みがとられま

した。しかし、金利の低下などによって、なかなか

運用益が上がらないという形になってきています。 

 もう一つは、この間、ＪＲはいろいろな形で努力

して、経営のための赤字を出さない努力をしてきた

と言っていますが、町民や住民、道民にとっては、

どう努力してきたのかということも一切わからない

わけです。情報の公開がないわけです。 

 分割民営化後、住民に負担をかけていないのかと

いうことであれば、当初の路線から大幅にもう既に

線路が減ってきていますから、そういった点でも十

分住民に負担を押しつけて、バス路線への転換とい

う形。 

 そういう状況の中で、やはり問われているのは、

住民にわからない中で、一方的な赤字だから廃止す

るというところが、やっぱり私、問題だというふう

に思います。 

 そこで、きょう、北海道新聞を読んでいました

ら、１２日の富良野市の市議会で、単独では維持が

困難と伝えられたＪＲ富良野線に関して、沿線自治

体と協議を始めたところでありますという形で、能

登市長が答弁しているわけですけれども、この点

は、そういう方向で今いっているという形で確認し

てよろしいですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の、ＪＲ問

題に関します御質問にお答えさせていただきます

が、きょう現在、ＪＲの存続に対します協議等につ

いての富良野市さんからの打診なり動きというもの

は、現在のところ一切ございません。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） そうすると、この新聞報

道、能登市長が答弁したことについては、こういう

ことはないということで、もう一度確認いたしま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 私のところにはそういった

問い掛けはございません。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） それはそれとして、どち

らにしても、関係機関や沿線で、やっぱり連絡協議

会等、つくるかどうかは別としても、この問題に

しっかりと向き合う環境をつくることが必要だとい

うふうに思いますけれども、この点についてはそう

いう方向で今後検討されようとしますか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） まだまだ判断するには十分

な情報もいただいておりませんし、北海道からの考

え方もお聞きしておりませんので、今ここで断定的

に申し上げる段階ではない。ただ、私の思いとし

て、ＪＲをオール北海道として交通、鉄路の維持と

いうのは、これは共通の願いでございますので、そ

の点だけは申し上げておきたいというふうに思って

おります。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） どちらにしても、ある程

度方向性が打ち出されました、それが確実なものか

どうかという点で、私もよくわからないところがあ

ります。いずれにしても、廃止か、あるいは上下分

離方式という形の方向では進んでいくのだろうとい

うふうに思っています。 

 そこで、そういう状況で進むということを想定し

ながら、いろいろな対応が求められているのだろう

と思います。それは、国、道に対してのやっぱり支

援策、あるいは自治体に存続を求められた場合、ど

うするのかということも含めた協議機関設置という

のは、今後、見据えた中で想定されるものだという

ふうに思いますが、今後の動向いかんによって、

今、わからないということで否定するのではなく

て、そういう方法もあるのではないかというところ

の見解についてお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の、ＪＲ問

題に関します御質問にお答えさせていただきます

が、現在、むしろ米沢議員のほうが情報をお持ちの

ようでございまして、私、それだけの情報を持ち合

わせておりませんので、今後どういう展開になる

か、今、北海道のほうからきちっと考えが私どもの

ほうにいずれ示されてくるのかなというような状況

にありますので、むしろ米沢議員のほうが情報を

いっぱいお持ちのように、今承ったところでござい

ます。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） いずれにしても、町長、

この答弁の中にも書かれているように、基幹路線と

してきっちり位置づけられて、多様な観光客もノ

ロッコ号等に多く利用されていると。通勤、通院の

方もいらっしゃるということで、これの負担が重く

かかるということになれば、やっぱり地方自治体の

運営も思うようにいかなくなるという課題もありま

す。やはり根本的には、こういった赤字路線を生み

出した新幹線等の延伸等が、やっぱり大きな負担

に、ＪＲ北海道の負担になってきておりますので、

そういうものも含めて、ＪＲ北海道の責任、国、道

の責任、費用負担、今後のあり方、やっぱりそうい

うものを積極的に行政としても訴えていく必要があ
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るのではないかというふうに考えておりますので、

この点、そういった認識を町長が持っていらっしゃ

るということで確認したいと思いますが、よろしい

ですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の御質問に

お答えいたしますが、基本的な考えというのは、冒

頭の答弁でお答えさせていただいたとおりでござい

ます。やはり住民生活、あるいは観光、産業振興等

を考えますと、やはり特にＪＲ富良野線の存続は抜

きには考えられませんので、この点は崩すことな

く、これからもしお話し合いの場だとか、あるいは

協議の場が設けられたときには、しっかりと述べさ

せていただきたいと思います。 

 あわせて、先ほども触れさせていただきました

が、こと富良野線だけが残ればいいというものでご

ざいませんで、これは函館から根室、稚内まで、全

てオール北海道でネットワークというものが構築さ

れて、初めて価値が生まれてくるものでありますの

で、そういう観点から私も臨んでまいりたいと考え

ております。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） ＪＲ北海道は、この鉄路

が公共交通機関の役割を担っているというところが

非常に薄いということで、いろいろな検討委員会の

中でも指摘されたという報道が耳に入ってきており

ます。私も、別に特にこの富良野線だけを存続しろ

ということではなくて、全体に物流、流通にかかわ

る、非常に経済にとっても大きな打撃を与えるもの

ですから、オール北海道にかかわるやっぱり振興策

や、あるいは地域自治体の振興策を考える必要があ

るというふうに思っています。 

 そのことを述べて、次、国民健康保険税の引き下

げの問題についてお伺いいたします。 

 答弁の中では、１,５３２人の低所得者に保険税

の２割、５割、７割軽減をしているという形の、実

施しているのだということで答弁されております。

総額７,５０４万円ですかね、という形になってお

ります。 

 お伺いしたいのは、国が示した国民健康保険税の

財政支援の拡充についてというところの文書があり

ます。そうしますと、この横出しになっている部

分、これが拡充部分として、今回、財政支援とし

て、全ての自治体に来ているのだろうというふうに

思います。ですから、私は、こういうお金があると

すれば、これを活用して、負担軽減につなげる、こ

れが必要だということを言っているのです。 

 まちの答弁では、確かに７割、５割、２割軽減に

充てています。しかし、この充て方が問題なので

す。交付金、いわゆる一般財源、国からのいろいろ

な支援金を充てて、負担軽減に従来どおり充ててい

ます。その上に、今回は約２,６００万円来ている

わけですから、その部分を負担軽減に充てれば、さ

らに引き下げることが可能なのですよということ

で、国もそういう方向性を示しています。 

 ですから、私は、そういう財源を一般会計のかわ

りに、いわゆる持ち出しが減っているということで

す、要するに。ですから、軽減は名目上はなってい

ます。しかし、実質、なっているのかということに

なれば、なっていないというのが現状かというふう

に思いますが、このことを考えたときに、私は、

きっちりと引き下げの方向に回すべきだというふう

に考えています。 

 例えば上富良野町の所得階層別の世帯を見た場合

に、８割以上が、やはり２００万円以下の世帯で占

められるという形で、約１,２１５名ぐらいの世帯

の方が、平成２７年度の決算では、そういう所得の

少ない世帯で占められているという状況です。その

ことを考えたときに、年金、わずか月額３万円で生

活している人、４万円で生活している人たちがたく

さんいるわけです。やはりそういうことを考えたと

きに、こういうお金を活用して、実質、軽減に結び

つける、これが今、行政の仕事だというふうに思い

ますが、この点はそのようにお考えになりません

か。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の御質問に

お答えさせていただきますが、多分、議員がお話し

されておりますのは、保険者等への支援に充てる基

盤安定負担金のことをお話しされているのかなとい

うふうに思っておりますが、これらにつきまして

は、きちっと使途が、私ども国保を運営する保険者

への支援分、さらには保険料の軽減者に対する補て

ん分、そういうような中で、ルールに基づいて使途

を明確にしているところでございまして、平たく申

し上げて、一般財源のような使い方で使えるよう

な、そういう支援金というものは交付されている状

況にないというふうに理解をしておりますので、少

し押さえ方が違っているのかなというような印象を

持っているところでございます。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） どちらにしても、そうい

うお金が来ているということは明らかなので、決算

を見ても、１５、１６と２,６００万円来ています

から、その分を十分活用すべきだというふうに思い

ます。この点、何回言っても、嫌だ、嫌だというこ

とで、一般会計からの繰り入れもしていません。大

雪、旭川だとか美瑛だとか、広域連合でつくってい
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るところがあるのですが、こういうお金を使って、

負担軽減を実際にやっている自治体が、数はそう多

くありませんけれども、あります。そのことを考え

たときに、やっぱりトップである町長の決断一つ

で、一般会計からの繰り入れも合わせながら、軽減

ができるということを示しているのだろうというふ

うに思いますが、確認しておきます。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（鈴木真弓君） １１番米沢議員

の、基盤安定負担金の仕組みについての御質問にお

答えいたします。 

 実は米沢議員から御質問いただいております、保

険税の引き下げに使えるという御質問をいただいて

おりますが、この保険基盤安定負担金というのは、

あくまでも低所得者対策にかかわる国民健康保険税

にかかわる軽減を目的として自治体に交付されてお

ります。 

 内訳としましては、議員発議のとおり、保険者支

援分と保険料軽減分と分かれており、保険者支援分

については、当町におきまして２,８２８万８,００

０円、今年度予算で特別会計にまちから繰り入れを

させていただいています。なお、保険料軽減分につ

きましても４,６７５万２,０００円、町長が先ほど

答弁を申し上げましたとおり、合計、合わせまして

７,５０４万円を、実は特別会計のほうに繰り入れ

をさせていただいております。 

 その内訳としましては、国の財源、道の財源、ま

ちも４分の１、公費補てんということで、財源を繰

り出しし、特別会計に補てんさせていただき、なお

かつ、それを低所得者の１,５３２人について軽減

をさせていただいたところでございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） いずれにしても、軽減対

策を速やかにやっていただきたいというふうに思っ

ていますので、ぜひよろしくお願いいたします。 

 次、無料化についてお伺いいたします。医療費の

無料化であります。 

 これは何回も質問しておりますけれども、なかな

か首を縦に振らないという状況であります。 

 先ほどの中でも、お母さん方は中学校までの医療

費無料化をぜひ実現してほしいという形の声が上

がっております。まちはトータルでやっているか

ら、子育て支援というのはそれに特化することはで

きないということで、今回、こういう形になりまし

た。 

 しかし、１人でも、子育て、やっぱりこういう費

用負担の軽減制度があれば、子どもを産みたいとい

う方もたくさんいらっしゃいますし、私はもっと、

ただ自分たちの思いだけではなくて、こういう人た

ちのやっぱり積極的な声を聞いて、負担軽減に生か

す必要があるというふうに思いますし、また、そう

すれば、別に低所得者対策という形でしなくても、

そういう人たちも全て網羅できる、こういった制度

が中学校まで拡充されれば、あるいは小学校まで、

通院、入院も拡充されれば、そういうことの恩恵が

等しく受けられるのではないかなというふうに思い

ます。先ほども言いましたが、憲法の中でも、国民

は等しく必要最小限の生活を営める権利を受けるこ

とができるのだということを考えれば、こういう形

の中でこそきっちりとした制度を、他の予防対策、

子育て支援とあわせて、その一つの中にきっちりと

位置づけることが必要だというふうに思います。こ

の点、確認しておきます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番米沢議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 何度もこの件に関しましてはお答えさせていただ

いておりますが、同じ繰り返しになりますけれど

も、私といたしましては、やはりまち全体の行政運

営を考えるときに、やはり適正な負担のもとに、広

く町民の皆さんが等しく公平感を持って行政サービ

スが受けられる仕組みというのは、これは崩すわけ

にはまいりません。そういった意味で、負担が可能

なところはそれぞれ負担をし、支え合いながら、他

の行政サービスもなるべく公平に行き渡るように、

そして、しかも、やはり負担することが困難だ、あ

るいは非常に御苦労されているという部分について

は、これまでも申し上げておりますように、しっか

りと状況を把握して、支えていくということが行政

運営の大前提だというふうに私は考えておりますの

で、そういったことをトータルで組み立てていると

いうことで、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） 段階的に小学校まで引き

上げる用意はありますか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） そういうことが可能かどう

か、まだまだ検討を加える必要があると思いますの

で、今ここで即答する状況ではございません。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） いつも歯切れの悪い答弁

で、非常に困っているわけで、ぜひいろいろな形の

中で、しっかりとまちの中を歩いていただいて、ど

ういう思いで生活しているのかということをぜひ聞

いていただきたいと思います。 

 次に、中学校の指定ジャージの問題ですが、前回

も教材費の経済的負担軽減、研究、検討してまいり
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ますというようなニュアンスのことを言われたかな

というふうに思いますが、私は、この問題に対して

も、確かにこの間、入学、進級など、就学援助に対

するＰＴＡとかクラブ活動費の支援強化されてきま

した。また、スクールバス等の利用拡充もされてき

ました。 

 また同時に、一方で、こういった指定ジャージに

対する負担に対して、やっぱり保護者負担、教材負

担の軽減の一環として、今回、自治体で進められて

いる自治体がありますので、上富良野町としても、

やはりこういったところに対する支援の強化という

のが、今これだけ、他のものだけではなくて、新た

につけ加えることが必要だと思いますが、この点、

今後どのように検討されるのか、お伺いいたしま

す。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） １１番米沢議員の御質問

にお答えいたします。 

 この件については、議員のほうからも言われてい

ましたけれども、何度も質問していただいて、何度

も同じようなお答えをしているところでございま

す。その意味では、もう少し前向きなことが言えた

らいいなというふうな部分もありますけれども、原

則論がございます。公費負担、私費負担の原則、こ

れは法律で、先ほど議員のほうからも言われており

ましたけれども、義務教育の無償化という中で、

しっかりと今までの歴史を積み重ねている状況であ

ります。 

 また、教育費の中のパイというのが、予算の枠と

いうものはおおむね決まっております。どちらかを

上げればどちらかを減額しなければならない、スク

ラップ・アンド・ビルドという言葉がありますけれ

ども、一定の予算が決められている中で、いろいろ

な施策を新たに打っていくということは、どこか減

らさなければならなし、まち全体で見れば、パイが

決まっていますので、出れば、どこか減らすと、そ

ういう形で予算が成り立っている。国の経済が非常

にいい状態であって、ばんばん伸びているときであ

れば、いろいろな施策展開はきっと可能だなと思い

ます。 

 無償のジャージの給付について、だめだというこ

とは申し上げません。低減をできるということは非

常に重要なことだなというふうにとらえております

が、そういうもろもろの事情があると。予算、こち

らをふやせば減るという部分で、そういう部分も、

どれが一番今求められているものかというものを

しっかりと見極めながら、教育費の中で必要と思わ

れる分に重点を置く形で、保護者の負担の低減を

図っていけるような対応を今後も続けていきたいと

思いますし、さらに研究して、検討してまいりたい

と考えておりますので、御理解をいただきたいと思

います。 

○議長（西村昭教君） １１番米沢義英君。 

○１１番（米沢義英君） ぜひ研究、検討をしてく

ださい。機械的な話ではなくて、やはり本当に子ど

もたちがこの上富良野の中で成長できるような、そ

ういう教育環境であったり、町政の運営であったり

ということが、今、非常に生活困窮する中で、求め

られていますので、その点、訴えて、終わりたいと

思います。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、１１番

米沢議員の一般質問を終了いたします。 

 次に、１０番髙松克年君の発言を許します。 

○１０番（髙松克年君） さきに通告してあります

１項目３点について、町長にお伺いします。 

 国民健康保険制度の改正について。 

 平成３０年度より国民健康保険制度が変わること

により、次の点をどのように考えているのか、お伺

いします。 

 一つ、本町の国保加入者の所得水準が、管内町村

の下位に位置づけとなっていますが、これについ

て、町長はどのように考えているのか伺う。 

 ２、保険料、保険税は、現在との比較でどのよう

に変わるのかを伺いたいと思います。 

 ３として、保険者努力支援というのがありますけ

れども、平成２８年、２９年に特別調整交付金から

支援されるとのことでありますけれども、まちに具

体的な数値が、現在、この１２月になって、その数

値が示されているのかをお伺いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番髙松議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 まず、国民健康保険制度の改正に関する３点の御

質問にお答えいたします。 

 国民健康保険制度は、平成３０年度から新たな制

度に移行し、北海道が財政運営責任者となり、道内

自治体の国保保険者で構成されます。北海道全体で

国民健康保険財政を運営するため、全国に先駆け、

本年１１月１日に、平成３０年度に向けての国民健

康保険事業費納付金について、仮算定が示されたと

ころであります。 

 まず１点目の、本町の国保加入者の所得水準につ

いてでありますが、平成２６年度決算に基づき公表

されました北海道内の１人当たり医療費と所得の分

布図におきまして、本町は全道の国民健康保険者の

所得水準におきまして、全道平均値は上回っており

ますが、上川管内におきましては平均値に達してい
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ないところであります。 

 被保険者の所得水準につきましては、それぞれの

市町村の職業別構成や、年金受給者割合などによっ

て大きく変動するものと理解しており、年度によ

り、その位置づけはさまざまであり、単年度の状況

をもって特に判断を必要とするものとは思っていな

いところであります。 

 次に、２点目の、保険税の現在との比較について

でありますが、これまでは市町村単位で保険税の決

定、賦課を行い、自治体ごとの医療費水準や年齢構

成、所得水準等が勘案され、運営してきたところで

あります。 

 しかし、平成３０年度からは、市町村は一定の基

準を用いた案分方式による納付金を北海道に納付す

るため、各自治体では納付金に必要な額について、

これまでと同様に賦課、徴収することとなります。 

 また、保険給付費は、全額北海道から交付金とし

て拠出されます。 

 北海道として、１１月１日に仮算定結果が公表さ

れましたが、今回の仮算定におきましては、本町の

１人当たりの納付金による保険税必要額はマイナス

０.５％と算定されており、制度開始の平成３０年

度の算定は、平成２８年度分が算定基礎となります

ことから、今回の仮算定は今後の議論のための試算

として示されたものであります。 

 今後も納付金算定に当たっては引き続き注視する

とともに、情報収集を図ってまいります。 

 次に、３点目の保険者努力支援制度についてであ

りますが、国では平成３０年度から、約７００億円

から８００億円の財政規模で実施する予定と伺って

おります。 

 前倒し分として、平成２８年度、平成２９年度の

２カ年について、特別調整交付金の一部を活用し、

財政支援するとのことですが、現在のところ、具体

的な数値は示されていないところであります。 

 また、保険者努力支援制度の指標につきまして

は、保険者共通では、特定健診及び特定保健指導、

糖尿病等の重症化予防等６項目、国保固有の指標と

いたしましては、保険税の収納率、医療費通知の取

り組み等５項目が候補として評価されるとの情報は

ありますが、まだ具体的な指標は決定していないこ

とから、引き続き情報収集に努めてまいります。 

 なお、本町におきましても、平成３０年度、新制

度移行に向けて、北海道の事務作業に対応して準備

を進めてまいりますので、御理解を賜りたいと存じ

ます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） 町長は、上川管内の平均

値に達していないどころか、下から３番目なのです

ね、町村の中では。所得水準が低いということが何

を意味するか。今後、全道が一つの国保となったと

きに、現在の保険税でも厳しい状態になるのではな

いかと思うのですけれども、どう思っているのか、

伺いたい。 

 また、現在の保険税の世帯主の構成割合が、給与

世帯が３９.２８、営業９.２８、農業が１０.５

８、年金等が４０.８６となっている上富良野の現

状を見るときに、町長は、大きな変化はないもの

と、また、この状況の中であれば、この比率が変わ

ることによれば、町村によっては大きな変化をする

のではないかと書いてありますけれども、大きな変

化は、現状のところ、この上川管内においても、構

成比がそのように大きく変わる町村があるとは思わ

れないのです、町村の中では。であれば、これが大

きく変わるということはないのではないか。 

 また、この中で言われている、２割の世帯で４割

を見据えながら所得水準を押し上げていくとするな

らば、同僚議員も先ほど質問していましたけれど

も、我がまちの産業基盤と言われる農業、営業の所

得が上がらないことには、十分な保険税の確保は難

しくなるのではないかというふうにも思われます。

所得の向上はもちろん一朝一夕にできるものではな

いことは我々も経験していることなのですけれど

も、いつまでたってもこの水準から脱しきれないよ

うな状況になったら、全道一円となったときにも厳

しい状況に置かれるのではないかと思うのです。ほ

かの町村でも、町村からの繰り入れをしてどうにか

間に合わす。 

 今問題になっていますけれども、やはり赤字を町

村が補てんしているがゆえに、それを平準化すると

きに、かなり重い負担を強いることになるというこ

とも話題になっています。そういうことからして

も、この水準から脱出するためには、このままの現

状でよいと思っているかどうか。また、まちの経済

にも大きく影響するのではないかというふうにも

思っているわけです。今以上の所得の向上策を行わ

なくてはならないのではないかと思うのですけれど

も、年金受給者は国の制度上の変化で大きく変わっ

ていくのではないかということが懸念されますし、

給与所得者にしても、このまま上富良野のこの状態

で、果たして、産業基盤が十分だとは言えませんか

ら、これが大きく変わっていくということは考えに

くいと思うのですけれども、町長の考えをお伺いし

たいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番髙松議員の御質問に

お答えさせていただきます。 



― 69 ―

 私もちょっと理解不足なのか、お尋ねの主語が、

保険税なのか、まちの所得水準を述べられているの

か、ちょっと私、どうも理解が十分できないのです

が、所得水準が、この分布図の位置が下位にあるか

ら、保険税の算定において有利、不利とか、そうい

うものは生じてきませんので、純粋に上富良野の所

得の職業構成等を見たときに、こういう分布にある

ということで、これによって何か影響を受けるとい

うような認識は持っていないところでございます。 

○議長（西村昭教君） １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） そのような中で、所得水

準を押し上げられないと、納めていく健康保険税に

対しても負担が重くなるということはないというこ

とですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番髙松議員の御質問に

お答えいたしますが、先ほど米沢議員のときに、

ちょうどそういった御質問を受けまして、お答えし

たとおりでございますが、そういった低所得者に対

します税負担の軽減は、国において行われておりま

すので、この分布図から見て、その負担云々という

ことにはつながっていくものでないというふうに理

解しております。 

○議長（西村昭教君） １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） 上富良野はそのような状

況の中にあって、今の状況が豊かな状況だというふ

うに町長はとらえているというふうにとらえていい

のですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番髙松議員の御質問に

お答えいたしますが、この分布図からそういったも

のを導き出すものでは私はないというふうに理解を

しておりますので、ぜひ御理解いただきたいと思い

ます。 

○議長（西村昭教君） １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） 道のほうでも、この構成

比率とかというのも出しているわけです。それらを

見ても、大きな変化をしているというふうには考え

られないわけです。非常にこれからの状況の中で、

やはりこの水準を押し上げていくことが、自分とし

てはこのまちにとっても大事なことで、また、生活

者にとっても大事なことなのではないかというふう

に思っているわけです。 

 次に、この中で、構成比の中で、先ほども同僚議

員が言いましたけれども、２００万円以下の所得の

構成が７２％を占める国保の中で、現在、課税され

ているのが平均で１１万１,６９８円というふうに

なっているわけですけれども、これは決して小さな

数字だというふうには、この所得の水準から言えば

思うのですけれども、これでもこのまちは、言うよ

うに、豊かなまちだというふうに言えるのですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番髙松議員の御質問に

お答えいたします。 

 先ほども申し上げましたが、この所得、産業の活

性度をおしはかるような数字として私どもとしては

受けとめておりませんし、冒頭のお答えでもお答え

させていただいておりますが、試し算で仮算定の中

でも、上富良野町の国保税の水準はマイナス０.５

％ということで、全道の保険者百六、七十の中で

も、私はベスト５に入るぐらいの、非常に適正な課

税の水準にあるというふうに理解しておりまして、

特にここから何か、もちろん保険税は低くなること

が望ましいので、これは一方では負担感を軽減する

ための所得水準を、産業構造を強くしていくという

ことは、これは一方ではわかりますが、まちの保険

税のあり方、この分布図等から導き出されるもの

は、そういったものにつなぐものではないというふ

うに申し上げておきます。 

○議長（西村昭教君） １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） 先日、１１月１日に仮算

定ということで出されている数字を見ても、ことし

の平均税額よりも１万７,７７３円高くなっており

ます。これらあたりがそのままいくというふうには

もちろん考えづらいものはあるのだろうと思うので

すけれども、この水準で新しい保険制度に変わって

いったときにも、まちはこのままで押していける、

この数字でいけるというふうに思っているのでしょ

うか、どうでしょう。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番髙松議員の、国保税

に関します御質問にお答えいたしますが、北海道が

国保の運営者となっても、それぞれ各町村において

は、従来の賦課、あるいは算定を行っていきますの

で、標準的なものは示されてまいりますが、それぞ

れ町村で、現在と申しましょうか、町村で運営して

いる国保の基本は維持されますので、そのような御

理解をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） 町が今、単独で行ってい

る保健事業について、道は直接的に行う意思がない

ように受け取れるような発言が、前回の道の運営協

議会の中で道が発言しているのですけれども、これ

は実際に、やはり道は直接的には行うつもりはない

というふうに考えていいのでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 暫時休憩します。 

────────────────── 

午後 ２時１９分 休憩 
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午後 ２時２０分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩を解いて、会議を再開

いたします。 

 １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） では、質問を続行したい

と思いますけれども、保険者努力支援については、

まちは健康なまちづくりを掲げ、現在も十分に町民

にアピールし、多くの貴重な財源を投入してもらっ

ていますけれども、努力支援にのらないとしたら、

努力の成果が、今言われているこの中である５項

目、それらあたりがこの努力支援の中にのらないと

したら、まちは今後も続けていかなければならな

い、我々も見ていて、やはり重要な課題だというふ

うに思うのですけれども、今後、これらあたりにつ

いても、どのような方法でこれからも続けるつもり

なのかをお伺いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番髙松議員の御質問に

お答えさせていただきますが、多分、保険者のイン

センティブに対する御質問かなと思いますが、これ

については、国のほうから指標が示されておりま

す。全ての保険者共通のもの、あるいは国保固有の

もの、これらについては指標として示されておりま

すので、これはこれからも制度がスタートしたあか

つきにはしっかりと反映されていくものというふう

に私どもは理解をしているところでございます。 

○議長（西村昭教君） １０番髙松克年君。 

○１０番（髙松克年君） 今の言葉などを受けて、

今後、道の動き、自分も十分な資料を取りそろえる

だけの調べがなかったというのは申しわけないとい

うふうに思います。 

 今後、道の動き、まち側も町民にしっかりと伝え

ていくこと、また、町民の税負担軽減についても十

分に積極的に道に働きかける、今言われているよう

な保険者支援云々のことについても、十分にやっぱ

りアピールをしないと、通じていかなければ、言っ

たらあれだけど、全体の中にこれだけ大きな分布の

中ですから、道もあのときに言っていたのですけれ

ども、周辺部が中央を助けるような形になる可能性

が十分にありますよと。そのことについては皆さん

も声を上げてくださいということが言われていまし

たけれども、それらをまちにもぜひお願いしたいと

いうふうに思うことと、やはり町民が、町長が言わ

れるような、本当にここに住んでよかったと思える

ようなまちにするためにも、このことは大きな、重

要な課題だと思いますので、周知をよろしくお願い

したいと思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、１０番

髙松克年君の一般質問を終了いたします。 

────────────────── 

◎休会の議決 

○議長（西村昭教君） お諮りいたします。 

 議事の都合により、１２月１５日から２１日まで

の７日間を休会といたしたいと思います。これに御

異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、１２月１５日から２１日までの７日間を

休会とすることに決しました。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告             

○議長（西村昭教君） 以上で、本日の日程は全部

終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 あすの予定につき、事務局次長から報告いたさせ

ます。 

 事務局次長。 

○事務局次長（岩﨑昌治君） 御報告申し上げま

す。 

 １２月２２日は本定例会の最終日で、開会は午前

９時でございます。定刻までに御参集賜りますよう

お願い申し上げます。 

 以上であります。 

午後 ２時２４分 散会 
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午前 ９時００分 開議  

（出席議員 １４名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１４名でございます。 

 これより、平成２８年第４回上富良野町議会定例

会３日目を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局次長。 

○事務局次長（岩﨑昌治君） 御報告申し上げま

す。 

 議会運営委員長、総務産建常任委員長及び厚生文

教常任委員長から閉会中の継続調査として、配付の

とおり申し出がございました。 

 以上のとおりでございます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名について行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     ９番 荒 生 博 一 君 

    １０番 髙 松 克 年 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程追加の議決 

○議長（西村昭教君） 日程追加についてお諮りい

たします。 

 本日、総務産建常任委員長から議案第８号上富良

野町農業委員会の委員の定数を定める条例について

の委員会審査報告が提出されました。これを日程に

追加し、直ちに議題といたしたいと思います。これ

に御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議案第８号を日程に追加し、直ちに議題

とすることに決しました。 

────────────────── 

◎追加日程第１ 議案第８号 

○議長（西村昭教君） 追加日程第１ 議案第８号

上富良野町農業委員会の委員の定数を定める条例を

議題といたします。 

 議案第８号について、総務産建常任委員長の報告

を求めます。 

 総務産建常任委員長、中澤良隆君。 

○総務産建常任委員長（中澤良隆君） ただいま上

程されました議案第８号の件につきまして、報告さ

せていただきます。 

 総務産建常任委員会付託事件審査報告書。 

 本委員会に付託された事件について、審査の結

果、次のとおり決定したので会議規則第７７条の規

定により報告する。 

 平成２８年１２月２２日。 

 上富良野町町議会議長、西村昭教様。 

 総務産建常任委員長、中澤良隆。 

 記。 

 事件名、上富良野町農業委員会の委員の定数を定

める条例。 

 １、審査の内容と経過。 

 平成２８年１２月１３日開会の平成２８年第４回

上富良野町議会定例会に提案された議案第８号上富

良野町農業委員会の委員の定数を定める条例は、１

２月１３日付で本委員会に付託された。 

 その後、平成２８年１２月１３日及び１９日の２

日間にわたり本委員会を開催し、慎重に審議を進め

た。 

 審議に当たっては、農家戸数、耕地面積、農業委

員定数、農地売買及び賃貸借等の推移、また、近隣

市町村の農業委員数などの実態把握に努めた。さら

に実際に農業者が農業委員定数についてどのような

考えを持っているか、各委員により１２月１３日か

ら１９日の間、地域に出向き３３人への意向把握を

行った。 

 その結果は、北海道の試算によると上富良野町農

家戸数は１０年後に現在の農家戸数約３００戸が半

減し、１５０戸程度になると発表している。平均で

毎年１５戸が離農し農地の流動化が約３００ヘク

タールに上ることが想定され、今後、農地の流動化

が収まるまでは農業委員会の最大の使命である農地

の集約化、適性化の業務が増大するものと考えられ

ることから、現状においては、町提案の１３人の農

業委員が必要かつ適正と認め、原案のとおり可決す

べきものと決定した。 

 なお、農業委員の定数については、今後の農地の

流動化の実情と農業委員の活動状況を見きわめ適切

な時期に再検討すべきと考える。 

 以上、報告といたします。 

○議長（西村昭教君） これから委員長報告に対す
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る質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑なしと認めます。 

 これで委員長報告に対する質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 討論なしと認めます。 

 お諮りいたします。 

 本件に対する委員長報告は原案可決であります。 

 委員長の報告のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、総務産建常任委員会に付託審査しました

議案第８号上富良野町農業委員会の委員の定数を定

める条例は、委員長の報告のとおりと決しました。 

────────────────── 

◎日程第２ 議案第１３号 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 議案第１３号日

の出公園施設の指定管理者の指定についてを議題と

いたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（佐藤清君） ただいま上程いただ

きました議案第１３号日の出公園施設の指定管理者

の指定につきまして、提案の要旨を御説明申し上げ

ます。 

 公の施設であります日の出公園施設、吹上温泉保

養センター、上富良野町パークゴルフ場の３施設に

つきましては、上富良野町公の施設に係る指定管理

者の指定手続条例及び同条例施行規則の規定に基づ

き、指定管理者による管理運営を行っているところ

でありますが、本年度末をもって現指定期間が満了

することから新たに平成２９年４月から５カ年の指

定管理者を指定しようとするものであります。 

 本年１０月１１日から１１月１０日の１カ月間を

公募期間とし募集したところでありますが、日の出

公園施設につきましては現在の指定管理者と同じ株

式会社上富良野振興公社１社のみの応募となりまし

た。このため、当該事業者の適正の有無を観点に３

回にわたる選定委員会での協議を経て、候補者とし

て選定しましたので、同事業者を指定管理者として

指定したくお願いするものであります。 

 以下、議案を朗読し提案の説明とさせていただき

ます。 

 議案第１３号日の出公園施設の指定管理者の指定

について。 

 日の出公園施設の指定管理者を次により指定する

ため、地方自治体法第２４４条の２第６項の規定に

より議会の議決を求める。 

 記。 

 １、公の施設の名称と所在地。 

 名称、日の出公園施設（日の出公園、日の出公園

オートキャンプ場、上富良野町営スキーリフト） 

 所在地、空知郡上富良野町東１線北２７号。 

 ２、指定管理者となる団体の名称。 

 住所、上富良野町大町２丁目２番１１号。 

 団体名、株式会社上富良野振興公社。 

 代表者、代表取締役田中利幸。 

 ３、指定の期間。 

 平成２９年４月１日から平成３４年３月３１日ま

で。 

 以上、提案説明とさせていただきます。御審議い

ただきまして議決賜りますようお願い申し上げま

す。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） ございませんか。 

 なければ、これをもって質疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１３号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第３ 議案第１４号 

○議長（西村昭教君） 日程第３ 議案第１４号吹

上温泉保養センターの指定管理者の指定についてを

議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 産業振興課長。 

○産業振興課長（辻剛君） ただいま上程いただき

ました議案第１４号吹上温泉保養センターの指定管

理者の指定つきまして、提案の要旨を御説明申し上

げます。 

 公の施設に係る指定管理者による管理運営の経過

等に関しましてはさきの議案第１３号と重複する部

分もありますので、一部説明を省かせていただきま

すが、吹上温泉保養センターにつきましては現在の

指定管理者である株式会社上富良野振興公社とトラ

ンスポーター株式会社の２社からの応募があったと

ころであります。選定に当たりましては、事業計画

の実行性や施設の円滑な運営を観点として、提出さ
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れた申請書類の内容及びプレゼンテーションでの両

者の比較、評価など選定委員会での協議を経て、株

式会社上富良野振興公社を候補者として選定しまし

たので、同事業者を指定管理者として指定したくお

願いするものであります。 

 以下、議案を朗読し提案の説明とさせていただき

ます。 

 議案第１４号吹上温泉保養センターの指定管理者

の指定について。 

 吹上温泉保養センターの指定管理者を次により指

定するため、地方自治方第２４４条の２第６項の規

定により議会の議決を求める。 

 記。 

 １、公の施設の名称と所在地。 

 名称、吹上温泉保養センター 

 所在地、空知郡上富良野町国有林上川南部森林管

理署４２５林班及び４２６林班。 

 ２、指定管理者となる団体の名称。 

 住所、上富良野町大町２丁目２番１１号。 

 団体名、株式会社上富良野振興公社。 

 代表者、代表取締役田中利幸。 

 ３、指定の期間。 

 平成２９年４月１日から平成３４年３月３１日ま

で。 

 以上、提案説明といたします。御審議いただきま

して議決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ９番荒生博一君。 

○９番（荒生博一君） 今回の指定管理者の指定と

いうことで、５点ほど確認の質問させていただきま

す。 

 まず、今回の指定管理者選定委員会のメンバーを

教えてください。 

 次に、１１月１８日金曜日に第３回選定委員会に

おいて２事業者の応募があり、応募事業者によるプ

レゼンテーションと選定委員会からの質疑等があっ

たとおっしゃいました。このプレゼンテーションと

は、本来、相手に企画や商品、アイデアなどを説明

するという意味の言葉ですが、今回の場合はこのよ

うな内容のプレゼンが行われたのかどうか確認いた

します。 

 次に、落選の通知についてですが、評価項目の数

値は記載されていたでしょうか。 

 ４点目、町のホームページにアップされていた募

集要項の１５、その他（４）で選定結果については

公表する場合があると書かれていますが、この場合

はどのような場合に公表するのか教えてください。 

 最後に、今回の選定委員５名ですが、役場の職員

５名で構成されていることをお聞かせいただきまし

た。審査の公平性、客観性を確保できる構成にすべ

きと考えます。外部有識者等を入れる考えは、今回

なかったのかお聞かせください。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） ９番荒生議員の御質問

に、選定委員会の関係が主でありますので私のほう

から答弁をさせていただきます。 

 選定委員会につきましては条例規則の規定に基づ

きまして５名の委員のメンバーとなっております。 

 メンバーにつきましては、委員長は総務課長であ

ります私が務めることとなっております。それから

会計課長、それから町民生活課長、保健福祉課長が

メンバーとなっておりまして、あとそれぞれの公の

施設の当該施設の主管課長がメンバーとなるという

規定になってございます。そのようなことから、今

回の吹上保養センターにつきましては産業振興課長

がメンバーに入ることになりますが、産業振興課長

におきましては今回申請のありました振興公社の取

締役でもありますことから、産業課長を省きまし

て、そのかわりとして商工観光班の主管を選定委員

会のメンバーということで決定し、選定委員会の中

で協議をしたところであります。 

 それから１１月１８日に行いましたプレゼンテー

ションでございますが、こちらにつきましては基本

的に、この施設につきましては２社の応募がありま

したので申請書をそれぞれ両事業者からいただいて

おりますが、申請書の中で基本的に書類審査、書類

等を確認しながら各項目ごとに審査委員において点

数をつけさせていただきますが、そのときに申請書

ではなかなか読み取れない部分であったり事業者の

直接的なお声を聞いて積極的な考え方があるのかど

うか、そのようなことも私たちも実際に肌で感じた

い部分もございましたので、今回は２事業者の申請

があったというようなことでプレゼンテーションを

させていただき、それぞれまず事業者のほうからは

今回の申請に当たっての基本的な考え方やそれらに

ついてお聞かせをいただいた後、申請書の中で少し

各審査委員のほうから確認しておきたいことなど、

ここに書いてある意味合いなどを質疑というような

形で事業者のほうに質問させていただいたところで

あります。 

 選定結果の通知につきましては、規則で用紙が定

まっておりますので、決定しました、この方を候補

者として決定しましたという内容のみの通知となっ

ているところであります。 

 要項に基づいて選定結果を公表する場合というこ

とで、ちょっと確認をさせてください。どのような
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意味合いだったかをちょっと整理させていただきま

す。質問の意味がちょっと私、忘れてしまったの

で。ちょっと今、確認します。済みません。 

 それからあと、外部委員等の専門員等について

は、規則の中にも必要に応じて専門の委員などを選

定委員にすることができる規定となってございま

す。基本的に私ども、これまでの、５年前もそうで

すし、その前もそうでありますけども、専門委員等

が必要なものというものにつきましては、例えば公

の施設についても今回行っております日の出公園、

吹上保養センター、それからパークゴルフ場につい

ても何か基本的な専門的な知識や技能等が必要なよ

うな施設ということであれば、そういうものを活用

する場合もありますけども、基本的には福祉施設で

あったり病院等においても公の施設で、例規上では

公の施設となりますので、こういう施設をもし指定

管理者等に選定するときには私たちではなかなか読

み取れない専門的な知識も必要になりますので、そ

ういうような施設の場合には外部委員を選定する場

合もありますけれども、今回においてはそのような

ことを特に要しないという判断から、規定の選定委

員の５名で対応させていただいたということであり

ます。 

 それから４点目にありました、募集要項の中の１

５、その他の（４）申請書類及び選定結果について

は公表する場合がありますというようなことで、基

本的にはホームページにおいては、選定結果等につ

いて疑義があった場合についてはそれらをオープン

にする場合がございますけれども、今回特に２事業

者について選定結果それぞれ両者に通知させていた

だきましたが、それについての疑義等は私どものほ

うには特に問い合わせがありませんでしたので、そ

のようなことから今回このような形で条例の上程を

させていただいているということでございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ９番荒生博一君。 

○９番（荒生博一君） もう一度、プレゼンテー

ションの事実確認をさせていただきますが、今回残

念ながら落選されましたトランスポーターさんのほ

うにもちょっとお話を聞かせていただく機会があり

まして、事実上は約３０分間プレゼンテーションの

ような内容では行われず、一方的な質疑応答で終

わったということを聞いておりますが、再度、プレ

ゼンに関して確認させてください。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） 荒生議員がどのような

形でそのようなことをお聞きしたか私ども知る由は

ありませんけども、プレゼンテーションにつきまし

ては、まず事業者のほうから今回の申請に当たっ

て、それぞれの事業者さんのまずピーアールしたい

こと、私たちはこういう優位性を持っていますよと

いうようなことがあれば、まず５分から１０分程度

のお話をくださいということでお話をさせていただ

きました。その後、それぞれ各委員のほうから確認

しておきたいこととか申請書の中で読み取れなかっ

た部分でお聞かせいただきたいことについて私ども

のほうから質問をさせていただいた。そのような形

で各事業者、２０分から３０分ぐらいの間で一事業

者ずつ終わったというふうに記憶しています。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ９番荒生博一君。 

○９番（荒生博一君） 先ほどの石田課長の答弁

で、今回、外部からの審査員等は特別な形ではない

ということで、対象外ということでお入れしなかっ

たということで、確認ですが、もともと公の施設の

指定管理者制度そのものについては民間の能力を活

用することにより経費の節減とともに住民サービス

の向上を図ろうとするものであるならば、本来であ

る審査の公平性、客観性を担保するためにも選考過

程の透明性がより高められるべきだと思いますが、

今後もこの総務課長を委員長とした役場職員５名で

の選考委員という形態というのは変わらず、この形

で行われるのか、確認させてください。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（石田昭彦君） ルールで決めておりま

すので、そのような形を踏襲する予定でございます

し、より専門的な何か現在規則で規定している選定

委員では計り知れないような技術的な要素とか、そ

の施設の管理運営に当たってそういうものが必要な

ものがあるような施設の場合であれば、外部の委員

さんのお力をいただくという場合があると思います

が、より客観的な判断をするために行政内部で組織

している選定委員会がベターなものというふうに理

解しておりますので、今後においてもそのようなこ

とで進めていきたいというふうに思っております。 

 ○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第１４号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 
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◎日程第４ 議案第１５号 

○議長（西村昭教君） 日程第４ 議案第１５号上

富良野町パークゴルフ場の指定管理者の指定につい

てを議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 教育振興課長。 

○教育振興課長（北川和宏君） ただいま上程いた

だきました議案第１５号上富良野町パークゴルフ場

の指定管理者の指定についてにつきまして、提案の

要旨を御説明申し上げます。 

 公の施設に係るの指定管理者による管理運営の経

過などに関したさきの議案第１３号及び議案第１４

号と重複いたしますので、説明を省略させていただ

きます。 

 当該ゴルフ場につきましては、現在の指定管理者

であります株式会社シー・エス・ティ１社のみの応

募となりました。このため、当該事業者の適正の有

無を観点として指定管理者の指定手続条例施行規則

に基づく３回の選定委員会を開き、候補者が選定さ

れましたので同事業者を指定管理者として指定しよ

うとするものであります。 

 以下、議案を朗読し説明申し上げます。 

 議案第１５号上富良野町パークゴルフ場の指定管

理者の指定について。 

 上富良野町パークゴルフ場の指定管理者を次によ

り指定するため、地方自治法第２４４条の２第６項

の規定により議会の議決を求める。 

 記。 

 １、公の施設の名称と所在地。 

 名称、上富良野町パークゴルフ場。 

 所在地、空知郡上富良野町基線北２７号。 

 ２、指定管理者となる団体の名称。 

 住所、空知郡上富良野町本町１丁目６番６号。 

 団体名、株式会社シー・エス・ティ。 

 代表者、代表取締役三柳純一。 

 ３、指定の期間。 

 平成２９年４月１日から平成３４年３月３１日ま

で。 

 以上で議案第１５号上富良野町パークゴルフ場の

指定管理者の指定についての説明といたします。 

 御審議いただきまして議決くださいますようお願

い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 ○議長（西村昭教君） なければ質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第１５号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第５ 発議案第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第５ 発議案第１号国

による子ども医療費無料制度の創設を求める意見に

ついてを議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ３番佐川典子君。 

○３番（佐川典子君） ただいま上程されました発

議案第１号国による子ども医療費無料制度の創設を

求める意見については、朗読をもって要旨の説明と

させていただきます。 

 発議案第１号国による子ども医療費無料制度の創

設を求める意見について。 

 上記議案を別記のとおり、会議規則第１４条第１

項及び第２項の規定により提出いたします。 

 平成２８年１２月１３日提出。 

 上富良野町議会議長、西村昭教様。 

 提出者、上富良野町議会議員、佐川典子。 

 賛成者、上富良野町議会議員、中澤良隆。 

 次をお開きください。 

 国による子ども医療費無料制度の創設を求める意

見書。 

 我が国の合計特殊出生率は１.４６（２０１５

年）で、人口を維持するのに必要な合計特殊出生率

２.０８への回復は、依然として困難である。 

 また、２０１５年４月１日現在の子どもの数（１

５歳未満の推計人口）は３５年連続の減少で、総人

口に占める子どもの割合は４２年連続の低下となる

１２.６％で世界最低水準である。 

 少子化の進行は、人口構造の高齢化や将来の生産

年齢人口の減少にもつながり、子どもの健全な成長

への影響のみならず、社会経済や社会保障のあり方

にも重要な影響を及ぼすことが懸念される。 

 こうしたことから、子育て家庭の経済的負担を軽

減する措置が少子化対策の重要施策となっており、

本道を初めとする全ての都道府県及び市町村におい

て、乳幼児・児童医療費助成制度が実施されてい

る。 

 しかしながら、市町村の制度内容の格差が年々拡

大している状況である。 

 児童期までの年代は病気にかかりやすく、また、

アトピー性皮膚炎、小児ぜんそくなど長期の療養を

要する病気も増加しており、病気の早期発見と早期
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治療、治療の継続を確保する上で、医療費助成制度

はきわめて重要な役割を担っている。さらに厚生労

働省が推進する「８０２０」運動の達成のために

は、永久歯が完成する中学校時期までの口腔管理の

充実を図るためにも同制度の果たす役割は大きく

なっている。 

 このような地方公共団体の施策を一層充実させ、

子どもを安心して産み、育てることのできる社会の

実現を目指すには地方制度の安定化が必要であり、

そのためには国による支援が不可欠である。 

 よって、国においては中学卒業まで「国による子

どもの医療費無料制度」を早期に創設するよう強く

要望する。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を

提出する。 

 平成２８年１２月２２日。 

 北海道空知郡上富良野町議会議長、西村昭教。 

 提出者、内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大

臣、総務大臣。 

 以上でございます。 

 お認めいただきますよう、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより発議案第１号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第６ 発議案第２号から 

◎日程第９ 発議案第５号まで 

○議長（西村昭教君） 日程第６ 発議案第２号

「全国規模の総合的なアイヌ政策の根拠となる新た

な法律」の早期制定を求める意見について、日程第

７ 発議案第３号大雨災害に関する意見について、

日程第８ 発議案第４号地方議会議員の厚生年金制

度への加入を求める意見について、日程第９ 発議

案第５号ＪＲ北海道への経営支援を求める意見につ

いてを一括して議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 １番中澤良隆君。 

○１番（中澤良隆君） ただいま上程されました発

議案第２号、第３号、第４号、第５号を朗読をもっ

て説明とかえさせていただきます。 

 発議案第２号「全国規模の総合的なアイヌ政策の

根拠となる新たな法律」の早期制定を求める意見に

ついて。 

 上記議案を別記のとおり、会議規則第１４条第１

項及び第２項の規定により提出いたします。 

 平成２８年１２月１３日提出。 

 上富良野町議会議長、西村昭教様。 

 提出者、上富良野町議会議員、中澤良隆。 

 賛成者、上富良野町議会議員、佐川典子。 

 次のページをお開きください。 

 「全国規模の総合的なアイヌ政策の根拠となる新

たな法律」の早期制定を求める意見について。 

 アイヌの人たちは特に明治以降、政府が進めた政

策によって、アイヌ語や生活習慣を事実上禁止さ

れ、伝統的生活を支えてきた生産手段も失うなど、

アイヌの社会や文化が大きな打撃を受け、差別と困

窮を余儀なくされてきたという歴史がある。 

 平成２０年の衆参両院における「アイヌ民族を先

住民族とすることを求める決議」の全会一致での可

決を受け、政府は「アイヌ政策のあり方に関する有

識者懇談会」を設置し、有識者の意見を踏まえ、そ

れまでのアイヌ政策をさらに推進し、さまざまな施

策に取り組んできたところである。 

 アイヌの人たちが民族としての名誉と尊厳を保持

し、これを次世代へ継承していくことは、活力ある社

会を形成する共生社会の実現に資するものであり、こ

の観点からもさらに施策を具体化する必要がある。 

 こうしたことからも、これまでの歴史的経緯や、

今後、アイヌ施策を確実に推進していく上において

も、国が主体となった総合的なアイヌ政策を本道の

ほか、全国を対象に推進していく根拠となる法律の

検討を進め、早期に制定するよう強く要望する。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を

提出する。 

 平成２８年１２月２２日。 

 北海道空知郡上富良野町議会議長、西村昭教。 

 提出先、衆議院議長ほか、記載のとおりでありま

す。 

 次に、発議案第３号大雨災害に関する意見につい

て。 

 上記議案を別記のとおり、会議規則第１４条第１

項及び第２項の規定により提出いたします。 

 平成２８年１２月１３日提出。 

 上富良野町議会議長、西村昭教様。 

 提出者、上富良野町議会議員、中澤良隆。 

 賛成者、上富良野町議会議員、佐川典子。 

 次ページをお開きください。 
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 大雨災害に関する意見書。 

 北海道では本年８月、台風７・１１・９号が相次

いで上陸し、さらに台風１０号の影響による集中豪

雨に伴う河川の氾濫などにより住宅や農地への浸水

被害及び道路・鉄道の決壊や土砂災害が発生したと

ころである。また、定置網・養殖施設被害など水産

被害も大きなものがある。 

 このように全道各地で甚大な被害が発生し、住民

の暮らしや経済活動に多大な影響が生じている。 

 こうしたことから、住民が一日も早く、安心して

もとの生活を取り戻すことができるよう早急な災害

対策と今後の防災対策が必要とされている。 

 ついては、このたびの災害から迅速な復旧と今後

の防災対策に向け、下記の事項について特段の配慮

を強く要望する。 

 記。 

 １、自治体の応急対応や復旧復興に要する経費に

ついて特別交付税による財政支援や災害復旧事業債

の資金確保など十分な地方財政措置を講ずること。 

 ２、被災した道路・河川・鉄道等の公共土木施

設、水道施設、農地・治山・林道・漁港等の農林水

産施設、社会福祉施設、医療機関、学校等文教施設

及び文化財等の災害復旧に対して支援を行うこと。 

 ３、復旧だけではない水害に強い河川の改修への

財政措置を講ずること。一級河川のみならず、北海

道管理河川においても浸水被害解消のため、抜本的

な河川改修が可能となるような特段の財政措置を講

ずること。 

 ４、住宅被害を受けた被災者がもとの生活を取り

戻すための必要な各種支援制度について、十分な財

政措置を講ずるとともに、迅速かつ柔軟な運用を行

うこと。 

 ５、農林水産業へ被害について、農林漁家の経営

意欲を後退させないよう災害に強い農山漁村づくり

への措置を講ずること。 

 ６、大量の流木等が農地の復旧や漁業の操業等の

支障とならないよう流木等の災害廃棄物の迅速な回

収や処理に必要な経費に対し、特段の財政措置を講

ずること。 

 ７、被災中小企業に対し資金繰り支援を行うこ

と。 

 ８、異常気象等を起因とする災害発生状況を踏ま

え、より強靱な道路・河川を初めとする公共施設の

整備を推進するため、老朽化施設の補修・更新や施

設の日ごろの維持管理に対して特段の財政措置を講

ずること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を

提出する。 

 平成２８年１２月２２日。 

 北海道空知郡上富良野町議会議長、西村昭教。 

 提出先、衆議院議長ほか、記載のとおりでありま

す。 

 次に、発議案第４号地方議会議員の厚生年金制度

への加入を求める意見について。 

 上記議案を別記のとおり、会議規則第１４条第１

項及び第２項の規定により提出いたします。 

 平成２８年１２月１３日提出。 

 上富良野町議会議長、西村昭教様。 

 提出者、上富良野町議会議員、中澤良隆。 

 賛成者、上富良野町議会議員、佐川典子。 

 次のページをお開きください。 

 地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意

見書。 

 地方分権時代を迎えた今日、地方公共団体の自由

度が拡大し、自主性及び自立性の高まりが求められ

る中、住民の代表機関である地方議会の果たすべき

役割と責任が格段に重くなっている。 

 また、地方議会議員の活動も幅広い分野に及ぶと

ともに、より積極的な活動が求められている。 

 しかしながら、昨年実施された統一地方選挙にお

いて、町村では議員への立候補者が減少し、無投票

当選が増加するなど住民の関心が低下し地方議会議

員のなり手不足が大きな問題となっている。 

 こうした中、地方議会議員の年金制度を時代にふ

さわしいものにすることが、議員を志す新たな人材

確保につながっていくと考える。 

 よって、国民の幅広い政治参加や地方議会におけ

る人材確保の観点から、地方議会議員の厚生年金制

度加入のための法整備を早急に実現するよう強く要

望する。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を

提出する。 

 平成２８年１２月２２日。 

 北海道空知郡上富良野町議会議長、西村昭教。 

 提出先、衆議院議長ほか、記載のとおりでありま

す。 

 次に、発議案第５号ＪＲ北海道への経営支援を求

める意見について 

 上記議案を別記のとおり、会議規則第１４条第１

項及び第２項の規定により提出いたします。 

 平成２８年１２月１３日提出。 

 上富良野町議会議長、西村昭教様。 

 提出者、上富良野町議会議員、中澤良隆。 

 賛成者、上富良野町議会議員、佐川典子。 

 次ページをお開きください。 

 ＪＲ北海道への経営支援を求める意見書。 

 １１月１８日、ＪＲ北海道は現在の経営路線のお

よそ半分となる１０路線１３線区を単独では維持が
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困難であると発表した。 

 この路線のいずれかが廃止となればその地域の過

疎化が進み、地域の経済や住民の暮らしを破壊する

ことになる。公共交通機関としての役割を放棄する

ものであると言わざるを得ない。 

 ＪＲ北海道は発足当初から国の経営安定化基金に

より経営を維持しており、積雪寒冷地という気象条

件も重なり、設備の維持管理には多額の費用が必要

である。 

 よって国においては、地域住民の日常生活に重要

な移動手段である鉄道を北海道において公共交通機

関としての役割を発揮できるように、ＪＲ北海道の

経営が自立できるよう財政支援等を図るよう強く要

望する。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を

提出する。 

 平成２８年１２月２２日。 

 北海道空知郡上富良野町議会議長、西村昭教。 

 提出先、衆議院議長ほか、記載のとおりでありま

す。 

 以上、説明といたします。 

 発議案第２号、第３号、第４号、第５号につきま

して御審議賜り、原案お認めいただきますようお願

い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、発議案第２号の質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより発議案第２号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、発議案第３号の質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより発議案第３号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、発議案第４号の質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより発議案第４号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、発議案第５号の質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより発議案第５号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

いませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１０ 発議案第６号 

○議長（西村昭教君） 日程第１０ 発議案第６号

議会懇談会実施に関する決議についてを議題といた

します。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ６番金子益三君。 

○６番（金子益三君） ただいま上程されました発

議案第６号議会懇談会実施に関する決議についてを

朗読をもって内容の説明にかえさせていただきま

す。 

 発議案第６号議会懇談会実施に関する決議につい

て。 

 上記議案を次のとおり、会議規則第１４条第２項

の規定により提出いたします。 

 平成２８年１２月１３日提出。 

 上富良野町議会議長、西村昭教様。 

 提出者、上富良野町議会議員、金子益三。 

 賛成者、上富良野町議会議員、中澤良隆同じく佐

川典子。 

 議会懇談会実施に関する決議について。 

 本議会は、次により議会懇談会を実施する。 

 記。 

 １、実施の期日。 

 議決の日以降において、１日以内とする。 

 ２、実施の目的。 

 議会の監視機能や政策提言活動などの議会活動を

町民と直接意見交換するため。 
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 ３、実施方法。 

 （１）町内の公共施設で開催する。 

 （２）全議員による懇談会とする。 

 （３）本件は、議会閉会中において開催するもの

とする。 

 以上、御審議賜りまして御議決いただきますよう

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより発議案第６号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１１ 閉会中の継続調査申出について 

○議長（西村昭教君） 日程第１１ 閉会中の継続

調査申し出についてを議題といたします。 

 議会運営委員会並びに各常任委員会から、会議規

則第７５条の規定により、各委員会において、別紙

配付の申出書の事件について閉会中の継続調査の申

し出があります。 

 お諮りいたします。 

 各委員会からの申し出のとおり、閉会中の継続調

査とすることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、各委員会からの申し出のとおり、閉会中

の継続調査とすることに決しました。 

────────────────── 

◎町 長 挨 拶             

○議長（西村昭教君） ここで、年末に当たりまし

て町長から御挨拶があります。 

 町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） ただいま議長からお許しを

いただきまして、平成２８年第４回定例会の閉会に

当たりまして、一言お礼の御挨拶を申し上げたいと

思います。 

 １２月３日に開会いたしました第４回定例町議

会、本日最終日を迎えまして、おかげさまで無事閉

会を迎えることができまして改めて議員の皆様方の

深い御理解と御協力に対しまして、心から感謝を申

し上げる次第でございます。ありがとうございま

す。 

 振り返ってみますと、今年度、ことしにおきまし

ては春の熊本の地震から始まりまして６月・７月・

８月・９月と大きな自然災害に幾度も見舞われ、大

きな被害を受けたところでございます。さらに、１

０月には初雪がそのまま根雪になってしまうという

ような、本当に自然の猛威に振り回された１年のよ

うな気がいたしました。 

 そういう中で、町におきましても町民の皆様方の

安心安全をどのようにしっかりと確立していくかと

いうことに、大変、皆様方の御理解をいただいたと

ころでございます。 

 先ほど、発議を何件かされておりましたけど、ま

さしく私も今のこの時代を反映した発議をされてい

るなと思いに至ったところでございます。とりわ

け、経済がなかなか好転しない中で格差をなくそう

と、あるいはＪＲの問題もしかりでございます。こ

の地方自治が、特に地方自治体がこの国の財政が切

迫する中で、そういう中で独自性を発揮して、さら

に住んでおられる町民の民様方に安心感や活力を感

じていただけるようなまちづくりというのは、待っ

たなしの状況だというふうに考えているところでご

ざいます。 

 私も年が明けますと、新しい任期がスタートする

ことになります。そういう中で、初心に戻りまし

て、本当に皆様と一体となって行政と執行機関と議

決機関がまさしく心を一つにして町民の幸せの向上

を目指して、さらに一層頑張ってまいりたいという

ふうに改めて決意をしているところでございます。 

 どうか、まもなくお正月を迎えますが、皆様方に

は健やかに新年をお迎えいただきますことを、この

場から御祈念申し上げましてお礼の御挨拶とさせて

いただきたいと思います。１年間、本当にお世話に

なりました。ありがとうございました。 

────────────────── 

◎議 長 挨 拶             

○議長（西村昭教君） 私のほうからも一言、皆様

に御挨拶申し上げます。 

 １年間の経過につきましては、今町長が申された

とおりでありまして、日本中がいろんな災害に見舞

われながら、特に北海道はことしは直接、ダイレク

トに台風が三つも上陸するというような状況の中

で、大きな被害を受けたわけでありますけども、こ

れから時間をかけて災害の復旧に向けて取り組んで

いかなければなりませんし、またこの災害によって

改めて日常の災害対策に対する備えというのも痛切

に感じた年だったかなと思っているところでありま

す。 

 ちょうど、１年前に議会の選挙がありまして、そ
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れぞれ新しくなられた議員さんも含めて１年の議会

活動を全て経験していただいたところであります

が、先般の９月の定例会からこの議会の取り組みと

して委員会に付託案件をメーンとしていきたいとい

うことで、皆様の検討もいただきながら、了解をい

ただきながら進んできたところであります。いろん

な課題も出てきておりますし、また規則や何かで整

備をしなければならないものも出てきているわけで

ありますけども、そういうものもこれから３月まで

に向けていろいろ検討しながら、きちっと整備をし

て来年の４月からしっかりとした形で議会として取

り組んでいかなければならないのかなと思っている

ところであります。検討に当たりましては、議会運

営委員会を中心にまた皆様の意見を聞きながら取り

組んでいきたいと思っているところであります。 

 また、立場ですね、全道の議会の議長ということ

で地元の議会の皆様方にある面では御理解もいただ

きながら、御迷惑をかけた点も多々あったのかなと

思って、非常に皆様と議会の協力に改めて感謝を申

し上げる次第であります。 

 特にことしは災害の年ということで、東北・北海

道との連携をとりながら、国で早急に対応しなけれ

ばならない部分と、それから道に要請をしたところ

であります。これは全道の議長会の各振興局の会長

さんから中心に報告を受けまして、議長会としては

初めて道に、こういうものはなかったわけでありま

すけども、緊急に要請をして対応をお願いしたとい

うところでありますし、その後このＪＲ問題も出て

まいりまして町村会とこれから議長会と相まって協

力し合いながら、この北海道の鉄路を公共交通機関

としてどう位置づけてこれを存続させていくかとい

うことで、協力しながら取り組んでいこうというこ

とで、先般、町村会の会長さん方とお話をして今後

の進め方についての確認をしたところであります。 

 北海道はこれからいろんな課題が、ある意味では

この広大な広さが非常にネックになってなかなか本

州と格差が出てきているというような状況でありま

すので、これをどう乗り越えていくかということ

は、町村会も議長会も一体となって、市長会もそう

ですけども、全道オール一丸となって取り組んでい

かなければならないなという課題になってくるの

が、これからいろんな面で出てくるということを痛

切に感じた１年でありますし、これからそういう取

り組みがどう北海道の発展に関わるかということで

は、本当に議会も町村会も全道の自治体全部が一体

となって進んでいかなきゃならないのかなと痛切に

感じた１年でありました。 

 どうぞことし１年、いろんなことがあった１年で

ありますけども、このいろんな出来事の反省も、そ

れから踏まえながら、来年１年がまたいい年になる

ことを御期待申し上げますとともに、１年間、町長

を初めとする理事者あるいは職員の皆様方に協力を

いただきましたことに改めてお礼を申し上げますと

ともに、車の両輪と言われながら決まるまではけん

けんがくがく、意見をぶつけ合っていいと思うので

すが、決まれば一枚岩になって進んで行かなければ

ならないと思っているところでありますし、最近全

国の議長会で問題になっているのは、議員のなり手

がいない、あるいは若い人が出てこないということ

は全国的に問題になっておりますが、これも議会の

取り組み方によってはまた変わるということであり

まして、ちょうど、北海道の栗山町が議会基本条例

を作ってからちょうど１０年になります。それから

スタートして今、全国の町村の中で基本条例を作っ

たのは約３分の２ぐらいになるのですが、何らかの

形で議会改革に一生懸命取り組んでいるのが実態で

あります。 

 基本的には、やはり議員個々のお互いに勉強し合

いながら、議会の中でいろいろ意見をぶつけ合って

いく切磋琢磨がやはり基本的には一番大事なのかな

と思っているところであります。そのいい例が、北

海道の芽室町で、これは全国に表彰されて雑誌にも

本にも出されて非常にすばらしい取り組みをしてい

る町村でありまして、視察者も多いということであ

りますので、すぐここから近い、１時間もすれば行

けるところでありますので、そういう意味では我々

も身近にすばらしい活動している議会があるという

ことでは、これからまた大いに参考にして、うちの

町の議会の活性化にもなればいいかなというふうに

思っているところであります。 

 来年１年、また皆様方にとっていい年であること

とあわせていろんな課題にまた果敢に取り組んで、

町の発展にまた頑張っていきたいなと思っていると

ころであります。 

 ことし最後の議会に当たりまして、一言お礼を述

べさせていただきました。まず１年間本当にありが

とうございました。来年もまたよろしくお願い申し

上げます。 

────────────────── 

◎閉 会 宣 告             

○議長（西村昭教君） 以上をもって本定例会に付

議された案件の審議は全て終了いたしました。 

 これにて、平成２８年第４回上富良野町議会定例

会を閉会といたします。 

午前９時５９分 閉会 
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